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黒い巫女







　静せい寂じやくの凝こごる薄うす暗ぐらい部屋の中。

　時間すら息を潜ひそめて流れるのを躊躇ためらうかの様な、硬かたい空気の奥おく底そこで――

「…………」

　半はん裸らの女によ体たいが黙もく然ぜんと横たわっていた。

　仰あお向むけになり、真まっ直すぐに天てん井じようを見つめるその表情には、微み塵じんの揺ゆらぎも無い。

　羞しゆう恥ちも。躊ちゆう躇ちよも。そして恐きよう怖ふも。

　ほんのわずかに開いた唇くちびるや、何かを掴つかもうとしているかの様に少し曲げた指先も、何か次に来きたるべき行動を予感させる一方で……その身体からだは死体の如くに静止したまま、先さき程ほどから全く動きを示さない。豊かな胸や腰こしを辛かろうじて覆おおっている布を、押おさえる素そ振ぶりすら無い。

　光を示さぬ虚うつろな眼球が、ただ無意味に上を向いている。

　そして……

「…………」

　ゆらり――と女の上にのしかかる影かげが在った。

　女の側から見れば逆光気味で分かりにくいが――それは少年だった。

　年ねん齢れいは十代後半といった処ところだろうか。

　やや丸顔に眼鏡を掛けた――だが特とく徴ちようと言えばその程度の、平へい凡ぼんな顔つきである。丸顔と言っても肥満しているという訳ではなく、単純に成長途と上じようで、目鼻立ちに幼い丸みが残っている感じだ。どこか中性的とも言えるその容姿を、歳とし下した好みの女性なら『可愛かわいい』と評するかもしれない。

　だが平凡だからこそ――

「…………」

　刃は物ものを手にして女体を見下ろす姿は、より猟りよう奇きの色を帯びる。

　女体を凝ぎよう視しする闇やみの様に黒い瞳ひとみ。血走りこそしていないが、その眼めには何か執しゆう念ねんにも似た強い光が宿っていた。瞬まばたきする事すら惜おしむかの様に、彼かれは先程からずっと眼の前で白くうねる肌はだを睨にらみ据すえているのだ。

「此こ処こ……だ……」

　ぼそりと呟つぶやく少年。

　視線の先に在る女の身体の一部――そこに彼は静かに手にした刃物を当てた。

　一気に突つき立たてる様な無ぶ粋すいな真ま似ねはしない。むしろ産うぶ毛げを剃そり――あるいは皮を剥はぐかの様に、細心の注意を払はらって、彼は刃はをその複雑な曲面へと沿そわせる。

　カーテンの隙すき間まから差し込む微かすかな光が刃は先さき当たって……煌きらめいた。

「……此処が……此処がっ……」

　譫うわ言ごとの様に少年は『此処が』と繰くり返かえしながら、感かん触しよくを確かめるかの様に刃物で白い肌の上を何度も何度も撫なでる。

「兄貴。御ご飯はん」

「……此処が……此処が……よし……」

　少年は刃物を握にぎる手に力を込める。

　女体の一点に焦しよう点てんを合わせる黒い瞳。

「御飯！　朝あさ御ご飯はん！」

「……いくぞ……！」

「朝御飯――」

「…………」

　少年が息を詰つめて刃を立てた――その瞬しゆん間かん。

「朝御飯だって言ってるでしょーがッ！」

　どがん！　と――まるで、籠ろう城じよう犯はんの立たて籠こもる部屋の扉とびらを特とく殊しゆ部隊が蹴け破やぶるかの様な、情け容よう赦しや無ない勢いで部屋の扉が開かれていた。

「うわっ!?」

　思わず――悲鳴じみた声を上げて少年は、手にした刃物を自分の左手の指先に突つき刺さしてしまった。さくっと。中々、手入れの行き届いた刃物である。

　廊ろう下かを満たしていた光が、勢いよく部屋の中に雪な崩だれ込んできて、部屋全体を明るみの中に引きずり出す。

「いたたたた、血、血、血ぃ出た！　血ぃ出た！」

　思わず切った指先を頭上に差し上げて、右手でその手首を押さえたりなんかしながら少年が悲鳴を上げる。たかが指先、されど指先、神経が集中している部分なので小さな傷でも痛いものは痛いのである。

「さっきから何度も呼んでるのに！」

　そう言いながらずかずかと部屋の中に踏ふみ込こんできたのは……一人の少女だった。

　年としの頃ころは十代半ば辺りだろう。

　年ねん齢れい的てきな事もあって未いまだ艶あでやかさは足りないが……髪留めでまとめられた艶つややかな黒い髪かみに、少しツリ気味の大きな瞳、すっきり通った鼻筋と、単純な美び醜しゆうを問うならば間ま違ちがい無なく前者に属する容姿である。

　ただ――

「また机の電気しか点つけてないし！」

　壁かべ際ぎわを手て探さぐりしてスイッチを探し当てると、少女は部屋の明かりを点けた。

　途と端たん――平へい坦たんな蛍けい光こう灯とうの光でのっぺりと照らし出されるのは、何の変へん哲てつも無い部屋だった。建て売り一戸建てによくある、いかにも無難な造りの『子供部屋』だ。部屋に入ってすぐ右にクローゼット、その隣となりにベッドと窓、左には本ほん棚だなとパソコン、そして今、少年が向かっていた机が一つ置かれている。

「寿すみ子こ！」

　少年は、ちゅうちゅうと自分の左手の人差し指を吸ってから、恨うらめしげに言った。

「いきなり何だよ!?　せめてノックくらい――」

「した」

　ずばりと切って棄すてる様な口調で少女――寿子は言った。

「でも無視したじゃん」

「え……？」

「何度も呼んだし！」

「…………」

　思わず黙だまり込こんでしまう少年。

　寿子は、ずかずかと苛いら立だたしげな歩調で近寄ると――机の上に載のっているものを見て顔をしかめた。

　即すなわち、そこにあられもなく横たわる半裸の女体を。

「またそれ？」

　呆あきれ果はてた様子で寿子が見つめるそれは、確かに女体そのものであったが、縮尺がかなり変だった。というか、ぶっちゃけ標準的な人体に比べると数分の一の大きさしか無かった。まあ机の上に載っている以上は当たり前だが。

　そう。女体は女体でも本物ではない。

　それはいわゆる人形――フィギュアと呼ばれるものだった。

「……兄貴」

　呆れの色を満まん載さいした半眼で、寿子は少年を振ふり返かえる。

「その顔。また徹てつ夜やしたでしょ」

「い……いいだろ別に!?」

　思わず妹の視線から逃にげる様に少年は顔を背そむける。台詞せりふとは裏腹に、どうやら自分でも実は良くないという自覚は有る様だった。

「……ったく」

　寿子は忌いま々いましげに言った。

「変な趣しゆ味み持つ兄が居ると苦労するのよねー」

「な――何が変な趣味だよ!?　俺おれはいたって普ふ通つう……」

「これが標準的な高校生男子の部屋だとでも？」

　と言って寿子は部屋の中をぐるりと見み渡わたした。

　そう――部屋の造りや家具そのものは、前述の様に、十代男子高校生としては標準的なものだ。ただし置かれている小物の類たぐいが……あまり普通ではなかった。

　大小無数の造形物。

　机の上。本棚。ベッドの脇わき。果ては天井からテグスで吊つり下さげて――と、ありとあらゆる処にそれらは在った。飛行機、車、船、挙げ句には実物大の拳けん銃じゆうやら生首やらまで節操なく在るが……一番多いのは『人型』の模型だった。

　アニメに出てくる様な人型のロボット。

　あるいは――人間そのものを模したもの。

　いわゆるフィギュアだ。

「しかも何これ？　アニメ？」

　寿子は半裸の――そりゃもう『見えそうで見えない』感じに布が掛かかった机の上のフィギュアを指差す。勿もち論ろん布も本物ではなくてフィギュアの一部だ。

「『はぐれ勇者の鬼畜美学』のヒロインで、美兎の」

「うわぁ……」

「うわぁ……とか言うな」

「色々終わってるよね兄貴」

　まるで『まともに触さわると色々やばい』ものに対するかの様に、爪つめの先でフィギュアをつつく寿子。

「つつくな！　終わってない！」

　だん、と左手の拳こぶしで机を叩たたいてから――少年は慌あわててまた指先をくわえた。どうやら指先の傷に響ひびいたらしい。

「変質者みたいに言うな！　何度も何度も言うけど、俺はただこういう立体造形を作るのが好きなんだよ！」

「好きだから徹夜で裸はだかの女の子作るんだよね？」

　全身から見下した感を放散しながら寿子が言う。

「だからこれは作ってくれって頼たのまれて――別に女の子の裸ばっか作ってる訳じゃないんだよ！　この間も『軌き道どう戦せん史しグレンダム』の」

「でも一番作ってるのは女の子が多いじゃん」

「美少女フィギュアが一番、売れるんだよ！」

「裸の女の子で友達相手にお小こ遣づかい稼かせぎとか、サイテー」

「人聞き悪いこと言うな！」

　少年は焦じれた様子で喚わめいた。

「俺は原型作ってただけだっての！　そもそも、発注くれるのはマイナーだけどちゃんとした会社だし、れっきとした仕事だ仕事！」

「……キモオタはみんなそう言うのよねー」

「みんなって、お前、そんなにオタクに沢たく山さん、知り合い居ないだろ!?」

　少年は妹を睨み付けながら言った。

「まあとにかく、朝御飯だから。早く降りてきてよ。ちゃんと呼んだからね」

　そう言って寿子は踵きびすを返すと、部屋を出て行く。

　少年はそんな妹の後ろ姿を憤ふん然ぜんと見送りつつも――

「――もうお前が携けい帯たいストラップ壊こわしても、直してやんないからな!?」

　と叫さけぶ声は虚むなしく閉じる扉に跳はね返される。

　しかも――

「…………」

　閉まる直前の隙間から顔を覗のぞかせた寿子は、べ、と舌を出して見せてきた。

　小こ憎にくらしい事この上無い。相手が本気で激げき怒どする直前を見み極きわめて引いてみせる辺りが、特に――何というか、兄の扱あつかいに手慣れた感じで、余計に生意気に見える。

「あーもー…………」

　少年は溜ため息いきをついて立ち上がる。

　机の上では――仰向けになった美少女フィギュアの原型が、微び修しゆう正せいの瞬間を待って、静かに天井を見つめていた。





●






　少年の名は――富ふ士じの宮みや瑞みず人ひとという。

　年齢は十六歳。成績は満まん遍べんなく中の中、容姿も殊こと更さら平均水準から外れる訳でもなく、平凡な府立高校に通う平凡な男子高校生だ。少なくとも瑞人本人はそう思っている。

　確かに趣味がフィギュア、それも買う方ではなく原型から作る方、というのはディープというか、多数派ではなかろう。だが誰だれに迷めい惑わくを掛けるでもなし、むしろ小遣い稼ぎにもなって実に建設的な趣味だと、彼自身は考えている。

　確かに彼が作るものに、女の子のフィギュアは多い。

　だがそもそも瑞人は――自分でも寿子に言った通り――単に美少女フィギュアを眺ながめて愉たのしむのではなく、作る行こう為いそのものを愉しんでいるのである。

　特に人体というものは百を超こえる関節を持ち、僅かに姿勢を変えるだけでその表面の筋肉も形を変えていく。首の傾かしげ方かた一つ、指の曲げ方一つで、印象はがらっと変わってしまう事すらあるのだ。そして千せん変ぺん万ばん化かするその『形』は実に瑞人の創作意欲を刺し激げきして止やまないのだった。

　だが……興味の無い人間にはそんなの『キモオタの戯たわ言ごと』でしかない訳で。

　瑞人は日々、家族の――主に小生意気な三つ下の妹の――冷たい視線と容よう赦しやない誹ひ謗ぼう中傷に耐たえる事になる訳だった。

　まあ……山の様にプラモデルやフィギュアを買い込もうが、部屋の中に樹じゆ脂しや塗と料りようの臭においが染しみ付つこうが、学校の成績と基本的な素行に問題がなければ何も言ってこない両親については、理解が有る、と言えなくもないが。

「あー……」

　瑞人は欠伸あくびを噛かみ殺ころしながら――靴くつを引きずるかの様な気け怠だるい歩調で歩いていた。

　場所は、飽あきる程ほどに見なれた通学路。

　白々と降り注ぐ朝日がレンズ越ごしでも眼に痛い。

　ちなみに妹の寿子は、未まだ中学生なので通う学校が別――瑞人の側そばに彼かの女じよの姿は無い。まあ同じ学校でも『やだよキモオタの兄貴と一いつ緒しよだなんて』とか言って、揃そろって登校するのを嫌いやがるだろうが。昔はいつも瑞人の後ろをくっついて歩いていた癖くせに。

　それはさておき。

「眠………」

　つい原型修正に熱中して徹夜をしてしまったが……だからといって、学校を休む訳にはいかない。それこそ辛うじて親が容よう認にんしてくれている『変な趣味』が、その途端に『有害な趣味』に変わってしまうだろうからだ。

「どうせだから、ちょっと頭冷やすか」

　呟きながら、弄いじっていたフィギュアの事を思おもい描えがく瑞人。

　寿子に説明した通り……瑞人が今現在作っているフィギュアは『仕事』分である。

　明確に何い時つまで、と締しめきりがきられている訳ではないのだが、最終的に商品になる以上は、売り時というものがある。早めに仕上げておくに越した事は無いのだ。

　だが細かな造型――特にわずかに腰をねじった際の、横腹辺りの筋肉の流れが、どうにも納なつ得とくがいかなくて、この数日、修正を繰り返しているのである。

　これは経験上、良くないパターンだ。延々と修正を繰り返す無限ループに陥おちいる可能性が有った。大たい抵ていの人間には心底どうでも良いいような所を、造型師個人の満足感だけを理由に、修正し続けて終わらなくなってしまうのだ。

　こういう時は、少し頭を冷やすに限る。

　普通はそういう場合――フィギュア作りから離はなれて、別の事をする訳だが。

　瑞人の場合はその『気分転てん換かん』すらフィギュア造型なのが――何というか業ごうが深い感じであった。要するに『仕事』の分ではなく『趣味』の分のフィギュアもあるのだ。確かにここまで徹てつ底ていしていれば、妹に『キモオタ』と言われても仕方ないのかもしれない。

「放課後にあっちの方やるかな」

　鞄かばんの重みを意識しながらそんな事を呟く瑞人。

　実は彼の鞄の中にはいつも、最低限の造型道具一式が入っており――ここしばらくは、作りかけのフィギュア原型まで入っていた。仕事分ではなく純然たる趣味の分。小さなものな上に立像なので、細身の保護ケースに入れて鞄に突っ込んでおいても、さしたる問題は無い。

　そんな事をつらつら考えながら、通学路を歩いていると――

「…………」

　ふと自分が今居る場所に気付いて瑞人は足を止めた。

　いつもの通学路の、いつもの風景の――その中で。

　その建物も、だから瑞人にとっては全く目新しいものではない。

　誰にとってもそれは同じだろう。瑞人の家と同様、ごくごく普通の一いつ軒けん家やだ。同じ様な造りの家が三軒げんばかり並んでいる事を思えば、こちらも建て売り住宅なのだろう。尚なお更さらに目立つ様なものではない。

　しかし……

「……未だ良くならないのかな」

　家の玄げん関かんに付けられた『鹿か沼ぬま』の表札を眺めながら、瑞人は呟いた。

　この家が同級生の――鹿沼美み裕ゆ希きの家であると知ったのは、高校に入学してすぐの事である。

　クラスでも指折りの可愛らしい少女の家が、自分の通学路上に在る……思春期の少年はそれだけの事実ですら、想像の翼つばさを羽ばたかせて色々と胸が一いつ杯ぱいになっちゃうものだ。『人形ばっかり弄っていて、生身の女の子に興味がないのでは？』などと両親に心配されちゃう瑞人でも、『偶ぐう然ぜんばったり出会って一緒に登校』なんてベッタベタな妄もう想そうをした事もあったりする。

　だが勿論、そんな都合良く世の中は出来ていない。

　登校時刻にズレがあるのか、今まで一度も瑞人は美裕希がこの家から出てくる処と鉢はち合あわせした事は無いし――そんな偶然が有ったとしても、美裕希が瑞人と一緒に登校しよう、などと声を掛けてくる筈はずも無い。彼女にしてみれば瑞人はただのクラスメイトで、それ以上でもそれ以下でも無かろう。名前すら覚えて貰もらっていなくても、別に不思議ではなかった。

　ただ……

「もう一ヶか月げつになるよな……」

　美裕希はここしばらく学校を休んでいる。

　彼女と特に親しいという訳でもないので……その細かな理由は瑞人の処にまで聞こえてこない。ただ同級生達たちの間では、何かの病気ではないかと言われていた。穏おだやかでおっとりした印象の美裕希は、あまり登校拒きよ否ひだの、素行不良だのとは結び付きにくい様に思えるからだろう。

　瑞人が眺める限り、家の様子に変化は無い。

　多分、あの辺が美裕希の部屋なのだろう――という窓にはカーテンが掛かったままで、中を窺うかがう事も出来ない。かといってこれ以上どうにかして様子を窺えば、不ふ審しん者しやとして通報されかねない訳で……美裕希の事が心配でも、瑞人としては、毎朝足を止めて家を眺める位しか、出来る事は無かった。

　だから今日も彼はこの数日間と同様、溜め息をつき、歩き出そうとした。

　だが――

「……ん？」

　視界の端はしに見なれないものが過よぎった様な気がした。

　思わず瑞人は立ち止まる。

　毎日の登下校で飽きる程に見て来た風景だけに、異物が存在するとその違い和わ感かんが際きわ立だつのだ。

　それは……一人の小こ柄がらな少女だった。

　腕うで組ぐみをしながらじっと鹿沼家を見上げている。

　いや。普通ならその程度で異物感など漂ただよう筈も無い。むしろ瑞人と同様に美裕希の事を心配して様子を見に来た知り合いか――位に思って当然だろう。

　普通の格好をしていたならば。

（……なんだあれ？）

　少女が着ているのは学生服でもなければ普通の私服でもなかった。

　巫み女こ服なのだ。

　別に法で定められている訳でも何でも無いが、服の世界にもＴＰＯというか、その服には相応ふさわしい場というものが有る訳で。例えば白衣に聴ちよう診しん器きの医者が商店街の真ん中を歩いているとやっぱり目立つし、野戦服を着た兵隊が幼よう稚ち園えんの真ん中に立っていれば何事かと怪け訝げんに思う人間が殆ほとんどだろう。

　そういう意味で、住宅街の真ん中の巫女服というのはかなり場ば違ちがいだ。

　しかも――

（……コスプレ？）

　色がおかしい。

　普通は巫女服というと白い着物に紅あかい袴はかまと、紅白のものを想像する筈だろう。結けつ婚こん式しきやら何やら祝い事の席でもお馴な染じみの『おめでたい』組み合わせだ。

　だが……その少女の巫女服は違ちがっていた。

　紅い部分が黒い。それも物もの凄すごく――闇やみの様に黒い。

　白い部分は同じなのだが……それだけに印象が百八十度ひっくり返ってしまう感じだった。まるで葬そう式しきの垂れ幕である。しかも白黒のインパクトが大きくて気付きにくいが――よくよく見ていくと巫女服としては微び妙みようにデザインがおかしい。黒い飾かざり紐ひもが袖そで口ぐちに付いていたり、袴としては微妙に短くて膝ひざが見えていたり、でもって黒地に花柄のショールをその上から羽は織おっていたり――むしろアニメか何かでデフォルメされたかの様な、本物の神しん道とう関係者が見れば眉まゆを顰ひそめそうな仕立てなのだ。

　瑞人は勿論、神道関係者ではないが、以前、巫女さんのフィギュア原型を作った際に、一通り調べた事があるので、その奇き妙みようさに気付いたのである。

　しかもその黒髪には大輪の花が――おそらくは白牡丹だろう――を一つつけている。花そのものは綺麗で黒髪によく映えているが、全体的な格好のせいで、何処か、葬式の花輪のごとき不吉さを醸し出していた。

　まあそれはさておき。

（うーむ。なんか痛いな……）

　コスプレにも当然ＴＰＯというものがある訳で。

　イベント会場でもなければ日曜の秋葉原でもない、朝の住宅街でコスプレをしているのは、かなり問題が有るというか――痛々しいというか。衣装として徹底されていればされている程ほどに尚更、その傾けい向こうは強くなる。

（縫ぬいぐるみ？　いや……）

　その少女は三匹びきの動物を連れていた。

　左ひだり肩かたに乗っているのは鴉からす。

　右脇に侍はべっているのは猫ねこ。

　そして右みぎ腕うでに絡からみ付ついているのは……蛇へびだ。

　しかも、どれもこれもがこれまた黒い。とにかく闇を推おし固かためて作ったかの様に黒い。鴉は当然としても、猫と蛇までが同じ色なのである。

　何というか……物凄く不ふ吉きつな印象だった。

　全身で縁えん起ぎの悪さを主張しているような姿である。

　そんなだから――その少女が実はかなり可愛かわいらしい顔立ちをしているのだという事実に、瑞人は気付くのが遅おくれた。顔立ち以外の部分が衝しよう撃げき的てきに過ぎたのである。

「……んむむ」

　少女は何やら懊おう悩のうするかの様に眉を顰めていた。

　綺き麗れいな子である。しかめ面つら気味でもそれと判わかる程に。

　目鼻立ちは整っていて、歪ゆがみも偏かたよりも無い。全体的に丸みを残した幼い顔立ち――つまりは童顔だ。容姿を褒ほめる場合には『綺麗』というよりは『可愛い』と言うべきだろう。

　なのに……何な故ぜかそこに、子供っぽいあどけなさが感じられない。

　顔立ちそのものは愛らしいのに、やたらとキツい印象を受ける。

　あるいはそれは、やや吊り気味の――常に何かを睨にらみ付つけているかの様な眼のせいなのかもしれない。

　癖の無い髪かみは長く光を吸い込む様な黒さ、肌はだはまるで雪の如く冷たさを感じる程の白さ、それらが前述の白黒巫女服と組み合わさって、余計に重苦しい雰ふん囲い気きが醸かもし出だされている。

「なんなんだ、あれ……」

　正直……怪あやしいことこの上ない。

　同級生の部屋の窓を毎朝、毎夕、通学で通り掛かる際に眺めている瑞人に言えた事ではないかもしれないが。

「…………」

　怪しい少女は瑞人の存在に気付いていないのか、美裕希の家を眺め、何かを考えるように首を捻ひねっている。時折動物達に話しかけているような気がしたが――まあさすがにこれは気のせいだろう。
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　……登校時間には未まだ余よ裕ゆうがある。

　瑞人は、電柱の陰かげに隠かくれながら、この奇妙な少女の姿を更さらに観察する事にした。

　迂う闊かつに横を通り過ぎると、何か因いん縁ねんを付けられそうな気がしたからだ。まあ考えすぎなのだろうが。

「…………」

　怪かい少しよう女じよは三匹の不吉なお供を連れて歩き出す。

　だが何ど処こかに立ち去るといった感じではなく、鹿沼邸ていの周りで行ったり来たりを繰くり返かえしていた。まるで何かを探しているかの様に。

「んむむ？」

　首を傾げる怪少女。

　広い袖口に手を突っ込んでごそごそと何かを漁あさりながら更に歩く。

　そして――

「……んむ」

　すぱっと取り出したのは――何故か、数じゆ珠ず。

（いやそれは仏教徒の道具だろ!?）

　と心の底で思わず突っ込む瑞人。

　まあ着ている巫女服も神道関係者が見たら思いっきり駄だ目め出だししそうな代しろ物ものなので、元々いい加減なものなのかもしれないが。ファッションで数珠や十じゆう字じ架かを身に付ける者も最近は多い。

「いやいや」

　首を振ふりながらこれを袖そでの中に戻もどし――またごそごそ。

　でもってもう一度何かを引っ張り出した。

（……って、なんだ!?）

　巫女がどうしてとか、宗派がどうの、という以前に、どうしてトンカチなんかを持ち歩いているのだろうか、あの少女は。まあこれも造型用の工具を持ち歩いている瑞人に言えた義理ではないのだがそれはさておき。

「……違った」

　また大工道具を袖の中に仕し舞まって、ごそごそ。

　やがてようやく目当てのものを引き当てたのか――一体あの袖の中がどうなっているのか激しく謎なぞだ――少女は、札束の様に、細い帯紙で束ねられた紙し片へんを取り出した。

「んー……」

　その紙片の束をめくって確かく認にんしつつ少女は歩く。

　だがやはり鹿沼家に用が有るのか、その前を行ったり来たりして、時折、抜ぬき取とった紙片を地面に敷しいたり、壁かべに貼はったりしている。糊のりでも最初から付いていたのか、それらはぺったりと貼り付いたまま動かない。

　一体あれは何をしているのか。

　悪いた戯ずらとしても意味不明だが――

（万一って事もあるしな）

　そう自分に言い訳しながら、瑞人は携帯のカメラを構えた。

　元々画素数が高くて画質の良い写真が撮とれるから、と選んだ機種である。普ふ段だんはフィギュア作りの参考資料集めや、出来上がった作品の記録に使っているのだが――今は、何か事が起きた際の証しよう拠こ写真としても使えるかもしれない、と考えたのである。

　まあ……それ以前にこの怪少女の奇妙さに興味を惹ひかれたというのもあるのだが。

　珍めずらしい被ひ写しや体たいなのは間ま違ちがい無ない。

　電信柱の陰から携帯を持つ手を伸のばし、当てずっぽうでレンズを向けてシャッターボタンを押す瑞人。立て続けに数枚を撮ってから、彼かれはポケットにこれを入れて、何食わぬ顔で歩き出そうとして――

「――！」

　いつの間にかこちらに向けて歩いてきていた、怪しい少女と眼めがあった。

「………」

「………」

　写真を撮っているのを悟さとられただろうか？

　瑞人の背中に冷ひや汗あせが一筋、滑すべり落おちる。格好が格好だけにいきなり何をしてもおかしくない様な不気味さが、この少女にはあった。

　だが――

「………んむ？」

　怪少女は眉を顰めて瑞人を眺めつつも、何をするでも、何を言うでもなく、そのまま彼の横を通り過ぎる。やがて彼女はそのまま道を回って、瑞人の視界から姿を消した。

（……助かった）

　何がどう助かったのかはよく分からないのだが。

　とりあえず長々と安あん堵どの溜め息をつくと……瑞人は、逃にげる様にして学校に向かった。
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　五限目の授業程ほどに眠ねむ気けを覚える時は無い。

　昼食を済ませた後の満腹感と、一限目から蓄ちく積せきした疲ひ労ろうが、良い具合に瞼まぶたを重くしてくれるからだ。更にその授業の担当が、年寄りの漢文教師となれば尚更である。ナクンバだのベカラザルナリだのイフベケンヤだの――瑞人に言わせると眠ねむりの呪じゆ文もんだ。

　教師の方も生徒にやる気が無いのは分かっているのか、机に突つっ伏ぷして寝ねていようが、壁みたいに立てたノートの陰で漫まん画がを読んでいようが、いちいち目くじらを立てたりはしない。もごもごと口の中で適当に何か喋しやべっているだけだった。

「…………」

　そんな緩ゆるみきった午後の空気の中。

　瑞人は机に頬ほお杖づえをつき、ぼんやりと黒板を見つめていた。

　ちなみに彼の席は教室の窓まど際ぎわで後ろから二列目。漢文教師のくぐもった声は聞き取りづらく……代わりに後ろの席に座すわっている女生徒達たちの会話は実によく耳に入ってくるという微妙な位置ポジシヨンであった。

「……らしいよー」

「へえ……」

　少女達の声を適当に聞き流しつつ――窓から差し込む午後の日差しに温められながら、瑞人は両りよう腕うでを重ねて机の上に置く。そろそろ睡すい魔まに抵てい抗こうするのも限界だ。自分の腕うでを枕まくらに居眠りをしようと――

「そういえば、鹿沼さんってもう随ずい分ぶん長いこと休んでるね」

「…………」

　倒たおれる様にして居い眠ねむり体勢に入りかけていた瑞人は……その一言で動きを止めた。

　鹿沼といえば、この学年には一人しか居ない。

「まあ元々、体弱かったらしいしね」

「そうなんだ」

「だってダブりでしょ？」

「え、そうなの？」

「…………」

　反射的に瑞人は、女生徒の会話に聞き耳を立てていた。

　だが――

「確か休学してたこともあったとか聞いたけど」

「ふーん……あ、それ何？」

「えへへ、新しいの買ったんだー」

　女生徒らの興味はすぐに別のものへ移ってしまい――すぐに美裕希の話題は終わっていた。毎日の様に彼かの女じよ等らの雑談を背中で聞いている瑞人にとっては、ころころ変わる話題も別に珍しい事ではなかったが――

（そっか……知らなかったな）

　確かに美裕希は他ほかの女生徒に比べるとおっとりしているというか――あまり浮うわついた処ところが無くて、大人っぽい雰囲気が有った。のんびり屋のお姉さんというか。他の女生徒達と喋っていても、大声を出さず静かに相あい槌づちを打って笑っている様な。

（……そういえば……）

　改めてじわじわと沸わき上あがってくる眠気を感じながら瑞人は考える。

（あの子……）

　美裕希の家の前に立っていた――白黒巫女服の少女。

　あれは一体何者だったのか。

　御お札ふだの様な紙束を、地面や鹿沼邸の壁にぺたぺたと貼っていたけれども、あれは一体何をしていたのか。葬式的な配色の巫女服、黒くろ猫ねこ、黒蛇、それに鴉。思い返せば返す程に、少女がひどく不吉な存在に――まるで死に神の様にも思えてくる。

　もしかして美裕希が学校へ来ないのは、あの少女が原因か？

（……んな訳ないよな）

　微び苦く笑しようを浮うかべる瑞人。

　考えすぎだ。

　あれはきっとただのコスプレ好きの――

「…………」

　視界の端を黒いものが過ぎる。

　反射的に眼でそれを追った瑞人は、そこに一羽わの鴉を見た。

　校庭に植えられた樹きの枝に停とまって、じっとこちらを見つめている――様に見える。

（あの子の連れていた鴉？）

　咄とつ嗟さにそう考えてまた苦く笑しようする瑞人。

　それこそ考えすぎだ。鴉なんて何ど処こにでも居る。

「…………」

　今度こそ迫せまり来くる睡魔に負けて……瑞人は机の上に突っ伏していた。
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　鹿沼美裕希という少女を一言で説明しろと言われれば――瑞人は『おっとりした癒いやし系けいのお姉さんキャラ』と答えるだろう。

　瑞人はついついフィギュアを作る関係で、他人をまず、そういうキャラ類型で分類し把は握あくする癖くせが付いてしまっている。

　大たい抵ていのフィギュアは、先に元となる創作物が在って、その中での設定が付ふ随ずいする。そしてこれを理解していないと、いい造形物は作れないのだ。キャラクターというものには、各おの々おの、魅み力りよく的てきに輝かがやく瞬しゆん間かんというのが有って――フィギュアとはまさに、その一いつ瞬しゆんを切り取って形にするものだからである。

　恥はずかしげに微ほほ笑えむ瞬間が一番魅力的なキャラクラーも居れば、怒いかりの形相で地じ団だん駄だを踏ふんでいる様子が一番可愛く見えるキャラクターも居る。ただ形を似せれば良いという訳ではなく、一瞬の『形』の中にそのキャラクターの本質、キャラクターの内面を表現してこそのフィギュアだと瑞人は想おもう。

　いや。これはむしろ造形物全ぜん般ぱんに共通する事だろう。

　それはさておき――

「――あれ？」

　黄たそ昏がれ色いろに染まる教室。

　あれは――一学期最後の日だった。

　誰だれもが明日から始まる夏休みに気持ちが行って、終業の鐘かねと同時にそそくさと教室を出て行った。たまたま机の中のものを整理していた瑞人だけが教室に残っていたのだ。

　そこに鹿沼美裕希が戻ってきた。

「富士宮くん……未だ残ってたの？」

　美裕希はそう言って首を傾かしげた。

　その仕草がまたのんびりとしていて――見ている方は焦あせりや憤いきどおりが彼かの女じよを見ているだけで溶とけていく様な感じなのだ。まさしく癒し系だ。

　髪は、女の子としては少し短め――襟えりに先が付くか付かないか、といった長さなのだが、髪かみ質しつが柔やわらかいのか、ふんわりした印象が有って彼女によく似合っている。

「あ……ああ」

　瑞人はちょっと驚おどろきながら頷うなずいた。

　美裕希は物もの腰ごしの柔らかさと、そして面めん倒どう見みの良さから、学内でも屈くつ指しの人気者である。

　更にちょっと地味目ではあるが、大きなぱっちりした眼の優やさしさと、すらっとしたその体たい躯く――しかも出る処はしっかり出ていて、引っ込む処はきちんと引っ込んでいる――から、男子には特に信しん奉ぽう者しやが多い。

　動物に喩たとえればゴールデンレトリーバーの様な大型犬。

　やはり、おっとりのんびりしている姿が一番よく似合う。密ひそかに『鹿沼さんと一いつ緒しよに日ひ向なたぼっこしたい。できれば膝ひざ枕まくらで』などと言う男子生徒も居る位だ。

　そんな美裕希であるから、クラスの目立たない一男子生徒の顔と名前など――瑞人の事である――覚えているとは思ってもみなかったのだ。

「色々、その」

　手元を隠す様にして瑞人は頷いた。

「机の中に置いたままになってるから」

　実はこれがまた、デザインナイフとかスパチュラとか――予備の造型道具だったりするので、あまり見られたくないのである。

　瑞人の趣しゆ味みが造型というのは、学校では、ごく一部の生徒しか知らない。

　中学生の頃ころに堂々と少女のフィギュアを作っていたら……散々『変態』だの何だのと同級生からからかわれたり、『等身大のエロいフィギュア作って寄よ越こせ』と不良連中に絡まれたりと、面めん倒どうな事が多かったのだ。この為ため、高校に入ってからは、自分の趣味をあまり他人に知られないように、と気を遣っている瑞人であった。

「鹿沼さんこそ、どうしたの？」
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「私？　私は……忘れ物」

　てへーと恥ずかしそうに笑いながら、美裕希は教室の後ろのロッカーに歩み寄ると、その中から体操服の入った袋ふくろを取り出した。どうやらそれが忘れ物であるらしい。まあ世の中には女子高生の体操服に大枚をはたく人間も居るらしいので、長い休みに学校に置きっぱなし、というのは確かによろしくないだろう。

　そして……

「あれ？　なにそれ？」

「――あ」

　また美裕希が首を傾げて瑞人の手元を覗のぞき込こむ。

　丁度、その指にはスパチュラが引っかかっていた。

　スパチュラといえば単語の意味としては『ヘラ』なので、料理に使うものから、ペインティングナイフと呼ばれる油絵用のものまで含ふくむが――瑞人が持っていたのは、歯科技工士が使う様な、銀色の、小型のものだった。細かな造型にはこれが重宝するのである。

　だが普ふ通つうの高校生は、こんなものを机の中に入れたりはすまい。

「歯医者さんの道具？」

「あ……いや。これは」

　瑞人は束つかの間ま――どう答えたものかと悩なやんだ。

　だが迂闊な誤ご魔ま化かしは、むしろ無意味な噂うわさを広げかねない。そして噂に尾おひれがつくと余計に面倒だ。瑞人は溜ため息いきを一つ吐ついて正直に説明する事にした。

「模型とか……人形とか、細かな造形物を作る時に使うんだよ。こう……粘ねん土どみたいなのを盛りつけたり、逆に小さな溝みぞを掘ほったりとか……」

「人形？　富士宮くん、人形とか作るの？」

　眼を丸くして美裕希が尋たずねてくる。

「うん。まあ……そういう、実益を兼かねた趣味で、さ」

「そうなんだ。凄すごいね」

「……凄い？」

　少し予想外の感想が返ってきたので、思わず問い返す瑞人。

　美裕希は大きく頷いて言った。

「私ね。指先とかすごく不器用で……」

　はにかみの笑えみを浮かべながら、そんな事を言う美裕希。

　まあ言われてみれば、彼女には、あまり細々したものを作っている様な印象イメージはない。大おお雑ざつ把ぱに見えるという訳ではなく――何か、背中を丸め、根を詰つめて、指先の作業に集中している様な姿が想像しにくいのだ。

「お料理とかも、包丁で細工物とかあるでしょう？　あれがすっごく苦手」

「細工物って――」

「林りん檎ごをウサギさんにしたりとか、ウインナーをタコさんカニさんにしたりとか」

「ああ……なるほど、ね」

　瑞人は苦笑して頷いた。

　どうやら美裕希の不器用さは想像以上であったらしい。

　まあ彼女の場合はそんな処も微笑ましい。優しくて美人でスタイル良くて成績も優ゆう秀しゆうでおまけに器用だったりした日には、完かん璧ぺきすぎて近寄る事すら気まずい位だ。

「だから工作とか出来る人、尊敬するな」

「工作――まあ工作か」

　造型趣味でない人間から見れば、フィギュア作りも『工作』の括くくりに入ってしまうのだろう。瑞人などは工作と言われるとむしろ、小学生がトイレットペーパーの芯しんとかペットボトル、画用紙とかで作る夏休みの課題、の様なものを思い浮かべてしまうが。

　いずれにせよ美裕希の様な美少女に『尊敬する』なんて言われると、ちょっと嬉うれしい。

　何しろ、家では妹の寿子にキモオタ扱あつかいされている瑞人である。変な先入観を持って決めつけてこないだけでも有あり難がたかった。まあ小こ遣づかい稼かせぎに瑞人が作っている美少女フィギュアには際きわどいものも多いので、そういう現物を見るとまた、美裕希の評価も変わってしまうかもしれないのだが。

「ひょっとして、富士宮君も、やっぱり思い通りに出来なかったりしたら、『違ちがーう！』とか言って壊こわしたり、するの？」

「それは陶とう芸げい家か」

　苦笑して言う瑞人。

　まあ造型でもスカルピーの様な『焼いて固める』タイプの素材も有るには有るが。だからといってフィギュア作りは陶とう芸げいの様な一発勝負ではない。何度も何度も手て間ま暇ひまをかけて理想に近づけるべく修正していくものだ。

「そうなんだ。良かった」

　何かほっとした様な表情で美裕希は笑う。

「良かった？」

「うん。人形作ってるんでしょ？」

「まあそうだけど」

「出来が悪いからって、壊されたら……可か哀わい想そうだもの」

　女の子らしい――というより実に美裕希らしい意見だった。

「形が似ているものには、魂たましいが宿るって言うでしょ？」

「ああ……そんな話はあるね」

　瑞人は頷いた。

　真ま面じ目めに造型をやっていると、仏像の様な宗教色の強い造形物関連の話も、自然と見る事になる。長い歴史を持っているだけに、そこには学ぶべきモノが多いからだ。

　そして『仏作って魂入れず』の言葉もある様に、そうした造形物には『魂を込める』という発想があると同時に、『形の似たものには自然と魂が宿る事がある』という考え方もある。

「富士宮くんはどんな人形作るの？」

「どんなって……まあ、鎧よろい騎き士しとか、ロボットとかのフィギュアも作るけど……その、女の子の人形も、多いかな……」

　照てれ隠かくしに頬ほおを掻かきながら瑞人は言う。

「漫画とかアニメのキャラクターみたいな？」

「そういうのも作るし、写実的な――リアルなのも作るよ」

　前者は主に仕事、後者は主に趣味、だが。

　勿もち論ろん――瑞人の場合は厳密にそれらを分けているのではなく、デフォルメの効いたフィギュアを趣味で作る事もあるのだが。

「そうなんだ。じゃあ私の人形とかも作って貰もらえたりする？」

「……え？」

　さすがにこの発言には少し瑞人も驚いた。

　自分からフィギュアのモデルになりたい、という女の子を初めて見たからだ。

　何となくだが、普通の女の子はフィギュアのモデルになるのを嫌いやがる様な印象があった。あるいは散々、妹の寿子にキモオタキモオタ言われてきたせいで、勝手にそう思い込んでいただけかもしれないが。

「つ……作れない事はないけど……」

「肖しよう像ぞう画がってあるでしょう？　あれの人形版っていうか」

「あ――ああ」

　瑞人は納なつ得とくして頷いた。

「なるほどね」

「写真でも、肖像画でもいいけど……人形の方が、色々な角度から見る事が出来るから、いいかなって」

　少し遠い眼をして美裕希は言った。

「より『私』が遺のこせるかなって」

「……え？」

「あ。ごめんなさい。なんでもない」

　恥ずかしそうに笑って美裕希は言う。

　丁度その時――『早く帰れ』とばかりに鐘が鳴る。

「じゃあ、富士宮くん、また――二学期」

「ああ。また、夏休み後に」

　頷いて瑞人はぱたぱたと走っていく美裕希の後ろ姿を見送る。

　恐おそらくこれが――瑞人の中で、美裕希の存在が他の女生徒と明確に区別される様になった、最初の出来事であった。
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　六限目が終わって――放課後。

　瑞人は美術室にいた。

　放課後の美術室と美術準備室は、美術部の部室になる。

　だが美術部は殆ほとんどが幽ゆう霊れい部員で……今も室内には瑞人の姿しかない。

　お陰かげで気き兼がねなくフィギュアの原型制作をする事が出来るのだ。家に帰ってする方がはかどる事も多いのだが――たまには気分を変えるのも良いと、しばしば瑞人はこの美術室を放課後に利用する。

「んー……」

　作業開始からおよそ半時間。趣味の方のフィギュアに一通り手を入れてから――一息吐つこうと瑞人は道具を置いて、大きく身体からだを伸ばした。

　部屋の空気が澱よどまぬ様にと、微かすかに開けている窓の外から、運動部員のものらしい掛かけ声ごえが聞こえてくる。今日もいつも通りの平和な放課後だ。

　ふと瑞人は携けい帯たいを取り出して、内蔵メモリから画像を呼よび出だした。

　携帯のカメラで撮った写真である――鹿沼美裕希の。

　悪いとは思ったが、本人に許可を得ないで撮った。

　出来れば彼女をおどかしたかったのだ――いきなり完成したフィギュアを見せる事で。

　そう。瑞人が趣味で作っている方のフィギュアは、今も微び修しゆう正せいを繰り返していたそれは、鹿沼美裕希をモデルにしたものだ。写真はその為の資料である。

「はあ……」

　無意識に瑞人の口から、溜め息が漏もれた。

　実際には――このフィギュアが完成したとしても、美裕希本人に渡わたせるかどうかの自信はない。美裕希の方は多分、話の流れで適当に言っただけで、本気で自分の像を作って欲ほしかった訳ではないと思うからだ。そこに勝手に彼女を模したフィギュアを作って持っていけば、むしろ気味悪がられるかもしれない――その程度の事は瑞人も弁わきまえていた。

　そんな事を瑞人が考えていると……

「あれ？　富士宮君来てたんだ」

「――ッ！」

　いきなり背後から掛けられた声に――慌あわてて瑞人は携帯を操作して画面を待ち受けに切きり替かえた。まさか美術準備室の方から人が来るとは思っていなかったのである。

「え……遠えん藤どう先せん輩ぱい……！」

「はいな。先せん輩ぱいですよー」

　にこにこと笑いながら瑞人に近付いてくるのは、上級生の少女だった。

　眼鏡を掛けて髪かみを三つ編みにしたその姿は、まるで旧世紀の文学少女様だが――実際には、彼女が嗜たしなんでいるのは芸術の方である。水すい彩さい画がが主だが、たまに油絵や彫ちよう刻こくに手を出しているのも見かける。『基本的に雑食なのよ』とは彼女自身の弁だ。

　美術部の部長――遠藤遥はる香か。

　外見は地味で清せい楚そな感じだが、中身はちょっと違う。

「おー。それってば新作？」

　彼女は目め敏ざとく机の上のフィギュアを見つけて問うてきた。

　携帯電話はともかく、こちらまでは瑞人も咄嗟に隠かくせなかったのである。

「あ――まあ。はい」

　曖あい昧まいに頷く瑞人。

　しげしげと遥香は机の上に放置されたままの――作りかけのフィギュアを眺ながめる。顎あごに手を添そえて何度も頷きながら、角度を変えて更さらに眺める。まるで評論家か、あるいは骨こつ董とうの品定めをする古物商の様である。

「うーん。いい仕事してますなぁ」

「そ、そうですか？」

「富士宮君」

　きらりと眼鏡を光らせながら遥香は言った。

「やはり君は美術部に入るべきね！」

「お断りします」

「えー。なんでー」

　わざわざしゃがんで、机の端はしにぶら下がる様にして――まるで猫ねこの子みたいである――上うわ目め遣づかいに瑞人を見上げつつ遥香は言った。

「いいじゃんよー。入部してよー。実績出来たら部費も増えるしー」

「実績は自分で積んでくださいよ」

　苦笑する瑞人。

「美術室使わせてあげてんのにぃ」

「それは有あり難がたいんですけどね」

　実を言えばこうした勧かん誘ゆうと拒きよ否ひのやり取りは今回が初めてではない。

　というより顔を合わせれば毎回やっている。だもので――瑞人も遠えん慮りよ会え釈しやく無く断れるのである。最近は遥香もあまり本気で誘さそっている訳ではないような気がする。

　ちなみに瑞人が美術部の入部を拒こばんでいるのは、『仕事』が有るからだ。

　部の規則として――というよりも校則としてアルバイトは原則禁止なのである。

　学校側の許可を得れば出来ない事も無いが、さすがに美少女フィギュアの原型師、なんてアルバイトは許可が下りるとは思えない。際どい作品も多いからだ。でもって万が一にも学校に隠れてやっているこの『仕事』がばれれば、美術部部長の遥香にも迷めい惑わくがかかるのは必至だった。
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「コンクールとか出たら良い所まで行くと思うんだけどなぁ」

　と遥香はフィギュアを眺めながら言う。

　上級生であるせいか、幸い彼女は、それが美裕希をモデルにしたものだとは気付いていないらしい。

「俺おれのやりたいのはそっち方面じゃないっつーか」

「それも聞いたけどねー」

　芸術性がどうの、高こう尚しようさがどうの、という堅かた苦くるしい話は苦手だ。

「すみません」

「……しょうがないなぁ」

　すっくと立ち上がって苦笑する遥香。

「まあ気が向いたらいつでも入部してね。アタシ――待ってる」

　祈いのる乙女おとめの様なポーズで告げてくる遥香に、瑞人は苦笑して言った。

「無む駄だですって」

「ああん」

「実績なら自分で積んでくださいよ」

「駄だ目めだよー。アタシって器き用よう貧びん乏ぼうだもーん」

　そう言いつつも――遥香は壁かべ際ぎわの方に歩いて行って、そこに置かれていた大きなキャンバスから保護用の布を取とり払はらった。そこには彼女が描えがいている途と中ちゆうの油絵が在った。

　風景画だ。何ど処こかの湖こ畔はんを描いたものらしい。

　繊せん細さいな筆ひつ致ちは、瑞人の眼めから見れば見事と言う他ほか無いのだが――遥香本人に言わせると『正確なだけで面おも白しろみが無い』らしい。言わんとする処は分かるが、絵そのものは専門外の瑞人には、厳密な善よし悪あしは分からなかった。

「ま……結局、お互たがい出来る事をやるだけよねー」

「そうですね」

　苦笑して頷く瑞人。

　それからも適当な会話を交かわしつつ――二人は、それぞれの作品を前に作業を再開した。
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　少女は――開かれた窓から手を伸のばした。

　小こ柄がらな体躯で、黄昏色の空へと向けて、精せい一いつ杯ぱい背せ伸のびをするかの様な仕草である。

　傍はた目めに見ていれば実に可愛かわいらしい。小鳥でもとまれば誰もが微笑みを誘われる様な絵になる事だろう。

　だが――実際に少女の掌てのひらの上に降り立ったのは、見るからに不ふ吉きつそうな黒い翼つばさだ。

　鴉からすである。

「……んむ。御ご苦く労ろう」

　そう労ねぎらいの言葉を掛けながら少女は鴉ごと右手を室内に引ひき戻もどして、窓を閉めた。

　そこは――典型的とも言うべき『女の子の部屋』だった。

　よく片付けられている室内に、点々と可愛らしい小物が置かれている。小さな縫ぬいぐるみであったり、フォトスタンドであったり、ポプリであったり。部屋の基本色はナチュラル・ウッドだが、そこかしこに、パステル・カラーの品が散在していた。

　そんな中では全身モノトーンのその少女は完全に異物である。

　此こ処こが彼女の部屋でないのは一見して明らかだ。




　――かあ。




　何かを告げるかの様に鴉が一声鳴く。

　白黒巫み女こ服を着たその少女は、鴉の背中を掌で一撫なでしてから頷いた。

「やはり……」

　音も無く少女の足あし下もとに黒くろ猫ねこが寄より添そい、するりと髪の中から生まれたかの様に黒くろ蛇へびが顔をのぞかせる。三匹びきの黒い生き物を身近に侍はべらせて、束の間――少女は思案の表情を浮うかべた。

「確かく認にんが必要やね」

　にっと少女が笑う。

　その際に唇くちびるの間からまるで獣けものの様な――というか吸きゆう血けつ鬼きを連想しそうな、八や重え歯ばが見える。元々、人形の様に怜れい悧りに整った容姿であるだけに、その部分だけが急に生々しく見えて、少女の容姿を何ど処こか捉とらえ所どころの無いものに見せていた。

　そして――
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　茜あかね色いろに街全体が染まり、長い長い影かげが路面に刻まれる。

　昼と夜の境目――俗ぞくに言う逢おう魔まが時とき。

　キリの良いいところで作業を終わらせた瑞人は、通い慣れた道を一人歩いていた。

　朝の登校路を逆に辿たどるだけの道程である。一緒に美術室を出た遥香に『帰りにマックでも寄る？』と誘われたが、今日は丁てい寧ねいに辞退してきた。特に理由が有った訳でもないのだが――何か今日は気乗りがしなかったのだ。

　朝から、『不吉』が服を着て歩いている様な少女を見たせいかもしれない。

　そういえばあの少女は結局――どうしたのだろうか？

　丁度、鹿沼家の側そばに差さし掛かかった瑞人はそんな事を考える。

　結局……今日も美裕希は学校へ来なかった。

　不吉な雰ふん囲い気きの少女を見たせいか、あるいは女生徒達たちの『身体からだが弱かった』あるいは『ダブり』だのといった言葉を聞いたせいか、もう美裕希が二度と学校に来ないのではないか――そんな嫌な懸け念ねんが頭の片かた隅すみで蠢うごめいている。

「…………」

　瑞人は溜め息を吐はき出だした。

　気にはなるが、瑞人はただの同級生だ。

　いきなり訪ねていって『どうしたんですか？』とは聞けない。そもそもどうして彼女が休んでいるのかも知られてはいないので、『お見み舞まいに来ました』というのも不自然だろうし……会わせて貰えるとも限らない。

　漠ばく然ぜんとした不安と焦しよう燥そうだけが募つのっていく。

　だがこれといって瑞人に出来る事は無い。

　今日も溜め息をついて、そのまま家に向かおうとした――その時。

「そこの――君ッ！」

　本当にそれは……何の前まえ触ぶれも無く。

　いきなり勢いよく開いた鹿沼家の玄げん関かんから、そんな声が飛び出してきた。

「――え？」

　思わず右を見て、左を見て、念ねんの為ためにと後ろも見て。

　辺りには自分以外に誰も居ないという事実を確認してから――つまり『そこの君』というのが自分以外に有り得ない事を確認してから、瑞人は視線を正面、即すなわち鹿沼家の玄関の方へと戻した。

　そこには……

「――あ」

　思わず眼を丸くして瑞人は立たち竦すくんだ。

　鹿沼家から出てきたのは、あの、白黒巫女服の怪あやしい少女だったからである。

「君や君――君！」

　そう連呼しながら怪かい少しよう女じよは真まっ直すぐ瑞人を指差して近付いてくる。

　何だかヤバイような気がして思わず腰こしが引けちゃう瑞人だったが、驚おどろきの余りに素す早ばやく行動に移れない。結局、逃にげ出だす機を捉とらえられないまま、彼かれは少女が眼の前にやってきて、鼻先に人差し指を突つき付つけてくるまで、一歩も身動き出来なかった。

「――そう君！」

　駄だ目め押おしの様に少女は言った。

　大きいが黒目の小さい、何ど処こか猫ねこ科かの獣を想おもわせる眼が瑞人をじっと見み据すえている。

　もう逃がさへんで？　――とでも言う様に。

「は……はぁ」

　瑞人は、間ま抜ぬけだと思いつつもそう応じるしかない。

　そして――

「ちょっとこっち来ぃや」

　少女はいきなり瑞人の腕うでに自身の両りよう腕うでを絡からませてくる。

　小柄なのでまるで瑞人の腕に全身でしがみついているかの様だが――どうやら瑞人を鹿沼家の中に連れ込みたいらしい。ぐいぐいと体重を掛けて引っ張ってくる。

「あっ……ちょっ……なに!?」

「いいから来る！　きりきり歩くッ！」

　少女がそう叫さけぶと同時に――ずこんと後頭部に衝しよう撃げき。

「痛っ!?」

　振ふり返かえると鴉が瑞人の襟えり元もとにしがみついて、キツツキの様に嘴くちばしを振り上げていた。

　いやそればかりか。ぐいぐいと後ろからも向こうずねの辺りを押おされるので何かと思ったら、黒蛇と黒猫が瑞人に身体全体で当たってくる。

　まるでこの三匹が『いいから行けよ』と言っているみたいで。

「ちょ……な、なんだ、やめ……!?」

　訳がわからない。

　前門の怪しい少女に、後門の怪しい生物いきもの。

　混乱のままに瑞人は引かれ、押され、あれよあれよという間に鹿沼邸ていの中へと連れ込まれていた。『さすがにこれじゃ不法侵しん入にゆうにはあたらない、よね？』などと頭の片隅で考えつつ途と方ほうに暮れる瑞人の背後で――がちゃりと鍵かぎの閉まる音。

「――え？」

　背後は確か鴉と猫と蛇しか居ない筈はずでは。

　慌てて振り返ると、あろう事か、ドアノブに巻き付いた蛇が鍵を掛けていた。

「……マジ？」

　そんな馬ば鹿かな、なんだこれ!?

　思わずそう叫びそうになった瑞人に――

「出して」

　掌を差し出して少女が言った。

「え？　あ、なに、カツアゲ？」

「別にそんなもん食べたないわ」

　思わずそれカラアゲ、と突っ込みたくなる天然なボケを言う少女。

「何が目的か知れへんけど。余計な事されたら困るねん」

「え？　え？　え？」

「出して。多分その鞄かばんの中やろ？」

「な、なんなんだよ!?」

　いきなりの事に、どう対処していいのか分からず……とりあえず瑞人は少女に向かってそう叫ぶ。出せと言われても何を出せば良いのかよく分からない。カツアゲでないとしたらポケットの財さい布ふではなく、少女の言う様に鞄の中の品という事になる訳だが、特別なものは何も――

（――ってまさか）

　美裕希のフィギュア。

　鞄の中の品で一番特別と言えば、それなのだが。

　しかしこの白黒少女がアレの存在を知っている筈が無い。遥香を含ふくめ、瑞人がアレを作っていると知っているのは、五人と居ない筈だ。そして多分――その誰だれともこの少女は繋つながらない。

「あーもー。ちんたらやってる場合やないねん！」

　そう言うや否いなや、少女はいきなり瑞人から鞄を奪うばい去さった。

「あ、こら、やめ――」

「…………」

　止める間もあればこそ。

　少女は鞄を開いて逆さにし、その中身をぶちまけていた。さすがに玄関の三た和た土きの部分にではなく、一段上がった床ゆか部分にだったが――それを配はい慮りよと感謝する様な気には瑞人はなれなかった。

「なにすんだよ！」

「んーむ？」

　靴くつも脱ぬがずに――というか改めて見れば履はいているのは足た袋びに草ぞう履りの組み合わせだ――少女はぶちまけた鞄の中身をしゃがみ込んで検分する。

　その時――

「三さん途ず川がわさん？　あの、何か……」

　不意に廊ろう下かの奥おくから女性の声がした。

　声につられて瑞人は振り返り――そして硬こう直ちよくした。

　怪け訝げんそうな表情を浮かべて一人の女性が立っている。ひと目で美裕希の母親だと分かった。目め許もとや口くち許もとが美裕希とよく似ている美人なのだ。いや――この場合は美裕希がこちらの女性に似ているというべきか。穏おだやかな印象の中年婦人で、美裕希が歳としをとればこんな風になるのではないか――という想像そのまんまである。

「……どなた？」

　女性は少し首を傾かしげて尋たずねてくる。

　その仕草も確かに美裕希によく似ていた。

「いや……あの……」

　瑞人は言葉に詰まった。

　これが全く関係の無い――何ど処この誰とも知らない相手の家ならばともかく、毎朝毎夕に前を通り、足を止めて眺めていた同級生の家となると、少し微び妙みようだ。学校の制服は着たままだし――ただ『この変な少女に無む理り矢や理り連れ込まれました』と言っても信じて貰えるかどうか。ストーカーと誤解される可能性だってある。

「あ――お、俺、もとい、僕ぼくは」

　慌てて瑞人は言った。

　もうこうなったら、下手な隠し立てはせずに自分から素す性じようを告げた方が変な勘かん繰ぐりはされずに済むだろう。

「鹿沼さんとは同じクラスの……その……鹿沼さんが、お、お、お嬢じようさん、が、心配で、お、お見舞い……に」

　未いまだ美裕希が病気と決まった訳ではないのだが……とりあえず『見舞い』というのが一番無難な線だろう。

「でもいきなりはまずいかなって思って、どうしようか家の前で迷っていたら、その、この人に無理矢理……此処まで連れ込まれちゃって」

　と言って瑞人は白黒巫女服の少女を指差す。

　でもって肝かん心じんのその怪しい少女はというと――

「――これやな」

　とぶちまけられた中身の中から白く細長い箱を掴つかみだした。

「それは……！」

　やはり――というか何というか――美裕希のフィギュアである。

　当たり前だが作りかけの人形をそのまま持ち歩く訳にはいかないので、樹じゆ脂し製せいの箱に丸めたティッシュを詰めて緩かん衝しよう材ざいにした状態で鞄の中に入れているのだ。箱は不ふ透とう明めいなので、とりあえず中身は見えないのだが――

「やめろよ！」

　当然の様に箱を開けようとしていた白黒巫女服の少女から、瑞人は素早くこれを取り上げた。未だ色も塗ぬっていない代しろ物ものだが、写実性の高い感じで作っているので、美裕希の母親がこれを見れば、自分の娘むすめがモデルだと気付く可能性がある。

　別に裸ら体たいのフィギュアという訳でもないので、やましいものではないが……やはりこういうものを相手の親に見られるのは、物もの凄すごく恥はずかしい。人によっては、それこそ自分の娘に言い寄る変態、位に誤解してもおかしくない訳で。

「なんなんだよお前は！　いきなり！　他人の鞄の中身ぶちまけたり！」

　瑞人は沸わき上あがる怒いかりを声に込めて言った。

　だが――

「んむ？」

　怪訝そうに白黒巫女服の少女は瑞人を眺める。

　何な故ぜ、彼が怒おこっているのか、分からない――といった様子である。ついで彼かの女じよは中身を見み透すかすかの様に、細めた眼から視線を瑞人の持つ箱に注ぐ。

　そして……

「ああ。そっか」

　と何故か一人納なつ得とく顔がおで頷うなずいた。

「そういう事やね」

　腕を組んで頷いている少女。

　やがて彼女は草履を脱いで鹿沼邸の中へ上がりながら、美裕希の母らしい女性に向けて言った。

「この少年も『関係者』かもしれませんよって――ちょっと事情聴ちよう取しゆします」

「は……はい」

　中年女性は少し怯おびえた様に頷く。

　どうやら彼女は、この怪しい少女の言う事には逆らえない――といった感じだ。だが少女も殊こと更さらに傲ごう慢まんに振ふる舞まっているという感じでもなくて、何というか、『事情を察して現場を仕切る専門家』と『細かい事がよく分からない一いつ般ぱん人じん』といった雰囲気である。

「訳わかんねえよ。俺にも話せよ」

「んむ。よろしい」

　少女は改めて頷いた。

「知りたいならついてきたらええ。それ持って」

　と瑞人が抱かかえる箱を指差す。

「……これを？」

　自分の手元に視線を落としてから、改めて確認する様に眼をあげると、既すでに少女は瑞人の方に背中を向けてすたすたと歩き始めていた。

「あ、ちょ、待て！」

　慌てて靴を脱ぐと困こん惑わく顔がおの中年女性に『お邪じや魔まします』と断り、無理矢理ぶちまけられたもろもろを、チリトリみたいに床に置いた鞄の中に掻かき込こむ。

「おい！」

　一応は待ってくれていたらしい。

　階段を数段上がった処で立ち止まっている怪しい少女に追いつくと、瑞人は問うた。

「とりあえず、お前、誰だよ」

　まさか美裕希の妹という訳でもないだろうし。

　よく考えれば自分はこの変な少女の名前も知らないし――あるいはこの少女の側も瑞人の名前を知らないのではないだろうか？　一体何をどうやって鞄の中のフィギュアの事に気付いたのかは全く謎なぞだが……

「名は最小の呪じゆ」

　呟つぶやく様に少女は言った。

「同時に呪のろいの媒ばい体たい。他人に名を問う時は、自ら名乗って敵意無き事を示すが礼れい儀ぎ」

　それは……幼い少女の容姿には似合わぬ、奇き妙みように旧ふる臭くさく、重々しい口調だった。

　だからという訳ではないが、瑞人はとりあえず素す直なおに自分から名乗る事にした。

「俺は……富士宮瑞人」

「フジノミヤミズヒト」

　舌の上で言葉そのものを転がす様に復唱する少女。

　彼女は――

「良い名前やね。実におめでたい」

「おめ……は？」

　初めて聞く名前への評価に眼を瞬またたかせる瑞人。

　まあ言われてみれば『富士』に『瑞』だ。どちらも吉きつ兆ちようというか縁えん起ぎの良い漢字や言葉である。姓せいはともかく、名は両親が意識してそれを付けてくれたのだろう。考えてみれば妹の寿子も、『寿ことぶき』で良い漢字である。

「ほな私も名乗ろか」

　少女は階段の中なか程ほどで瑞人に向き直って言った。

　二段ばかり彼女の方が上に居るので、丁度真正面から向き合う形になる。彼女は胸を張り腕を組んで堂々と言った。

「我わが名は、三途川弑しい子こ」

「さんずがわ、しいこ？」

　どういう字を書くのかと一いつ瞬しゆん、困こん惑わくする瑞人。

　名前の方はともかく……苗みよう字じの方は『三さん途ずの川かわ』を連想させる感じで妙みように不吉だ。だがこの全身不吉ずくめのこの少女にはよく似合っている名前だとも言える。

　そして――

「三途川家二十六代目当主」

「え？　と――とうしゅ？」

「祟たたり破やぶりを生なり業わいにしとる」

「たたり……やぶり……？」

　日常的にはあまり耳にする事の無い単語を次々と聞いて、瑞人は呆ぼう然ぜんとする。

　たたりというのは、あの、たたりか。

　将まさ門かどの首くび塚づかとか、八つ墓村とか、猫神様とか、そーゆー……？

　ぼんやりとだが不ふ吉きつ極きわまり無ないその言葉が、瑞人の中で、美裕希の不登校と結び付いて形を成そうと動き始めた――その時。

「富士宮瑞人。君に頼たのみがあんねん」

　弑子はいきなりそんな事を言い出した。





●






　美裕希の部屋は――二階の廊下の一番奥に位置していた。

　扉とびらには『ＭＩＹＵＫＩS'　ＲＯＯＭ』と彫られた木製のプレートがぶら下がっている。

「美裕希さん。入るで」

　弑子がそう声を掛けた処を見ると、中に美裕希が居るらしい。

　だが部屋の主の返事を待たず、弑子は何の躊ちゆう躇ちよも示さずに扉を開いた。

「入って」

「入ってって……」

　瑞人はいきなり腰が引けていた。

　何しろ妹の寿子を除けば初めて入る女の子の部屋だ。しかも鹿沼美裕希の。躊躇しない方がおかしい。彼かれ氏しでもないのに――

「ええから」

　弑子は瑞人の襟えり首くびを掴むと、強ごう引いんに引っ張って彼を部屋の中に引き入れた。

　中は……平均的というか典型的というか、まあ実に『女の子の部屋』だった。

　家具や壁かべ紙がみや照明器具は特に個性の有るものではないが、あちらこちらに置かれた小物が実に女の子らしい。縫いぐるみやポプリは美裕希のイメージによく似合っていた。

　だが……

「…………!?」

　部屋の中は陰いん気きな何かが蔓まん延えんしていた。

　カーテンは閉め切られ、天てん井じようの照明器具も豆球のみが点ついている。単に暗いというよりもまるで光に触ふれる事を畏おそれているかの様な――そんな空気が在った。

　だが何よりも異様なのは……

「……うっ」

　瑞人は思わず顔を歪ゆがめていた。

　異い臭しゆうである。

　思わず咳せき込こみそうになる位に、それは強きよう烈れつだった。

　一体何の臭においだ？

　腐ふ敗はい臭しゆうに近いが……ただの悪あく臭しゆうではなく、何か嗅かいでいるだけで無意味に不安が掻き立てられる様な臭いである。無機的だが――臭くさい。腐ふ敗はい、発はつ酵こうは、極言してしまえば生なま臭ぐささの極致で、つまりは微び生せい物ぶつの生命活動によるものだが……それよりも遥かに非生物的な印象とでもいうか。

　一番近いイメージは『毒』だろう。

　困惑する瑞人の背後で扉が閉められる。

　廊下から差し込んでいた光が遮さえぎられ、一気に暗さを増す室内だが――次の瞬しゆん間かん、軽い電子音と共に部屋が明るくなった。咄とつ嗟さに振り返ると、弑子が手に照明器具のものらしいリモコンを握にぎっていた。

　蛍けい光こう灯とうののっぺりした白い光が、部屋の中を満まん遍べんなく照らし出す。

　勉強机。本ほん棚だな。箪たん笥す。

　そして――

「え……」

　窓まど際ぎわに置かれたベッド。

　そこに横たわっているのが誰なのかは今いま更さら確かく認にんするまでもない。

「……鹿沼、さん……？」

　小さく呟いた瑞人の声は、震ふるえていた。

　それが美裕希なのだとは最初――瑞人には信じる事が出来なかった。

　恐おそらくは眠ねむっているのだろう。彼女は眼を閉じて仰あお向むけに横たわっている。

　だがそれは、安らぐ眠りとは掛かけ離はなれたものなのだろう。

　何故ならば彼女の顔は苦しげに歪み、しかも、その右半面――右の顎あごから頬ほお、目許を含め額にかけてまでの部分が、醜みにくく膨ふくれ、爛ただれているのだ。

　火傷やけどか。それとも皮ひ膚ふの病気だろうか。

　ぶくぶくと泡あわを吐はく泥どろの様にその表面は歪いびつに膨れ上がり、潰つぶれた部分からは膿うみの様なものが滲にじんでいるのが見えた。よく見れば右耳の辺りにも同様の腫はれと、脂あぶら染じみたテカリが生じているのが分かる。

　間ま違ちがい無い。異臭の源は彼女なのだ。

「なんなんだ、これ……」

「…………」

　弑子は答えない。

　それに苛いら立だちを覚えて、瑞人は振り返り思いっきり彼女の両りよう肩かたを掴んでいた。

「なんなんだよ！　これなんなんだよ!?　鹿沼さん一体、どうなって――」

「…………」

　やはり弑子は無言のままだ。

　瑞人はその、日ひ向なたの猫ねこの様な眼にじっと見つめられて――そして気付いた。

　彼女は瑞人がこの衝しよう撃げき的てきな事実を受け入れて、理性的に話が出来る様になるのを待っているのだ。それまでに迂う闊かつな言葉を返しても火に油を注ぐだけで意味は無い。逆上している最中の人間は気き遣づかいや労いの言葉にすら、意味も無く激げき昂こうする事がある。

　やがて――

「…………なんなんだ。これ。説明してくれるんだろ」

　努めて口調を落ち着けて問う瑞人。

　やはりそれを待っていたのだろう。弑子はちらりとベッドの上の美裕希を一いち瞥べつしてから、諭さとす様にゆっくりとした口調で、こう告げてきた。

「呪い……や」







祟り破り







　家に戻る頃ころにはもう夜の八時前になっていた。

　富ふ士じの宮みや家は基本的に夕食の時間が遅おそめなのでこれでも問題無い。これまでにも遥はる香かの画材の買い出だしに駆かり出される事も有ったので――美術室を放課後に使わせて貰もらえる事へのいわば対価だ――月に二度か三度かはこの位の時間に帰ってくる事も有った。

　だから両親も夕食にさえ間に合えば特に文句は言わない。

　だが――

「ただいま」

「あ。おかえり」

　まず出で迎むかえてくれたのは妹の寿すみ子こだった。

　ただし定番の挨あい拶さつの後に来たのは――

「遅いよ。何してたの」

　と小こ姑じゆうとっぽい発言である。

　普ふ段だんは瑞みず人ひとの行動なんぞ気にも留めない癖くせに、こういう事を言ってくるという事は――わざわざ彼の帰りを待っていたという事で。更さらに言えば何か用、というか頼み事が有るという事だ。

「ああ……まあちょっと」

　言葉を濁にごす瑞人。

　鹿か沼ぬま邸での諸もろ々もろを寿子に説明する気力は無かったし……『基本的にこの事は他言無用』と弑しい子こに告げられていたからだ。言われなくてもあんな状態の美み裕ゆ希きの事を言いふらす気にはとてもなれなかったが。

「ねね。兄貴。ちょっとさ……頼み事あるんだけどな？」

　玄関で靴を脱いでいる瑞人の許もとへ寿子は近寄ってくる。

　瑞人が黙だまっていると彼の隣となりにしゃがみ込んで彼女は続けた。

「直して欲ほしいものが有るんだけどな……」

　とわざわざ上うわ目め遣づかいのおねだりモードである。

　まるで今朝のやりとりなんか綺き麗れいさっぱり忘れましたよ、とでも言うかの様な態度である。何というか――我が妹ながらあざとい、と頭の片隅で苦く笑しようする瑞人。

「何を？」

「私のじゃなくて友達のなんだけどさ。またストラップの」

「ん……分かった」

　最後まで聞かずに瑞人は言った。

　寿子やその同級生達の間で、携けい帯たい電話や鍵に付けるのが流は行やっている小さな人形は、前にも頼まれて何度か直した事がある。さすがに何もかも元通り、という訳にはいかないが、彼かの女じよ等らが気にならない程度になら、傷を消したり、塗り直しリペイントをしたりするのも大した手間ではない。

「ありがと！」

　ぱっと表情を輝かがやかせて寿子が言う。

　だが――

「……って。兄貴？」

「なんだよ」

　靴を玄関の隅すみに揃そろえて寄せると立ち上がる瑞人。

　そんな彼に合わせて自身も立ち上がりながら、不思議そうに寿子は問うてきた。

「何かあったの？」

「え？」

　言われ――瑞人は驚く。

　出来るだけいつも通りに振る舞っていた積もりだったのだが。

「ど……どうして。何言ってんだよお前」

「いや……何だか元気無い様に見えたから」

　と寿子は言った。

「いつもだったら嫌いや味みの一つも返してくるじゃん、今朝の事でも引き合いに出して」

「…………」

　まあそれはその通り……実際に頭の片かた隅すみでは考えたが。さすがに今はそれで妹と軽い口くち喧げん嘩かをしている余よ裕ゆうが無かったのである。ついつい、妹との会話を早めに切り上げたい……と考えていたのが、態度の何ど処こかに出てしまったかもしれない。

「いや……別に……」

「ふーん？」

　寿子は一瞬何か言いたげな顔をして、瑞人の顔を覗のぞき込こむ。

　妙な処で勘かんが鋭するどい。あるいはこれでも家族だからなのか。

　瑞人は努めて平静を装よそおっていると――寿子はすぐに飽あきたかの様に、彼から離れると、軽い足取りで廊下の奥の階段へと走っていった。

　そして――

「まあ私には関係無いけど？」

　わざわざ階段の処で振り返って寿子はそんな事を言ってくる。

　本当に小こ憎にくらしい。

「じゃあよろしくね。ストラップ、兄貴の机の上に置いといたから」

「おま……勝手に部屋に入るなって言ったろ！」

　怒ど鳴なる瑞人。

　だが瑞人の声をくるりと踵きびすを返してはじき飛ばし、寿子はそのまま軽かろやかな足取りで二階へと上がっていった。

「…………」

　廊下に立ち止まって瑞人は溜ため息いきを漏もらす。

　別に自分に演技力が有るなどと思ってはいないが……すぐに他人に気付かれてしまう様では色々とまずい気がする。美裕希の事について、きちんと隠かくしておく事を考えるなら、自分は普段通りに振る舞っておく必要があるだろう。まあ美裕希と瑞人を繋いで何かを連想する様な人間は、殆ほとんど居ないだろうが。

　何だか喉のどが渇かわいた。

　部屋に上がって鞄を置く前に、何か飲もうとキッチンの方に歩いて行くと……そこには夕食の準備をしている母の姿があった。見るからに『おばさん！』といった感じの小太りな身体からだを揺ゆらしながら、上じよう機き嫌げんで鍋なべを掻き回している。

　ある意味で美裕希の母とは対照的、決して『美しい』とは言えないのだが――何というか『一家の母！』といった安定感のあるこの姿、実は瑞人は嫌きらいではない。

「あら、瑞人、おかえり」

　母親が肩かた越ごしに振り返って言った。

「遅かったのね」

「あー、うん、まあ……」

　夕食には間に合った様だが、いつもよりは確かに遅めの帰宅だ。

　瑞人は冷蔵庫に歩み寄ると、そこからいつも買かい溜だめしてある野菜ジュースのペットボトルを取り出した。

「ご飯もうすぐできるけど？」

　そう母が問うてきたのは――瑞人が普段、遥香の買い出しに付き合う時には一いつ緒しよにハンバーガー・ショップに寄る事が多く、その場合には満腹感をやり過ごす為ために、瑞人だけ少し遅おくらせて晩ばん御ご飯はんを食べる事がある――そういった諸々を踏ふまえての事である。

「あー……いや……」

　正直腹はすいているのだが、食欲が出ない。

　こういう事もあるのだと瑞人は想おもった。

「大だい丈じよう夫ぶ。食べる」

　笑え顔がおを取とり繕つくろってそう答えると、瑞人はペットボトル片手にキッチンを出て、二階へと上がった。

　野菜ジュースを喉に流し込みつつ、寿子の部屋の前を通り過ぎて、奥の自分の部屋に入ると……電気を点けて、空になったペットボトルをゴミ箱に放ほうり込こむ。ただそれだけの事がひどく億おつ劫くうに感じられて――瑞人は鞄を持ったまま、ベッドの上に倒たおれ込こんだ。

「はあ……」

　口から溜め息が漏れる。

　疲つかれた。物凄く。

　倒れ込んだ拍ひよう子しにポケットから滑すべり出でたのだろう。携帯が顔の横に転がっている。瑞人はこれに手を伸のばして画像フォルダを呼び出し……その中に記き憶おくされていた美裕希の写真を画面の上に映し出した。

　瑞人に言わせればこれはあくまで資料用というかフィギュア製作の為のものなのだが。

　余人が見れば――まあ好きな人の写真をこっそり持ち歩いている様にしか見えまい。

　そして実際に『好きか』『嫌いか』の二択たくで問われれば間違い無く前者なのだが。

　だからこそ……

「…………」

　脳のう裏りを過よぎる――醜く爛れた皮膚。

　それを目まの当あたりにした衝しよう撃げきが、いまだに意識の底にまとわりついている。

　それは、たった一時間前の……悪夢。





●






　それは『呪い』なのだと弑子は言った。

　呪い。

　何者かが精神的な――霊れい的てきな方法で、他の誰かやあるいは何かに対して、災さい厄やくや不幸をもたらす行こう為いの事だ。いわば超ちよう常じよう的てきな悪意の具現である。少なくとも瑞人はそう理解していた。

　つまり美裕希のこの惨さん状じようは、何者かが彼女を、強く憎にくみ、恨うらみ、嫉そねんだ結果として生じているという事になる――

「そんな訳ない」

　反射的に瑞人はそんな否定の言葉を発していた。

　もしそんな『呪い』なるものが現実にあるとして……誰がそんな真ま似ねをする？

　美裕希はクラスでも人気者だ。美人で成績も優ゆう秀しゆうだが、それを鼻に掛ける事も無いし、他の生徒に対する面めん倒どう見みも良い。『おっとりした癒いやし系けいの優やさしいお姉さん』――それが美裕希である。

　そんな彼女が、誰に呪いを掛けられるというのか。

　瑞人には彼女を呪う人間など想像がつかなかった。

　だが――

「それこそ、そんな訳あらへん」

　弑子は首を振って言った。

　美裕希の部屋での事である。瑞人は床の上に直接座すわり、弑子は美裕希の机に附ふ属ぞくしている椅い子すに座って彼を見下ろしている状態だ。ちなみに机の上には鴉からすが止まり、弑子の腕には蛇へびが巻き付き、足あし下もとには猫が寝ねそべっていた。

「恨みを買わへん人なんて居おれへんわ」

「でも鹿沼さんは――」

「ほんなら例えば」

　人差し指を立てて弑子は言った。

「鹿沼美裕希が世せ界かい中じゆうの人間全員に愛される事は、果たして可能？」

「……え？」

「彼女でなくてもええで。人気の歌手。俳優。作家。学者。政治家。誰でも。この世界に誰だれ一人ひとりとして、非難する者の居おらへん人気者なんて、存在し得ると思う？」

「それは……」

　瑞人は言葉に詰つまった。

　インターネットをやっていればすぐに思い知る事だが……どんなに素す晴ばらしい人格者だろうと作品だろうと、それらに対して、ケチをつけるどころか、積極的にこれに罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせて叩たたきたがる『アンチ』という人達たちが必ず発生する。むしろ有名人物、有名作品であればある程ほどに『アンチ』は生じやすい。

　例えば、瑞人の原型のフィギュアも商品として売りに出されている訳だが、大絶賛してくれる購こう入にゆう者しやも居る――だからこそわざわざ会社の方も瑞人みたいな学生に原型製作を依い頼らいしてくるのだ――一方で、『俺おれに何の恨みが？』と問いたくなる様な、罵詈雑言を浴びせてくる者も居る。単に作品がどうのという以上に、製作者に対する人格攻こう撃げきを延々と繰り返したりするのだ。

　直接の利害関係の無い他人ですらこうなのだ。

　実生活で顔を合わす相手ならば……

「『人に恨まれるような人じゃない』――」

　歌う様な口調で弑子は言った。

「ミステリのドラマなんかで良ぅ聞く台詞せりふやけどな。そんな筈はずあらへん。誰が誰を恨んで妬ねたんで呪うかなんちゅーのは――本当にどんな場合でも有り得るで。誰にでも起こり得るねん。美裕希さんは美人――やけど」

　一瞬、台詞に揺らぐ様な間が開いたのは、美裕希の現状について、弑子なりに気の毒に思っている証しよう拠こなのだろう。ひどく胡う散さん臭くさい格好と肩かた書がきの少女だが、中身はそれなりに常識的――というか気遣いの出来る性格なのかもしれなかった。

「その美人っちゅー一点を以もつて、彼女を妬み嫉む人間も居る。優すぐれる人間は妬まれる。劣おとる人間は蔑さげすまれる。どちらでもない人間は侮あなどられる。そういうもんや」

「…………」

　瑞人には返す言葉が無い。

　身も蓋ふたもないが、その通りだと思ったからだ。

「結局の処、人に好かれ愛される事と、嫌われ憎まれる事とは表ひよう裏り一いつ体たい、見る側の角度が違ちがうだけでしかないねん」

　弑子は淡たん々たんとそう言った。

　幼い容姿の彼女がそんな殺さつ伐ばつとした――枯かれた様な悟さとり方かたをした台詞を言うのは、何ど処こか恐おそろしいというか、寂さびしいというか、釈しやく然ぜんとしないものを瑞人は感じた。

　それとも自分が幼よう稚ちなだけなのか。

「それで、この……」

　彼女の方を振り返りそうになって、慌あわてて眼めを逸そらしながら――瑞人は言った。

「この状態が呪いだってのか？」

「そう」

「医者に連れてった方が」

「……あのな」

　弑子は呆あきれた様子で言った。

「親おや御ごさんが、連れてかへんかったとでも思てるんか？」

「…………」

「眼に見える症しよう状じようが出てからは、何なん軒けんも病院を回ったそうや。大学病院から個人の病院まで片かたっ端ぱしから――な」

「…………」

　その全すべてが無む駄だだったからこそ、弑子が此こ処こに居るのだろう。

「医者にも見放されて、原因も分からない。そこで彼女のお父さんが頼たよったのが、私――つまり『祟り破り』の三さん途ず川がわ家。まあ正直、藁わらにも縋すがる思いだったやろな。うちに依頼持ってくる人は大たい抵ていがそういう状態や」

　弑子によると、こうした、『医学ではどうにも原因が掴めない』という症状と出で会くわした場合……幾いくつかの病院では、一いつ切さいその後の責任を持たない事を条件に、三途川家を紹しよう介かいするという体制が出来ているのだとか。

　何百年も続いている三途川家は、それなりに知る人ぞ知る『権けん威い』であるらしい。

「三途川家が祟り破りを生なり業わいにしてるって話はもうしたやろ」

「ああ。でもその『祟り破り』って……何？」

「文字通り祟りを破る――その効果を破は壊かいするってことや。まあ厳密に言えば『祟り』は人間以外の神とかからの呪いで、『呪い』は人間からのもので。うち――三途川家は『呪い』も『祟り』の一種、位に考えとるけど」

　つまりは呪われている人、祟られている人を、救い、その原因を取り除く者という事か。

　いわゆる祈き祷とう師し――拝み屋と呼ばれる類たぐいの、オカルト方面の専門家。

　それが弑子であり三途川家であるらしい。

「うちはそうした『拝み屋』の中でもちょっと特とく殊しゆやねん」

　弑子は腕うでを組んで自じ慢まんげに言った。

「なんていうか、霊れい的な感受性が――鈍い」

「……は？」

　瑞人は眼を瞬かせて聞き返していた。

「鈍い？　鋭いんじゃなくて？」

　それは霊関係の仕事としては致ち命めい的てきなのではないのだろうか？

「そう鈍い。もっと言えば、鈍どん感かんな分、呪いに対する耐たい性せいが、やたらに強いねん」

　と弑子は言った。

「だからちょっとやそっとの呪いはへっちゃら。常人が掛けられたら、あっちゅう間に死んでまう様な呪いを受けてても、平気で動き回れてまう位に――鈍感」

　にっ――と八や重え歯ばを剥むいて弑子は笑った。

「それは……」

　果たして凄すごいのか凄くないのか。

「だからそういう特性を活いかして、代々、呪いの肩かた代がわりをしとんねん。依い頼らい人にんに向けられとる呪いを自分の方にねじ曲げて、引き込んで、それで出来た猶ゆう予よ期間に呪いの根源を調べて駆く逐ちくする。そういうやり方。『祟られ屋』なんて呼ぶ同業者も居るけどな。こっちの道ではそれなりに有名なんよ？」

「はあ……」

　そう言われても一いつ般ぱん人じんの瑞人としては、感心すべきか恐れ入るべきかもよく分からない。

　何もかも嘘うそだ――と笑い飛ばしてしまう事は簡単だ。

　だがすぐ側そばに医者も見放す様な『何だかよく分からないもの』に冒おかされている美裕希が居るのは事実で、彼女の母親が、弑子に頼っているらしい様子は、先さき程ほども眼にしたばかりである。

　だが――

「ちょっと待ってくれ。呪いを自分達の方向に引き込む――逸らしてるんだよな？」

「そうやね」

「じゃあどうして鹿沼さんには呪いが現に掛かってるんだ？」

「そりゃ『完全に絶つ』事は出来へんからや」

　と弑子は言った。

「呪じゆ術じゆつ的てきな流れが『切れる』って事は基本的に無いねん。根元を絶たない限りな。何とかねじ曲げる事が出来るだけや。そやから私が引き受けている間も、何割かの呪のろいは相手に流れ続けるねん」

「そういうもんなの？」

「そういうもんや」

　弑子は頷うなずいた。

「けど今回はちょおっと……事情が違ちごうとってな」

「事情が違う？」

「呪いの流れがな、弱い上に、ちょくちょく変わるねん」

「…………は？」

「最初は複数の相手から少しずつ呪われてるのかとも思ったんやけどな。どうも呪いの根元は一つしかないみたいやねん。呪いの性質が同じやし」

　そう言って弑子は袖そで口ぐちをごそごそと漁あさって何かを取り出した。

　……十じゆう字じ架かを。

「あ。間ま違ちごうた」

　と言って十字架を戻もどして、またごそごそ。

　次に取り出したのは、何な故ぜか、胡こ椒しよう入いれだった。

「これも違ちやう」

「……あんたのその袖そで一体どうなってんだよ……」

　未来の世界の猫型ロボットのポケットの様である。

「……あ。これやこれ」

　と言って弑子が出してきたのは、今朝方、彼女は道路や鹿沼邸ていの周りに貼はり付つけていた御お札ふだの様なもの――というかどうも御札そのものらしい。

　その表面には、複雑な文字やら記号やらがびっしりと描えがかれている。

　そしてその上に何やら染しみの様なもの――まるで醤しよう油ゆか何かを零こぼした様な――がついている。

「これで呪いの性質と方向を調べたりするんやけどな。まあ、呪いに反応するリトマス試験紙みたいに思てくれたらええわ。ところが、今回はどうにもこれが正確に出ぇへんちゅーか……で、細かく調べてみたら、私みたいな『引き込み』先がもう一つ在るて判わかったんよ」

「……どういう意味？」

「最初は同じ様な『祟られ屋』の存在を疑ったんやけどな」

　弑子は首を傾かしげて言った。

　つまり呪いの流れを歪めている存在が弑子以外にも居るという事らしいのだが。

「どうにも違うみたいやし。で――たまに在るねん、幾つかの条件とか偶ぐう然ぜんが重なって、呪いが変な方向を経由して流れてくる場合っちゅうのが」

「はあ……」

　よく分からないがそういう事らしい。

　曖あい昧まいに瑞人が頷いていると、弑子は顔をしかめて言った。

「何、他ひ人と事ごとみたいな顔してんの。君や君。もう一つの『引き込み』」

「え？　あ――なに？　俺!?」

　いきなりの事に瑞人は素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「で、でも俺ただの一般人……」

「正確にはそれ」

　と弑子が指差したのは、瑞人がずっと片手に持ったままの箱――あのフィギュアが入ったケースであった。

「見せて。中身」

「あ……いや……それは……」

　躊躇する瑞人。

　さすがにこれを他人に見せるのは恥はずかしい――と思ったのだが。

　弑子は至し極ごく真ま面じ目めな顔で言った。

「類感呪じゆ術じゆつとか、感かん染せん呪じゆ術じゆつって言葉知っとる？」

「え？　なに？」

「フレイザーって人の本の中に出てくる概がい念ねんで――まああれや。『形が似た物同士には霊的なチャンネルが通じる』『もともと何かの一部だったものはその本体の何かとの間に霊的なチャンネルが通じる』って考え方。民間信しん仰こうによくあるパターン」

「あ……」




　――『形が似ているものには、魂たましいが宿るって言うでしょ？』




　ふと美裕希の言葉が脳裏を過よぎる。

　霊的な繋つながりが生じる事と、魂が宿るという事はまた別なのかもしれないが。

「丑うしの刻参りとかあるやろ？　藁わら人形に五ご寸すん釘くぎぶち込むやつ」

「あ……ああ」

　頷く瑞人。

　丑の刻参り。有名なので、呪いと言われれば基本的にあの光景が思おもい浮うかぶ人間も多い筈だ。瑞人も、まず最初に呪いという言葉を聞いた瞬しゆん間かんに脳裏に描いたのは、白装束の女の人が、何処かの森の中で樹きの幹に藁人形を打ち付けている光景だった。

「大おお雑ざつ把ぱに言うとやな、あれの、藁人形っていう『人型』を使う事、あるいは藁人形に呪う相手の写真を付けたりすんのが、が類感呪術。その一方で藁人形に相手の髪かみの毛けを編み込んだりすんのは、感染呪術」

「…………ってつまり」

　弑子の言いたい事がようやく分かって瑞人は眼を丸くした。

「俺が作った鹿沼さんの人形が、その、類感呪術って理り屈くつで、鹿沼さん本人と霊的なチャンネルが通じちゃって、呪いがそっちに流れてるって事？」

「――正解」

　出来の良い生徒を前にしているかの様に、笑う弑子。

「最初は君が呪いを掛けてるのかと思おもたんやけど」

「そんなわけ――」

　と言いかけて。

　今朝、弑子が自分の方に歩いてきたのは、その『呪術の流れ』を辿たどっていたからだと気付いた。あの時点では自分は『犯人』として疑われていたのだ。

「まあそうやとは思うんやけどね。念ねんの為ため。確かく認にんさせて」

　そう言って弑子は手を差さし伸のべてくる。

　こうなっては――瑞人も、さすがに出だし渋しぶる訳にいかない。彼かれは仕方なく箱を開いて弑子に手て渡わたした。

　未いまだ彩さい色しよくもしていない、製作途と中ちゆうの小さな白い像。

　それを腕うで組ぐみして眺ながめながら――

「へぇ……魂籠こもってんねんなあ……」

「いやまあ……それは……造型師の心得というか……」

　頬を掻かきながら言う瑞人。

　なんだか――恥ずかしい。

「あらら……これは……へえ……へえ……ふうん？」

「…………」

　何故かにやにやと笑い始めた弑子を前に、居い心ごこ地ちの悪さを感じて身じろぎする瑞人。

　やがて――

「ちょっと失礼」

　そう言って何やら御札を一枚床ゆかの上に置くと、弑子はその上に更にフィギュアを置いた。

　待つ事およそ十秒余り――じわりと例の『染み』が札の上に広がっていくのが、瑞人の眼にも見えた。手品でなければこれが呪いの反応、という事なのだろう。

「んむむ。んむ」

　腕を組んで頷く弑子。

　その染みの形にどういう意味が有るのかは、素しろう人との瑞人にはさっぱり判らないのだが、彼かの女じよには色々と読み取れるらしい。

　そして――

「やっぱりやね。これが呪いを一いつ旦たん自分の処ところに引き込んどる」

　と言いながら弑子は側に侍はべっている三匹びきの動物に頷いて見せる。

　鴉と猫と蛇が揃って頷き返した様に見えたのは……まあ瑞人の錯さつ覚かくだろう。

「あ……でも俺は別に」

　弑子の邪じや魔まをしたくてこのフィギュアを作っている訳ではない。

　そう言おうとした矢先――

「富士宮瑞人、さん」

　改まった口調で弑子は言った。

「このフィギュアを譲ゆずって頂ちよう戴だい」

「……え？　これを？」

「必要なら買い取ってもええで。まあ経費として鹿沼さん家が持つわけやけど。お願いってのはそういう意味やねん」

　と弑子はフィギュアを指差した。

「いやでもそれは作りかけ――」

「手元に置いておいた方が何かと便利やねん」

　瑞人の言葉に、上から覆おおい被かぶせる様にして言う弑子。

「あんまり本人から離すと、呪いがまた本人の方に流れてまうし。君が持って歩いてたんやろ？　そやから呪いの掛かり方が益ます々ますわからん様になっててんわ」

　呪いが強くなったり弱くなったり。方向が変わったり。

「いや……でも」

「何か譲ると不都合な事でも？」

　そう訊きかれ――瑞人は黙り込んだ。

　元々、このフィギュアは美裕希に進しん呈ていする事も想定して作っていたものだ。誰だれかに譲る事それ自体には、そんなに抵てい抗こうはない。

　だが……この人形はきちんと完成していない。

　誰かに渡わたすにしても納なつ得とくいくまで手を入れたいと瑞人は想うのだ。

　しかし――その一方で、このフィギュアが弑子の言う通り呪いに関係しているという事であれば、素人の瑞人が持っていても弑子に、そして美裕希に迷めい惑わくをかけるばかりになってしまう。それよりは専門家の手に委ゆだねた方が美裕希の為にはなるだろう。

「分かった。渡すよ」

　三分余りの逡しゆん巡じゆんの後――溜め息をついて瑞人は頷いたのだった。
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　気が重かろうが何だろうが、生徒の身ならば平日は学校に行かねばならない。

　翌日――何か釈然としない気持ちを抱かかえつつも、瑞人は登校した。

　当然の如ごとく、教室に美裕希の姿は無い。

　だがそれでもごくごく平和に生徒達の生活は続いていくのが、何か瑞人にはひどく理り不ふ尽じんな事の様に思えた。今も美裕希はあの部屋で『呪い』に苛さいなまれているのだろう。なのにそんな事は多くの生徒が知らずに、呑のん気きな時間を過ごしている。

「…………」

　午前と午後の授業の隙すき間ま――昼休み。

　瑞人はトイレで手を洗いながら、暗あん澹たんとした気持ちを抱えていた。

　昨日はフィギュアを弑子に渡した後、彼女から『この件については他言無用』と言い渡されていた。そして『ほならもう帰ってくれてええで。お疲れさん』とも。

　それはつまり、素人の瑞人はもう絡からんで来るな、という意味でもある。

　だが……瑞人は呪いに蝕むしばまれる美裕希の姿を見た。見てしまった。

『呪い』、そして『祟たたり破やぶり』。

　どうせ自分に出来る事など無いだろうから、余計な事に首を突っ込まず、大人しくしている、というのも一つの考え方だろう。他の事ならばともかく、呪いだの祟りだの、一般人にはとても手の出せない領域の話である。

　だが――

「俺は……」

　瑞人は今日も美裕希の家に行ってみよう――と決めた。

　誰にも知られないままに美裕希が苦しんでいるのだと思うと、居ても立ってもいられないのである。彼女の容態も心配だし、フィギュアがどんな風に利用されるのかについても気になる。

　今までは何か変な方向に勘かん違ちがいされるのではないかと、家の前で逡巡するばかりだったが……一度、美裕希の母親には同級生として顔を合わせて自己紹しよう介かいをしているので、改めて訪ねていっても変な顔はされまい。

「……よし」

　蛇じや口ぐちを捻ひねって水を止める。

　顔を上げれば、鏡に映る自分と目が合い――瑞人は決意を確かめる様に深呼吸。

「……でよ」

「……だって。マジ」

「……じゃねえの？」

　トイレの入り口からは、廊ろう下かに居る生徒達の声が切れ切れに伝わってくる。

　昼休みの校内はいつもの通り賑にぎやかで、時折、笑い声も聞こえる。瑞人はハンカチで手を拭ふいてから廊下に戻ろうとして――丁度入れ違いの形で男子生徒が四人入ってきたので、彼かれ等らに道を譲る形で脇わきに退いた。

　相手は皆みな、顔に見覚えが有る。クラスは違うが同じ学年の男子だ。

　四人は道を譲って貰って軽く会え釈しやくをしてきた。瑞人も会釈を返してトイレを出る。

　そのまま教室に向かおうと瑞人は――

「あいつも鹿沼さんに告白して振ふられたんだって」

　鹿沼。

　唐とう突とつに聞こえてきたその名前に、瑞人の足が止まった。

「あのバスケ部エースが？」

「そう。絶対いけるって本人も思ってたらしいんだけど、結局玉ぎよく砕さい」

「うわー、かわいそ」

　四人は小便器の前に並んで立ちながら、そんな会話を続けている。

　さすがに改めてトイレの中に戻る訳にもいかず……瑞人は入り口の脇に立って携帯を弄いじるふりをしつつ、彼等の話に耳を傾かたむける事にした。

「だからあいつ、鹿沼さんのこと凄く恨んでてさ」

「それただの逆さか恨うらみじゃん」

「愛はいつしか憎しみに変わりー、ってか？」

「なんだそりゃ」

　どうやら美裕希に告白して振られた生徒が居るらしい。

　バスケ部のエース……そして瑞人達たちと同学年と言えば恐おそらく該がい当とう者しやは何人も居まい。

　だが――

「でもあいつだけじゃないぜ？」

　一人がそんな事を言い出した。

「他にも鹿沼さんに告白して振られたやつたくさんいるって」

「マジで？　鹿沼さんモテモテじゃんか」

「鹿沼さん彼かれ氏しいんの？」

「さあ、知らねー」

「でも、ってことはさ」

　一人が小便器を離はなれて手を洗いながら言った。

「鹿沼さんだいぶ恨まれてるんじゃない？」

「モテんのも大変だなー」

「だから今鹿沼さんが来てないの、喜んでるやつもいるって」

「うわ、性格悪いなー」

「そういえば鹿沼さんってなんで学校休んでんの？」

「さあ、知らない」

　用を足しながらそんな話をしている彼等の声に暗さは無い。無ぶ遠えん慮りよな位にあっけらかんとした口調である。勿もち論ろん、彼等にしてみれば他人の色いろ恋こい沙ざ汰ただし――所しよ詮せんは噂うわさ話ばなしでしかない。いちいち深刻になるような内容ではないだろう。今の美裕希の状態を知らない限りは。

「…………」

　ひどく不ふ愉ゆ快かいになって瑞人はトイレから離れた。

　彼等の話が本当ならば……美裕希に振られた事を恨んで、彼女が学校を休んでいる事を喜んでいる様な奴やつが何人も居る事になる。嫌いやな話だ。美裕希は悪くないだろうに。誰かを振ったという話だが、彼女の性格からすれば、相手にも気を使って、丁てい寧ねいな態度できちんと断っただろうに――

「……くそ」

　足早で廊下を歩く瑞人の表情は――無意識の内にひどく険しいものになっていた。
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　放課後――瑞人は早さつ速そく、美裕希の家へと向かった。

　幸い、途中に小さなケーキ屋さんが在るので、そこに寄ってお見み舞まいの品を店員に見繕って貰もらった。どうせなら美裕希の好きなものを、とは思ったのだが……今の状態の彼女が御お菓か子しの類を食べられるかどうかも分からなかったし、そもそも、彼女の嗜し好こうを瑞人はよく知らない。

　で――

「…………」

　鹿沼邸を見上げて深呼吸を一つ。

　それから意を決して瑞人はインターフォンのボタンを押おした。

　ピンポーン……とごく平へい凡ぼんな呼び出し音が鳴る。考えて見れば昨日はいきなり弑子に連れ込まれたのでこの音を聴きいていないのだ。

『――はい』

　インターフォンの向こうから聞こえてきた女性の声に、瑞人は想わず背筋を正す。電気回路越ごしで少しざらついて聞こえたが――その声には覚えが有る。昨日会った美裕希の母のものだった。

「あ、す、すみません。かぬ……美裕希さんと同じクラスの富士宮瑞人といいます」

　どもってしまったのが情けない。

　思わずやり直したい気分になったが、そういう訳にもいかず、代わりに瑞人はこう付け加えた。

「昨日は……突とつ然ぜん、すみませんでした」

『ああ！』

　美裕希の母が納得した様に声を上げた。

　考えて見れば昨日は弑子にしか名乗っていない。『昨日の』の一言でようやく瑞人が誰なのかに思い至ったのだろう。

『ちょっと待ってね』

　そう言い置いてインターフォンは沈ちん黙もくする。

　十数秒後――がちゃがちゃと鍵かぎを開ける音がしたかと思うと、鹿沼家の扉とびらは開かれた。

「どうぞ。入って頂戴」

「あ――ありがとうございます」

　昨日のグダグダ感を払ふつ拭しよくしようと、瑞人はかっちり礼れい儀ぎ正ただしくお辞じ儀ぎをすると、招かれるままに鹿沼家へと足を踏み入れた。

「ごめんなさいね。昨日は全然挨あい拶さつも出来なくて……」

　美裕希の母は微び苦く笑しようを浮かべてそんな事を言ってくる。

「いえ。そんな。とんでもないです」

　慌てて瑞人は首を振った。

「俺――じゃなくて、僕ぼくの方こそ、なんだか、あの、三途川さんに振り回されてばかりできちんと御ご挨あい拶さつ出来なくて。あ、お、お邪魔します」

　靴くつを脱ぬぎながらそう応こたえる瑞人。今日はきちんと失礼のない様、礼儀正しく――そんな事を考えているせいか、思わず姿勢を崩くずしてコケかけた。

（ああくそ……）

　情けない。

　胸の内で瑞人が嘆なげいているのに気付いているのかいないのか……美裕希の母は朗ほがらかな笑え顔がおでこう言った。

「でも嬉うれしいわ。美裕希のお見舞いに来てくれるなんて」

　そしてどうぞどうぞと瑞人を奥おくの方へと案内する。

　昨日は弑子に引っ張られるままで、じっくり見ている暇ひまも無かったが……鹿沼家の中は綺き麗れいに片付けられていた。

　何というか、同じ建て売り住宅であろうに、富士宮家とは雰ふん囲い気きが全然違う。小物があちこちに雑然と置かれていて、生活感漂ただよう瑞人の家とは正反対――びっくりする位に『出したまま』のモノが無い。徹てつ底てい的てきに片付けられているその様は、まるで何ど処こかのショールームみたいだった。
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「あ、あの……これ」

　と瑞人はケーキの箱を差し出す。

「お見舞いに」

「まあ……ありがとう」

　嬉しそうに微ほほ笑えんで美裕希の母はこれを受け取った。

「少し居間で待ってて貰って良いかしら？　一度――美裕希に話してくるわね」

「え？　かぬ……もとい、美裕希さん、起きてるんですか？」

「今朝は少し調子が良いみたい」

　首を傾げて不思議そうに言う美裕希の母。

　彼女がこういう反応を示すという事は――美裕希の状態が快方に向かっているという事なのだろうか。もしそれが、弑子が瑞人のフィギュアを手に入れた事が原因なら、それはそれで良い事なのだろう。

　なんだかんだで自分のフィギュアが他人の役に立つのは嬉しい。

　そんな事を考えながら、美裕希の母に指し示されたリヴィングへと入ると――彼女は二階の美裕希の部屋に向かったようだ――そこには一人、先客が居た。

「三途川弑子！」

「――んむ？」

　名を呼ばれて顔を上げる弑子。

　霊れい能のう者しやなんだから他人の気配を察するとかそういう能力があっても良さそうなものだが、どうも今まで瑞人の訪問には気付いていなかったらしく――ソファに座っていた彼女は、きょとんとした表情でこちらを見上げてきた。

　ソファの前のローテーブルには瑞人のフィギュア。

「……って！」

　瑞人は思わず悲鳴じみた声を上げた。

「見せたのか!?」

「んむ？　おお富士宮瑞人、昨日は――」

「見せたのかよ!?」

「んむ？　どうした？　見せた？」

「鹿沼さんのお母さんにだよ！」

　自分の作ったフィギュアを指差して叫さけぶ。

「あ？　――ああ。これか。見せて説明したで」

「ぎゃああああああ!?」

　仰のけ反ぞって瑞人は叫んだ。

　恥ずかしい。フィギュア作りそのものには誇ほこりを持っている瑞人だが、架か空くうのキャラクターならともかく、実在の人物、それも同級生の像を作っていて――しかもそれを相手の母親に見られるなどと……！

「どんな羞しゆ恥うちプレイだよ!?」

「感心してはったで。すごく良く出来てる、親の眼から見てもリアルや――て」

「んぎゃあああああ!?」

　恥ずかしい。穴があったらジャンピング突とつ入にゆうしたい。

　思わずその場でのたうち回りそうになる瑞人をその三白眼で眺めながら、弑子は言った。

「いや、しかし本当によく出来てるで、これ」

　その口調に冷やかしとは別の――端たん的てきに言えば感かん嘆たんの響ひびきがあるのを聞き取って、瑞人は仰け反って吼ほえるのを中断した。

「というか君……これは誰か師し匠しように教わったもの？」

「これ？　これって？」

「こういうモノを作る技術」

「いや……全くの我がり流ゆう。まあそりゃホビージャパンのハウツー本くらいは読んだけどさ」

　そもそも伝統工芸と違って、この手の造型は何でもアリだ。

　使えるものは全く違う分野からでも引っ張ってきて使う。歯科技工士のスパチュラや、シリコンの型取り材を使うのなどは、その典型である。実利的な有利不利はあっても、そこに『禁きん忌き』は無い。つまり日々試し行こう錯さく誤ごであるし、常に新しい素材が導入され、新しい技法が考案され、新しい手法が試みられている分野だ。

「んむ……となると、これは『技術』やなくて君に元から備わる『能力』か」

　腕を組んでフィギュアを眺めながら弑子は言った。

「なんだ？　そんなにそれが特別なもんか？」

「特別や。実際……正確な数字が出せるもんやないけど、鹿沼美裕希さんに流れ込む筈の呪いの力を、半分以上せき止めてるで、これ」

「半分……」

　それが凄い事なのかそうでないのか今一つ瑞人には分からないのだが。

「この三日ほど、昼も夜も意識が朦もう朧ろうとしとって、喋しやべるのすら難しかった位や。そやのに今朝になって意識が戻って、飯も食べた」

「そんなに酷ひどかったの？」

　確かに昨日、瑞人が部屋に上がった際には、全く起きてくる様子が無かったが。

　あれは眠ねむっていたというより、呪いの症状が進行して失神している状態だった様だ。

「身代わり人形、なんて言葉もあるしな。こういう事例は、程度を問わへんかったら、そう珍めずらしい話でもないんやけども」

　フィギュアを指先でつつきながら弑子は言った。

「ここまで効果がはっきりと出るモンとなると、専門の工こう匠しようが作った『身代わり』位しか前例が無いねんよ」

「はぁ……」

「まあそれだけ込められた愛が強かったんかな？」

　にんまり笑って横眼で弑子は瑞人を見る。

「ちょっ……!?」

　顔色を変えて瑞人は言った。

「違っ……そんな俺は別に……！」

「はいはい。まあ今はこの『身代わり』が、どうして君に作れたかなんてのは後回しでええのよ。大事なのは『身代わり』が思たよりも時間を稼かせいでくれそうって事。うちはこれでようやく自由に身動きがとれる事になるねん」

「そう……なのか」

「まあそれでも一週間かそこらやろけどな。かなり強力な『呪い』やねん。だからその数日の間に元げん凶きようを見つけんとやばい」

「それってその、呪いの流れを辿るとかすれば、すぐに分かるんじゃ？」

「言わへんかった？」

　弑子は肩かたを竦すくめる。

「三途川の人間は、鈍感やから『祟り破り』が出来てるねん」

「……え？　それって」

「電話の逆探知みたいに、根元まできちんと辿っていける位、私の『眼』は良ぅないっちゅーこっちゃ。元々そう簡単に辿れる様なモンでもないし」

　道具を使い、美裕希の側そばに居て、時間を掛かけて――ようやくどの方向から来るかが判る程度なのだとか。元々呪いは相手に隠かくれてやるものだ。その根本的な性質から、弑子でなくても『逆探知』はしにくいものなのだとか。

「じゃあ普ふ段だんはその、どうやってその流れを引き込んでるんだよ？」

　胡う散さん臭くさいものを見る目付きで弑子を眺ながめながら瑞人は問うた。

　何処からやってくるかもよく判らない代しろ物ものをどうやって捕つかまえるのか。

「勝手に呪いがこっちに来るようにしてるんよ」

　と――弑子は自分の胸を指差した。

　ちなみに和服の類はあまり胸が無い方が見み栄ばえが良いと言われるが、そういう意味で弑子はこの白黒巫み女こ服がよく似合っていた。

　そういえばこの少女――一体、何なん歳さいなのだろうか？

「うちが伊だ達てや酔すい狂きようでこんな格かつ好こうしてるとでも？」

「……ハッタリのコスプレじゃないのか？」

「君、うちをどういう眼で見てたんよ？」

　眼を細めて瑞人を睨にらむ弑子。

「名前からしてそうなんやけど――」

　と弑子はローテーブルの上に在ったメモ用紙とペンで自分の名前を書いて見せた。

　三途川弑子。

　まあ普ふ通つうは名前として付けない様な苗みよう字じであり漢字だ。

「不ふ吉きつなもの、縁えん起ぎの悪いもの、そういうのを全身に帯びて、言うなれば負の引力みたいなのを作ってるんよ。呪いがこっちに来き易やすい様に」

「ははあ……」

「例えばほら……雷かみなりってあるやろ」

　弑子は空中に指先でジグザグを描いて見せた。

「あれってなんで、ジグザグに走ると思う？」

「どうしてって……」

　そういうものだ、としか考えた事も無かったが。

「電気っちゅーのは、結局、流れやすい処を選んで流れるんよ。そやから微び妙みような空気の温度や密度とかによって導電性が変化して、真まっ直すぐではなくて、ジグザグに落ちる。でもってその電気の特性を利用して、雷が余計な処に落ちようとするのを防ぐんが――」

「避ひ雷らい針しん？」

「そう」

　弑子は大きく頷いた。

「そやから、言うてみれば私は――というか私のこの格好と、名前と、まあその他諸もろ々もろは、呪いの避雷針やねん。私が呪いの対象者の側そばに居おると、呪いの何割かがこっちに紛まぎれ込こんでくるって寸法や。これで時間を稼ぐ訳やね」

「ははぁ……」

「これでも結構、常つね日ひ頃ごろから努力してんねんで？」

　何故か妙みように得意げに胸を張って弑子は言った。

「努力？」

「寝ねる時はいつも北きた枕まくらやし。お赤飯お茶ちや漬づけにしたりとか。旅館とかに泊とまる時は四号室とか九号室指定するし」

「……それ努力か？」

　そう言ってから――ふと瑞人は昼間のトイレで耳に挟はさんだ話を思い出した。

　そもそも美裕希を見舞うのは決心していたが、建て前としては弑子に情報提供をする為ために瑞人は鹿沼邸にやって来たのである。

「鹿沼さんを呪ってるって相手を今から探すんだよね」

「そうやね」

「呪ってるってのかどうかは分からないけど……」

　瑞人は――

『バスケ部のエースと言われている生徒が美裕希に告白して振られた事』

『その事を根に持って逆恨みしているらしい事』

『他にも美裕希に告白して振られた者は何人か居るらしい事』

『美裕希の不登校を喜んでいるらしい者が何人か居るらしい事』

　――を告げた。

「……んむ」

　弑子は思案顔で頷く。

「そやね。高校生やもんな。そもそも交友関係も殆ほとんど同世代、それも学校の内部に偏かたよるのは当然――やね」

「これが役に立つ情報かどうか分からないけど……」

　瑞人は言った。

　自分が持ってきたのはただの噂うわさだ。それ以上でもそれ以下でもない。情報と呼ぶのも恥ずかしい程度のものだ。

　しかし……

「鹿沼さんの呪いを一日でも早く破る手助けになれば」

「……んむ」

　更さらに首を傾げて弑子は何事か考えていたが……その時。

「――あの」

　廊下の方から美裕希の母親の声が聞こえてきた。

　瑞人と弑子が揃そろって振り返ると、美裕希の母親は微び笑しようを浮かべて続けた。

「美裕希が……」
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　多少状態が良くなったとはいえ……美裕希は未まだ未だ起きて歩き回れる様な状態ではないらしい。そういう訳で瑞人と弑子は二階の彼女の部屋まで出向いたのだが。

「美裕希さん」

　扉を叩いて弑子が声を掛ける。

「入るで」

「…………どうぞ」

　明らかに躊ちゆう躇ちよをたっぷりと含ふくんだ声が返ってきた。

　美裕希は、弑子はともかく、自分には会いたくないのではないか……？　そんな風に瑞人は考えてしまい、この時点でもう腰こしが引けていた。

　女の子なのだ。

　爛ただれ膨ふくれた顔で、知り合いには会いたくないと思うのが当然だろう。

　弑子が扉を開けて中に入っても、瑞人は廊下に残ったままだった。

「何やってんの？」

　弑子が振り返ってそう問うてくる。

「あ……いや俺は」

　躊躇しながら漏もらした声が届いたのか――

「……富士宮くん？」

　美裕希の声が彼を呼んだ。

　嫌がっている様には……聞こえない。

「いいから入り」

　弑子は言った。

　ここまで言われて拒こばむのも、何だかおかしい気がする。瑞人は『お邪魔します』と言って昨日と同じ美裕希の部屋へと一歩踏ふみ込こんだ。

（……あれ？）

　思わず眼を瞬またたかせる瑞人。

　異い臭しゆうが――和やわらいでいる。

　無くなった訳ではない。恐らく初めてこの部屋に足を踏み入れた人間は昨日の瑞人と同じ様に顔をしかめて立たち尽つくすだろう。そういう意味では単に瑞人が二回目で慣れただけ、と考える事も出来るが……

（これって呪のろいが少し緩ゆるんでるって事？）

　そんな事を考えながら瑞人はベッドの方に視線を向ける。

　そこには……上半身を起こしている美裕希の姿が在った。

「鹿沼さん――」

　思わず瑞人は安あん堵どの声を漏らしていた。

　美裕希の顔は……包帯で右半分を覆われていた。

　弑子によるとあの腫はれと爛れは呪いによるものなので、包帯を巻いても本来の意味は無いのだという。むしろ圧あつ迫ぱく感かんが有るばかりで本人も疲ひ弊へいするだけ――そういう理由で昨日は右半顔をさらけ出したままだったのだが。

　今日はあくまでその部分を見せない為にだけ、美裕希は包帯を巻いているのだろう。

　実を言えば瑞人はもう一度美裕希のあの顔を見て、驚おどろきや怯ひるみを表情に出さない自信がなかったのだ。だがそれは間ま違ちがい無なく美裕希を傷つけるだろう。だからこそ、美裕希と顔を合わせるのを躊躇ためらったのだ。

　だがとりあえず包帯をしている美裕希とは、普通に顔を合わせていられる。

　髪はぼさぼさで、肌はだも荒あれ気ぎ味みの様だが、そんな事は全然気にならなかった。ただ――室内だというのに美裕希はマフラーを首に巻き、手には手て袋ぶくろを填はめていた。

　恐らくそうして隠している部分は爛れ腫れ上がっているのだろう。

（下から症しよう状じようが上がってくる？）

　だとしたらそれは物もの凄すごい恐きよう怖ふだろう。

　足から太ふと股もも、太股から腹、胸、肩、そして腕や頭……全身がじわじわと爛れていくのは、進行が遅おそい分だけ、余計に犠ぎ牲せい者しやの神経を磨すり減へらすに違ちがいない。

「あ……あんまり見ないで」

　恥ずかしそうに顔を背そむける美裕希。

　彼女は窓の方を見ながら言った。

「ごめんね。こんな格好で……」

「いや。全然。というか起きてていいの？」

「……ちょっと今日は……楽だから」

　美裕希は少し嬉しそうに言った。

「昨日、ね、お見舞いに来てくれたんだね」

「え？　あ――うん」

　ちらりと弑子の方を見ると彼女は頷うなずいてきた。

　そういう事にしておけ、という意味だろう。

「ありがとう。お礼が言いたかったの」

「いや……そんな事」

　それを言う為に……その為だけに本当なら見られたくない姿を晒さらしているのか。

　ぼさぼさの髪も、荒れた肌も、パジャマ姿も、本来なら異性には絶対に見せたくない姿だろう。その程度の事は瑞人にも分かる。

　だが瑞人に言わせると、その程度の事では美裕希の魅み力りよくは全然損そこなわれていない。

　ひどくやつれた様子なのに……何処かその姿や声には相手をほっと和なごませるものが在る。

　やはり、人間の容姿には単に目鼻立ちだけではなくて、内側から滲にじみ出でる何かというものも、結構重要な部分を占しめているのだという事が、彼女を見ているとよく分かった。

「私……小さい頃ころ、身体からだが弱かったから」

　美裕希はぽつりとそんな事を言った。

「長い間、学校も、休んだりしてたから……」

　同級生にも覚えて貰えなくて。

　親しい友達も中々出来なくて。

　だから同世代の友達にお見舞いをして貰った事がなくて。

　たまに学校に出る事が出来ても、勉強にも、生徒達たちの話題にも、ついていけない。

「自分だけがね。置き去りにされて、忘れられちゃうみたいな……そんな気がしたの」

　皆が明日へ向かっていく中で、自分だけが昨日に佇たたずんでいる様な、そんな哀かなしい気持ちを何度も味わったと美裕希は言った。

「だからね。お見舞いに来てくれたって聞いて、すっごく嬉しかったの」

「……鹿沼さん」

「お前の事覚えてるよ、って言って貰えたみたいで」

「あ、当たり前だろ、覚えてるに決まってるよ、っていうか忘れる訳ないだろ」

　瑞人は思わずそう力説していた。

　男の子も女の子も色気づいていなかった小学生の時はどうだったか知らないが……美裕希みたいな美人がそう簡単に忘れ去られたりする筈はずが無い。少なくとも瑞人はあの黄たそ昏がれ色いろの教室で交かわした何気ない会話を、今もはっきりと覚えている。穏おだやかな――ただ綺麗なだけではなくて、見ているだけで癒いやされる様な、美裕希の笑顔と一いつ緒しよに。

「そっか。そうかなあ……」

　それでも少し美裕希は不安げだった。

「このまままた学校を長い間休んでたら……皆に忘れられたりしないかなあ」

「ないよ。ない」

「でも治らなかったら――」

「必ず治すから！」

　発ほつ作さ的てきに口にしてしまってから瑞人は気付いた。

　自分は今……何を言った!?

「え……」

　当然、美裕希もきょとんとした声を漏らして、こちらを振り返った。

　当たり前だ。瑞人自身がどうしてそんな事を言ったのか、よく分からなかった位だ。

「あ……その」

　慌あわてた瑞人は、何とか先の台詞せりふを誤ご魔ま化かそうと、咄とつ嗟さに思いついた言葉を被せる。

「俺おれ、物を作るの好きで、あ、人形とか、作ってるの鹿沼さん知ってた、よね、その、っていうか覚えてるかな、前に、肖しよう像ぞう画が代わりに、人形作れないかって――」

「あ。うん、覚えてる。覚えてるよ」

　少し嬉しそうに微笑む美裕希。

「富士宮くんこそ……覚えててくれたんだ」

「あ。うん。その――だから、さ、鹿沼さん、早く元気になって、その元気な姿を見せてくれないと作りにくいっていうか、いや、だからその……」

　言いながら、自分でも訳が分からなくなってきて、瑞人は慌てた。

　だが全くの的外れな事を言っている訳でも無い。

　美裕希は今のままでも十分に魅み力りよく的てきだと瑞人は思う。

　だが普段の彼女はもっと魅力的だ。そういう彼女のまとう『空気』の様なものも含めて瑞人はフィギュアを作りたいのだ。ただの形を記録するだけなら、資料写真で十分だ。そうじゃなくてそれが『作品』であるならば、やはり、物理的な形を越こえた何かまで、造型には込めないといけないと瑞人は思う。

　そしてそれを彼女に渡したいのだ。

　妙に美裕希は自分の事を卑ひ下げするというか……あまり自分の魅力を自覚していない様な様子が窺うかがえる。だから眼の前にフィギュアを置く事で『あなたはこんなに魅力的です』と教えてあげたいとも思うのだ。

「だから、つまり……ごめん」

　だがうまくその辺りの事が言葉にまとめられない。

　口よりは手を動かす方が得意な瑞人である。この場で曖あい昧まいな自分の感情を表現出来るなら、彫ちよう刻こく刀とうやヘラを手に造型をするよりも、小説か詩でも書いていた事だろう。

「どうして謝あやまるの？」

「え？　いや――なんかちゃんと言えなくて。自分でも何言ってるのかよく分からなくなってきちゃって。いや本当にごめん」

「おかしいよ。全然謝る必要なんてないのに」

　そう言って美裕希は嬉しそうにまた笑う。

　その姿がまた――

「鹿沼さん……」

「――あー、ゴホン」

　妙にわざとらしい咳せき払ばらいが瑞人と美裕希の間に割り込んだ。

　弑子である。

　そういえば彼女の存在をすっかり忘れていた。

　慌てて振り返ると祟り破りの少女は、呆あきれた様子でこちらを眺めている。多分、気のせいだとは思うのだが……肩に乗っている鴉からすや、足あし下もとの猫ねこ、腕に巻き付く蛇へびまでもが、辟へき易えきしている様な気がした。

「とにかくそういう事やから」

　弑子がとりまとめる様に言った。

「彼が――富士宮瑞人くんが、うちに協力してくれる事になったんよ」

「……え？」

　と思わず弑子の方を見てしまう瑞人。

　だが弑子は横よこ眼めで一いつ瞬しゆん、『いいから黙だまってこちらに合わせとき』とでも言いたげに彼を睨むと――そのまま続けた。

「どうにも『呪い』の発生元の特定に手こずってるねん。そやけど考えて見たら元々高校生の交友関係なんてそう広くないやろ。美裕希さんを呪っている相手が、同じ学校に居る可能性は低ぅないんよ」

「それは……」

　表情を曇くもらせる美裕希。

　確かにこんな事を言われたら誰だって辛つらいだろう。同じ学校に通っている誰かが、自分に呪いを掛ける位に、憎にくみ、嫌きらっている可能性が有る、という事なのだ。

　だが弑子は美裕希の反応には特に構わず、淡たん々たんと事務的な口調で続けた。

「そやから、同じ学校に通っとる彼に手伝って貰う事になったんよ。学校っちゅー場所は意外と外部の人間から見れば閉へい鎖さ性せいが高い場所やしね」

「そうなんだ……？」

　美裕希が少し驚きの表情を滲ませて瑞人の方を見る。

　そして――彼女はぺこりとお辞儀をしてきた。

「あの……よろしくお願いします」

「い、いや……」

　どう答えたらいいのか分からず、瑞人はただ狼ろう狽ばいする。

　そもそも美裕希とは特に親しかった訳でもない。こんなに長く喋るのは、それこそあの黄昏色の教室以来の事ではないだろうか。

「まあそういう事だから、その、鹿沼さんも頑がん張ばって！」

　急に恥はずかしさがこみ上げてきてこの場から逃にげ出だしたくなった瑞人は、そんな風に話を切り上げると、ぎくしゃくと美裕希の部屋から廊下へと出る。

「じゃあ――また」

　戸口の処で振り返ってそう告げる瑞人。

「もう帰っちゃうの……？」

　むしろ残念そうに尋ねてくる美裕希の声には、後うしろ髪がみが引かれる想いだったが、このまま此こ処こに居たら焦あせって何か余計な事でも言ってしまいそうだった。

「うん。まあ、その……」

「また……来てくれる？」

　おずおずとした口調で美裕希は言った。

　まさか彼女の方からそんな事を言ってきてくれるとは思ってもみなかったので、瑞人は驚いて立ち竦む。

「も……もちろん」

　辛かろうじてそう言い、笑顔を取とり繕つくろうのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　今度こそ瑞人は弑子と――そして彼女の三匹びきのお供と一緒に美裕希の部屋を出る。

　階段を降りて玄げん関かんの方に向かいながら、瑞人は安堵の溜ため息いきを漏らした。

「良かった……本当に」

　昨日の美裕希を見た後は……本当に不安で殆ど眠れなかったのだ。

　だが今は希望が持てる。来て良かった。本当にそう思う。

「……富士宮瑞人くん」

　ふと……隣となりを歩いている弑子が言った。

「え？　なに？」

　少し改まったかの様な彼女の物言いに瑞人は戸と惑まどう。

　何か変な事でもしてしまっただろうか――

「さっきの……」

「え？　さっきの？」

「君、さっきちょっと格好よかったで」

「な――何が？」

　何をした訳でも無いと思うのだが。

　美裕希の部屋に入って――それも弑子に強ごう引いんに引っ張られる様にして――美裕希と少し喋っただけの事である。何も特別な事はしていない筈だ。

　だが――

「実は結構難しいもんなんよ」

　面めん喰くらっている瑞人の隣で――弑子は前を、いや、何処か遠くの方を向いたまま、しみじみと言った。

「良い事であれ、悪い事であれ、想いを形にする、言葉にして言える、っちゅーのは……それだけでも、ね」

　考えるだけなら誰にでも出来る。

　思うだけなら聖人君子と同じ事を思える。

　だがそれを具体的な行動に移すのは――実は意外と難しいのだと。

「電車の中で立ってるお婆ばあさんとか、席譲ゆずるん躊躇する人も多いやろ。転んだ人に手を差し伸べるんとかもな。別に皆みなが冷れい酷こく非情な訳やないけど――誰もが行動に移せる訳でもないねん。君も覚えあらへん？」

「…………」

　確かに言われてみればそういう側面は在る。

　気き恥はずかしいとか。急いでいるとか。もし拒きよ否ひされたらどうしようとか。そういう言い訳ばかりが先に立って、きちんと胸の中に在る筈の善意を、行動に移せない事は――多分、誰にだって多い。

「今日かて……本当ほんまは、最初から何とかして彼女の力になりたい、思たから、来たんやろ？」

『お見通しやで』と弑子は八や重え歯ばを見せて笑った。

　そんな彼女は――実に可愛かわいらしく、しかし同時に頼たのもしかった。

「なかなかどうして『漢おとこ』やね？」

「三途川……さん」

　何か隣の小こ柄がらな少女がすごく自分よりも大人びて見える。

「ああ。弑子でええよ。三途川っていちいち言いにくいし」

　笑ってそんな提案をしてくる弑子。

「私も瑞人――いや、瑞っちとか呼ぶから」

「気安ッ!?」

「名前はね。最小限の呪やからね」

　弑子は言った。

　それは昨日、初めて名乗った際にも彼女が言っていた事だ。

「気安く呼ぶ事にも、特別な呼び方にも、意味が有るねん」

　そうして彼女は瑞人の方を向くと、ひょいとその右手を差し出してきた。

「よろしく――とりあえずやけど、うちの相方」

　白く小さな手を束つかの間ま、瑞人は見つめ――

「……よろしく」

　苦く笑しようして彼はそれを握にぎった。
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人を呪わば







　目覚めを促うながしたのは乾かわいた断続音だった。

　こつ。こつ。こつ。こつ。こつ……

　何かを叩たたく様な音がすぐ頭の側そばで響き続ける。

　一ひと度たび認にん識しきすると、それは執しつ拗ように意識を刺し激げきしてきて消えなくなった。

「……なんだ？」

　しょぼしょぼと眼めを瞬かせながら呟つぶやく瑞みず人ひと。

　半ば反射的に枕まくら元もとの目覚まし時計を確かく認にんすると――朝の五時だった。

「うげぇ……」

　瑞人は呻うめいた。

　二に度ど寝ねするには半はん端ぱな時間だ。

　しかしこの音は一体何なのだろうか？　まるで締しめの緩い水道から落ちる水すい滴てきの音の如く断続的なのだが――音そのものは硬かたい。何か硬いものを硬いもので軽く叩いているかの様な。そしてそれはかなり身近な処から響いている様だった。

「…………」

　身の回りを見回す瑞人。

　いつもと変わらぬ彼の部屋である。昨日はフィギュアの原型を修正して夜を明かす様な事は無かったが――机の上には作業途と中ちゆうの工具と、仕事分の原型が雑然と転がっている。

「……窓？」

　ようやく音の源に気付いて、瑞人はカーテンを引いた。

　途と端たん、朝の光が室内にわだかまっていた薄うす闇やみを駆く逐ちくする。だが朝日に白く光る四角い硝子ガラスの中で、一部だけが、まるで夜の闇やみが染しみ付ついたままになっているかの様に――黒い。

　鴉だ。

　黒い鳥は、外がい壁へきに少しだけ張りだしたバルコニー部分――大たい概がい、鉢はち植うえとかを置いたら一いつ杯ぱいになるアレだ――に止まって、こつこつと嘴くちばしで窓硝子を叩いていた。

（何なに故ゆえに鴉が？）

　寝ね惚ぼけた頭でそう考えてから数秒後、ようやく瑞人はある可能性に思い至った。

（これ……弑しい子この連れてた奴やつじゃないのか？）

　勿論、瑞人は鴉の見分けなどつかないのだが、わざわざ民家のバルコニーに止まり、中の人間に『起きろ』とばかりに窓ノックを続ける鴉となると、そこらでゴミを漁あさっている普通の鴉とは明らかに違う。

　そんな事を考えていると窓まど越ごしに鴉と眼が合った。

「…………」

「…………」

　見つめ合う鴉と瑞人。

　やがて鴉は『かあ』とオーソドックスに一声鳴くと、役目は終えたとばかりに羽ばたいて飛び上がる。だが何ど処こか彼方かなたに飛んでいくのかと思いきや――

「――あれ？」

　黒い鳥は急降下して富ふ士じの宮みや家の側そばの路上に下りた。

　もしや……そう考えて瑞人は窓を開けて身を乗り出す。

　するとそこには案の定――

「弑子！」

　三匹の黒い動物を従えた弑子の姿が在った。

　ちなみに、今日は何な故ぜか例の白黒巫女服ではなく、すっぽりと黒い外套マントでその小柄な身体からだを包つつんでいる。まるで黒いてるてる坊ぼう主ずだった。不吉さ満まん載さいで――雨どころか血や槍やりが降って来そうだったが。

「…………」

『祟たたり破やぶり』の少女は瑞人と眼が合うと、『下りてこい』とばかりに手招きしてくる。

　瑞人は溜め息をつきながらも、出来るだけ音を立てないように――寝ね起おきの寿すみ子こはとても凶きよう暴ぼうなのである――廊下を歩き階段を降りると、玄関に向かった。

「どうしたんだよ？　こんな朝早く……」

　寝間着パジヤマ代わりのシャツとジャージを申し訳程度に直してから玄関を開ける。

　そこには――妙に嬉しそうな表情の弑子が立っていた。

「言ったやろ。今日から君は私の相方や」

「え？　あ――」

　まあ昨日は確かに、その言葉を受け入れて握あく手しゆまでしたが。

「美み裕ゆ希きさんを呪ってる相手を捜さがす手伝いしてくれるんやなかったんか？」

「あ……ああ……でもこんな朝早くから？」

「早う来な、君、一人で学校に行ってまうやろ」

　生徒の『社会』は狭せまい。

　大たい抵ていの生徒の交友関係は学校の内部で完結してしまう。勿論、学外に交友関係を広げている生徒も少なくないし、インターネットを介かいして手広く人脈を広げている様な生徒も居るには居るだろうが、まともに通学している以上は、その一日の活動時間の半分を学校内で過ごしている事に違いは無い。

　当然……良くも悪くも学校内の人間関係は大量化・複雑化する。

　呪いの出元を探さぐるならまず学校関係から、というのは理に適かなっていた。

「昨日のうちに言っておいてくれたら時間合わせたのに」

「早めに出で掛かけた方がそんだけ使える時間増えるやん」

　と弑子は腕うでを組んで言う。

「……っていうか」

　瑞人は等身大の黒いてるてる坊主を見下ろしながら言った。

「時間より何よりまず解決すべきは、君の、その格好じゃないの？　部外者がうろうろしてたらそれこそ、授業時間とか休み時間とか関係無しにつまみ出されるよ」

　特に白黒巫女服の少女とか、黒い外套の少女とか、黒い動物引き連れている少女とか、何処からどう見ても怪あやしすぎる。不吉な格好は彼かの女じよのいわば職衣らしいが、そんな理り屈くつが教師や用務員に通用するとも思えない。

「……ふふん？」

　何故か意味ありげに笑う弑子。

　待ってましたと言わんばかりだが――何なのだろうかこの反応？

　瑞人が怪け訝げんの表情で見つめていると、外套の合わせ目から手を出した弑子が、己おのれの肩を掴つかんで得意げな表情を浮うかべた。

「どうやっ！」

　ばっ――！　と黒い外套が瑞人の視界一杯に広がる。

　思わず両手を上げてこれを払はらうと、そこには……

「――え？」

　制服姿の弑子が居た。

　それも、やけにぶかぶかというか――本人が服の中に埋うまっている様な感じで。

「それ……まさか」

「美裕希さんに借りてん」

　と弑子は言った。

　道理でサイズが合っていない筈だ。美裕希は高校生としては標準的な体たい躯くだが、弑子がやけに小柄なせいで、かなり不ふ釣つり合あいな印象になってしまっているのだ。

「んふふふふ」

　にやにやと得意げに笑う弑子。

「どうよ？　これ！」

　と瑞人の前でくるりと一回転。

　元よりぶかぶかだったスカートが、遠心力と風に乗って、ふわりと大きく舞まった。

（おお。これはこれで）

　などと内心で思う瑞人。

　フィギュアを作る際には固定ポーズという『一瞬』の中に生命感――躍やく動どう感かんを盛り込む為に、敢あえてふわりと着衣を舞わせる場合も少なくない。こうして見ていると、人形じみた弑子の様子も、年相応の可愛らしい女の子に見えるから不思議だ。

（というか、この子、本当に幾いくつなんだ？）

　何となく訊きくのが躊躇ためらわれてそのままになっているが。

　微妙に偉えらそうな口調で話し掛けてくるが、まさか瑞人達たちよりも歳とし上うえという事は無い――と思う。多分。何も確証は無いのだが。

　それはさておき。

「似合う？」

「あー……まあ、そこそこ」

　似合うという言葉の定義にもよるが、『可愛らしく見えるか』という問いならば肯定イエスだ。『相応ふさわしく自然に見えるか』という問いならば激しく否定ノーだが。

「今回は瑞っちの人形が『引き込み』担当してくれてるからなー」

　嬉うれしそうにスカートをつまんだり、襟えり元もとを引っ張ったりしながら弑子は言った。

「普段は着られへんよーな、こーゆー服を着る、絶好の機会やねん」

「あー。あれやっぱり、あんまり好きじゃないんだ？」

「当たり前やろ」

　と唇くちびるを尖とがらせて言う弑子。

「『普段からコツコツ不吉さを身に纏まとって呪いを引き込む習慣を付けましょう』ってのがうちの家訓なんや」

「それ家訓か？」

　などという瑞人の突っ込みはとりあえず無視された。

「お陰かげで持ってる服なんか九割方アレと同じやつやで」

「……残りの一割は普通なの？」

「普通の喪も服ふく」

「うわぁ……」

　それは何というか、年とし頃ごろの女の子にすれば相当きっつい状じよう況きようだろう。

　寿子が小こ遣づかいの殆どを服とアクセサリに使っている――勿論、親も普通の服は買かい与あたえているが、それでも自分の趣しゆ味みを十分に反映できないそうだ――のを見ているので、弑子の不満は何となく想像がついた。

　確かに制服一つで喜ぶのも納なつ得とくだ。

　今日はやたら嬉しそうだったのはこれが理由なのだろう。

（こうして見てると、普通の女の子だよなあ）

　制服に浮かれる弑子は、『祟り破り』などとは関係無い、ただ可愛いだけの少女に見える。というより――普段は、例の白黒巫女服の衝撃インパクトが大きすぎて、そういう部分にあまり見る側の注意が向かないのである。

「……うん」

　改めて瑞人は頷いた。

「似合ってる。すごく可愛い」

「……え？」

　きょとんとした表情で弑子は固まる。

　何を言われたのか分からない、といった様子でしばらく彼女は瑞人を見つめていたが。

「…………」

　まるでコップにトマトジュースを注ぎ込むかの様に――首の辺りから頭のてっぺんまで、面おも白しろい位の速さで赤くなっていく。元々の肌が白いせいで、その辺りの変化はやたらにはっきりと眼に見えた。

「な、何言って」

　声が限界まで上ずって――というか裏返っている。

（うわぁ……）

　瑞人は内心で焦っていた。

　ただの一言でここまで劇的な反応が返ってくるとは思ってもみなかったのである。所いわ謂ゆる『逆げき鱗りんに触ふれる』という言葉が有るが、どうやら『可愛い』という一言はこの正反対の効果を弑子に生み出していたらしい。

　彼女の容姿の整い方を見れば、言われ慣れていてもおかしくないのだが、やはり、普段の格好が先に眼について、あまり正当な評価を受けていないのかもしれない。

　弑子は真っ赤になって言葉に詰つまったまま。

　瑞人は戸惑ってやはり言葉に詰まったまま。

　二人は富士宮邸ていの玄げん関かん先さきでぎこちなく沈ちん黙もくを続けていたが――

「御ご主しゆ人じん。そろそろ時間が」

　沈ちん殿でんする静せい寂じやくを破ったのは第三者の声だった。

　瑞人には聞き覚えの無い声だ。何ど処こか事務的というか機械的というか……感情のあまり感じられない平へい坦たんな口調である。

「あ――そ、そうやね」

　その一言で弑子は我に返った様だった。

「行こか」

　弑子は折おり畳たたんだ外套を脇わきに置いていたボストンバッグに詰め込む。最初からそう躾しつけてあるのか、鴉と猫と蛇も先を争あらそう様にしてボストンバッグの中に入っていった。

　だが――

「ちょっと……今の、誰だれ？」

　瑞人が辺りを見回して問う。

　近くには彼かれと弑子以外に人間の姿は無い。

　携けい帯たい電話か何かの声かとも思ったが――弑子はそんなものを持っている様子も無い。

　となると……

「まさか」
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　ボストンバッグからちょこんと仲良く並んで首を出している鴉と猫ねこと蛇。

　見方によっては恐おそろしく非現実的シユールなその姿を見下ろしながら――

「そいつらが？」

「他ほかに何が居るというのかね？」

　と言った。

　何処かの紳しん士しみたいな台詞を…………猫が。

「――!?」

　ぎくりと身を強こわ張ばらせる瑞人。

　言葉そのものは妙に偉そうだが、口調はやはり淡々としていた。何というか、調整不足の歌手ソフトボーカロイドに台詞だけ入力したかの様な喋しやべり方かただった。

「いやだってこれ動物……」

「人間だって動物ですわよ？」

　と言った。

　何処かの御お嬢じよう様さまみたいな台詞を…………蛇が。

「いやだから人間以外は普ふ通つう喋らない――」

「オウムや九官鳥もしゃべるぜい！」

　と言った。

　何処かの威い勢せいの良い兄あんちゃんみたいな台詞を…………鴉が。

「…………」

　何か自分の立っている足下が――地面が唐とう突とつに泥どろ沼ぬま化かした様な気分である。

　というか何なのだろうかこの、屁へ理り屈くつ振ぶりと意味不明のキャラ付けは。

「ああ。言ってなかったっけ」

　弑子が瑞人を振ふり返かえって言った。

「こいつらは式神や」

「……シキガミ？」

「まあ雑ざつ霊れいとか動物霊とか……器物霊とかを使う場合もあるけど、そういうのを用いた、いわば使つかい魔ま。シモベ、やね」

「…………」

「鴉がヤヨイ、蛇がサツキ、猫がカンナ」

　呼ばれた順に三匹が会え釈しやくするかの様に身じろぎする。

　改めて瑞人はボストンバッグの三匹を眺ながめ――ふと、脳のう裏りに一つの考えが閃ひらめいた。

「ひょっとして鴉とか黒猫とか……」

　不吉な動物ばかり連れているのも。

「そうそう。こいつらもいわば仕事着の一部みたいなモン。ちなみに本体はただの御お札ふだやで。そやから実は実体とか無いねん」

「……え？」

「実体が在る様に見えてるのは、まあ、うち等らの感覚がそういう風に錯さく誤ごしてるから。カメラか何か持っていたら、撮とってみると面白いで。何も写らへんから」

「…………」

　携帯電話を取りだして、カメラモードでボストンバッグに向けてみる。

　すると確かに、液えき晶しよう画面には三枚の御札が、ちょろりとボストンバッグの口からこぼれている様に見えるだけで、鴉も猫も蛇も映ってはいない。代わりに三枚の御札には、細かな模様や文字と共に、大きく朱しゆ色いろの漢字で『夜や宵よい』『刹さつ希き』『諫かん奈な』とそれぞれ書き込まれている。多分これが彼かれ等らの名前なのだろう。

「五感全すべてに作用するから、まあ、いわば触れる幻げん覚かくって処ところやね」

「……ＡＲコードみたいなもんか」

　拡張現実ＡＲコードとは、ある種のバーコードの様な媒ばい体たいの中に立体や画像の情報を仕込んだ代物だ。これをデジタルカメラで撮さつ影えいして情報処理機能を持った回路を経由すると、そこにあたかも、『何か』が存在しているかの様な立体映像や画像が混ぜ込まれる事になる。

　例えば、切手の様な大きさの黒白模様を撮影すると、そこに、本来は存在しない筈のキャラクターが立って、こちらに微ほほ笑えみかけてきたりするのだ。

　基本的にはカメラを介しているだけなので映像――視覚だけだが、人間の脳に直接作用する様な情報を入力出来れば、それはそのまま『居る筈が無いのに居る様にしか思えない』幻覚が誕生するのではないだろうか。

「これ……君が作ったの？」

「まあね」

　と得意げな笑え顔がおで弑子は言った。

「喋しやべれてもそんなに知能は高たこぅないし、色々と不自由な部分もあるんやけどね。私は私で言ゆうた様に、霊れい力りよくは有っても霊れい的てきに『鈍どん感かん』やから。こういう支援者サポートの有る無しは大きいんよ」

「喋れるだけでも相当だと想おもうけど」

　瑞人がシキガミ――式神と言われれば、まず思い出すのは安あ倍べの晴せい明めいだ。

　史学にもその名が出てくる超ちよう有ゆう名めいな陰おん陽みよう師じ。言ってみれば日本最大のオカルティストである。安倍晴明は式神を使う事を得意としており、平安貴族達を大層驚かせたと言われているが――そういう意味では、弑子も、大陰陽師と並ぶ存在に見えてしまう訳で。

「凄すごいな……」

「え？　そ、そう？」

　また顔を赤らめながら言う弑子。

　先さき程ほどの様な激しさではないが――やはり照れているらしい。どうもこの少女は褒ほめられる事そのものに慣れていない様だった。そしてその中でも特に自分の容姿については、慣れていないという事なのだろう。

「御主人。心しん拍ぱく数すう上じよう昇しよう中ちゆうですわ」

「御主人。血圧も上がっておる」

「御主人。ちと落ち着けって」

「――やかましい！」

　口々にそう報告してくる刹希、夜宵、諫奈にそう怒ど鳴なる弑子。

　その様子が妙みようにおかしくて――可愛くて瑞人は笑ってしまった。

「君も何笑ってんねん!?」

　振り返ってこちらを睨んでくる弑子。

「いや。ごめん。馬ば鹿かにしてるとかじゃないから」

　慌てて両手を掲かかげて瑞人は言った。

「その、やっぱり可愛いと……」

「…………」

　途端に黙り込んでまた赤面する弑子。

　その様が尚なお更さらに可愛い感じだった。

「御主人。更に血圧――」

「ああもうええから！　行くで！」

　ボストンバッグに改めて三匹を押し込むと、弑子はこれを肩かたに提さげて歩き出そうとする。

「あ、ごめんごめん」

「こんどは何よ!?」

「俺――着き替がえないと。十分だけ待って」

「…………」

　顔をしかめて――未いまだ赤いままだが――弑子は、ボストンバッグを下ろす。

「早く」

「了りよう解かい」

　そう応じると瑞人は身み支じ度たくを開始すべく自分の部屋に戻もどった。
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　確かに協力するとは言った。

　不慣れな学校では歩き回るだけでも弑子は瑞人の助けが有った方が良い――その辺りの事も勿もち論ろん、理解はしていた。

　だが――

「まさかサボらされるとは……」

　溜め息をつきながら、瑞人は授業中の校内をこっそり弑子と共に歩いていた。

『まずは昨日、君が言うとった容疑者から調べていこと思うねん』

　と登校途と中ちゆうで弑子は言った。

　容疑者というのは、昨日、瑞人がトイレで聞いた『バスケ部のエース』だ。

　美裕希に告白して振られた男子生徒。

　他にも『容疑者』は何人か居る様だが、一番特定しやすいのはその人物だろう。瑞人達と同学年でバスケットボール部でなおかつエースとなると、まあ該がい当とうする人物は三人と居ないだろうからである。

　だが――

　早めに登校はしたものの、バスケットボール部は朝練をしていなかった様で、件くだんの『美裕希に振られたバスケ部のエース』を見つけ出す事は出来なかった。そもそも誰がバスケットボール部なのかも瑞人は知らず、運動部の名めい簿ぼを手に入れて調べるだけで始業前の時間を使い切ってしまった。

　このままでは容疑者一人を調べるだけで、今日は終わりかねない。

　そういう訳で瑞人と弑子は、授業中にも何らかの形で調査を続行しようという事になったのである。基本的に授業には真ま面じ目めに出る方針の瑞人としては、かなり抵てい抗こう感かんが有ったのだが――美裕希の為ためだと言われると、さすがに断り切れなかった。

　しかも弑子は瑞人の携帯を使って学校に連れん絡らくを入れ――瑞人の母のフリをして『瑞人は今日は体調が優すぐれないので休みます』とまで言ってしまった。しかもどういう仕し掛かけなのか、彼女がぺたりと一枚の御札を取り出して喉のどに貼はり付つけると、子供っぽい甘あまさを多分に含ふくんだ彼女の声は、見事にちょっと掠かすれ気ぎ味みのオバサン声に変へん換かんされ……学校側も疑う様子は微み塵じんも無い様だった。

　ここまでされては、もう本当に弑子に付き合うしかない。

「それで――やね」

　学校の玄げん関かん口ぐち……まるで公団住宅みたいに靴くつ箱ばこが何列も立ち並ぶそこで立ち止まり、弑子は瑞人を振り返った。

「そもそもこの学校の……」

「――お前ら何してる」

　不意に割り込む低い声。

　二人は揃ってその声の方を振り返る。

　靴箱の『壁かべ』を回り込んで姿を現したのは……スポーツ刈がりにジャージ姿の、全身で『俺は体育教師だ！』と主張しているかの様な中年男だった。

「げっ……沢さわ田だ」

　瑞人は思わず呻うめき声ごえを漏もらしていた。

　生徒達にはとにかく評判の悪い教師である。見た目通りに体育教師なのだが、その肩かた書がきとは裏腹に、性格は爽さわやかさとはまるで無む縁えん、ネチネチと、それも嫌いやらしい口調で生徒に説教をするので有名なのだ。瑞人達が直接その授業を受けた訳ではないが、とにかく全校生徒から嫌われている。

　サボりが見つかる相手としては最悪だった。

「今は授業中だなあ」

　ねちりとした口調で沢田は言った。

「何やってるんだお前等？　ああ？」

「あ……いや……」

「学年とクラスと名前を言え。おら。早くしろ。耳が聞こえないのか？　ああ？」

「えっと……」

　焦る瑞人。

　自分は今日は欠席になっている筈で――此処に居るのはおかしいのだ。恐らく名前と出席番号を確認したら、沢田はそのまま家にも電話をするだろう。しかも弑子に至っては学校の生徒ではないので、出席番号なんぞ在る筈もない。

「まったく最近の奴やつ等らは、ろくに根こん性じようも無くて、頭も悪い、そのくせ、色気づくのだけは一人前だ。ああ？」

　細い眼で瑞人達を睨みながら、沢田は吐はき捨すてる様に言った。

「ケダモノかお前等。親の金で喰くわせて貰もらってる癖くせに、良いい身分だなあ、ああ？　小遣いでコンドーム買うのか？　ああ？」

「え？　あ――」

　どうも沢田は瑞人と弑子が授業をサボって不純異性交友をしているとでも思っているらしい。男女が一緒に居ればもうそういう事を頭から疑う時点で、考え方が卑いやしいとしか思えないのだが……

「ああ？　大体なんだお前、その制服――」

　沢田は弑子のだぶだぶの制服に眼をつけたらしい。

　弑子は――

「…………」

　焦らず怒おこらずポケットに手を入れて沢田に向かって一歩踏み出す。

　彼女は眼を細めて無表情に陰いん険けん体育教師の顔を見上げると――

「なんだ？　ああ？　お前、反はん抗こう――」

「うるさい。黙れ」

　少し背せ伸のびをしながら右手で沢田の顔面を叩いた。

　いや。違う。それは……

「急きゆう々きゆう如によ律りつ令りよう」

「…………」

　弑子がそう唱えると、いきなり沢田は黙り込んだ。

　まるで立ったまま失神したかの様にだらりと両りよう腕うでを左右に垂らし、持っていたバインダーを落としてしまう。だが倒たおれる事も無く、虚うつろな目をして、彼はそのまま立たち尽つくしているのだ。

　その細い眼と細い眼の間。

　眉み間けんから顎あごにかけてに……顔を縦断する様にして一枚の御札が貼られていた。

「とっと……」

　背伸びをして、それだけでは足りずにほんの少し跳とんだせいか、姿勢を崩くずしてよろける弑子。そんな彼女に手を差さし伸のべて支えてやりながら、瑞人は問うた。

「何したんだ？」

「黙らせたんよ」

　瑞人の肩を掴んで体勢を立て直しながら、何でもない事の様にあっさりと弑子は言った。

「いやそれは見れば判わかるけど……」

「呪じゆ術じゆつで」

「……それもまあ判るけど……」

　まるで中国産動死体の様に、顔に御札を貼られている沢田。

　このまま放っておいたら、それこそぴょんぴょん手を前に出して跳はねそうな気がした。

「殺してないよね？」

「誰がそんな面めん倒どうな事すんねんな？」

　そう言って弑子は沢田の顔の御札を指差した。

「瑞っち。剥はがして」

「え？　だ――大だい丈じよう夫ぶ？」

　剥がした途端に暴れ出したりしないだろうか。

　おっかなびっくりといった様子で瑞人は御札をはがす。

　すると……

「…………あ？」

　沢田は瞬きを二度三度。

　それから身を屈かがめて落ちていたバインダーを拾うと、そのまま何度か首を傾かしげながら歩き去っていった。まるで眼の前の瑞人と弑子が見えていないかの様に……

「…………どうやったの？」

「式神の逆」

　弑子はそう言った。

「在るものを無い様に見せただけや。今日一日は、あの男はうち等の姿を見ても、声を聴いても、それを認にん識しき出来ないよーになっとる」

「……そんな事出来るのか」

「まあ誤魔化しや、誤魔化し」

　弑子は肩を竦すくめると、靴箱の一つに歩み寄ってこれをあける。

　引っ張り出したのは美裕希の上うわ履ばきである。彼女はこれに履はき替かえて――ただし随ずい分ぶんとこれもぶかぶかだったようだが――瑞人にも上履きに履き替えるよう促した。

「あれ？　でも――」

　それから弑子と校内を歩きながらふと瑞人は気付いて言った。

「そんなの使えるんだったら、わざわざ着替える必要なかったんじゃないか？」

　弑子と瑞人の存在そのものを、全員が認識しないようにしてしまえば良い訳で。

　そうすれば透とう明めい人間の様にこの学校を歩き回れる――

「無理」

　あっさりと弑子はその考えを否定してきた。

「呪術ってのはつまり、曖昧な、精神とか気持ちとかそーゆーのをまとめて、形と方向性を与えて使う技術や」

　歩く度たび、弑子の上履きがかぽかぽと音を立てる。

　やっぱりサイズが合っていないのだ。

「物理的にうち等の姿が消える訳やないねん。監かん視しカメラとかにはばっちり映ってまうで。人間の眼に見えなくなるだけや。それに不特定多数に効果を及およぼそう思たら、それなりに大規模なものになるし、私一人じゃちょい無理や。学がつ校こう中じゆうの生徒、教師、その他関係者全員に、呪符貼って回るなら別やけどな」

「ははあ……」

　理解出来るような、出来ないような。

　だが――

（曖昧な、精神とか気持ちとかを、まとめて、形を方向性を与える……か）

　その説明は何だかとても受け入れ易やすい。

　それは瑞人にとってのフィギュアも、そうしたものだから、なのかもしれない。

　ただ物理的な形を再現しただけのものではない。

　その中に『気持ち』とか『想い』とかを含めた曖昧なものをも、組み込んで、形にしてやる事が、造型なのだと瑞人は想う。

（案外、近いものなのかも……ってそんな筈ないか）

　フィギュア作りと呪術が同じ筈も無いが。

　しかし――何処かに通じるものがあるからこそ、瑞人のフィギュアが、呪じゆ術じゆつ的てきな『身代わり』となって美裕希を護まもっているのかもしれない。

「どうしたん？」

　不思議そうに弑子が振り返って尋たずねてくる。

「いや、何でも無いよ」

　ついつい嬉しさで緩ゆるみ掛かけた頬ほおを引き締めて、瑞人は言った。
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　人物を特定は出来てもそれで終わり……という訳にはいかない。

　その『バスケ部のエース』が本当に美裕希を呪のろっているのかどうかを確認しないといけないからだ。

「呪いっちゅーのは、大抵の場合に、具体的な行動を伴ともなうねん」

　と校舎裏の茂しげみに身を潜ひそめながら弑子は言った。

「具体的な行動？」

「分かり易い例でいけば」

　首を傾げる瑞人に弑子は人差し指を一本立てて言った。

「五ご寸すん釘くぎを藁わら人形にぶち込むとか」

「ああ……アレか」

　さすがに有名というか陳ちん腐ぷというか……瑞人でもすぐに脳裏にイメージが思い浮かぶ。

「勿論、呪いの『行動』ってのは他ほかにも色々あって、アレだけに限った訳やないねんけどな。とにかく具体的な『行動』っちゅうか、ある種の『一線越ごえ』みたいなのが無かったら呪いは呪いとして結実せえへんねん」

　そうでなければちょっと『あいつ嫌きらい』とか『こいつが憎にくい』とか強く想っただけで呪いが成立してしまう事になり、世界中、呪いだらけになってしまう。心の中に在る負の想念を具体的な形にして『心の外側に持ち出す』行こう為いが在ってこそ、初めて呪いは呪いとして成立するのだ。

「で……厄やつ介かいなんは本人に自覚が無い場合」

「自覚が無い？」

「五寸釘を藁人形にぶち込むだけが呪いやない言うたやろ？　例えば嫌いな奴の写真に落書きするとか……本人は呪いやと想てない可能性高いし」

「それって呪いなのか!?」

「条件が揃そろえば呪いに成り得る」

　と弑子は肩を竦めた。

「そやから――直接本人に問とい質ただして、それらしい行動を何かしてへんか、調べる必要がある訳よ」

「それは判ったけど……」

　弑子と一緒に茂みの陰にしゃがみ込みながら瑞人は言った。

「本当に来るかな……？」

　時刻は昼休み真まっ只ただ中なか。

　早々に昼食を終えた連中が、そこここで休み時間を堪たん能のうしている為、校内はかなり賑にぎやかな状態である。ただし校舎裏にまでわざわざやってくる様な物好きは居ない。弑子と瑞人の周りには中ちゆう途と半はん端ぱな静けさが凝こごっていた。

「来てくれな困るわ」

　と弑子。

　実は二人がこんな場所に潜んでいるのは――此処に件くだんの『容疑者』を呼び出だしているからである。

　具体的に言えば午前中に突つき止とめた『バスケ部のエース』こと片かた桐ぎり昌まさ明あきに対して、偽にせ物もののラブレターを書いたのだ。そして『昼休みに校舎裏で待っている』という旨むね書かれたそれを式神の刹希――黒蛇に託たくし、片桐昌明のクラスが教室移動をしている最中に、彼の机へと忍しのばせた。もし片桐昌明がそのラブレターを読んでいれば、校舎裏にやってくる可能性は有る………………

「でも名前も書いてないラブレターとか……悪いた戯ずらじゃないかと想うけどな、俺なら」

「え？　そ……そう!?」

　今いま更さらの様に不安の表情を浮かべる弑子。

「だ……駄だ目め？」

「どうだろう」

　可愛らしいレターセットなど元々持ち合わせが無かったので、瑞人のノートを一頁ページ綺き麗れいに切って使ったのはまあ良いとしても……わざわざ不慣れな丸文字を使い、ハートマークとか音おん符ぷマークとか顔文字とかを使いまくっている時点で、何かラブレターっぽくないなとは想っていた瑞人であった。

「っていうか、そう想うんやったらもっと早はよぅに言ゆうてや!?」

「いや……弑子、ノリノリだったじゃん」

　冷静な突っ込みを入れるのが躊躇われる位に。

「そ、そやけど、ああいうの書いた事ないから、なんか面白ぅて……！」

「そういう問題か……？」

　瑞人と弑子がそんな微び妙みように後ろ向きな会話をしていると……

「――来た！」

　弑子が手を伸ばして瑞人の頭を押おさえる。

　彼女が見ている方を振り返ると……そこには周囲を気にしながらも、一人で校舎裏へと足を踏み入れてくる男子生徒の姿が在った。

「あれが片桐昌明？」

　眼を細めて瑞人は呟く。

（案外普ふ通つうっぽいな）

　それが瑞人の抱いだいた第一印象だった。

　呪いの容疑者というから、もっとこう……地味で陰いん気きな姿を連想していたのだが、外見的には少し背が高いという位が特とく徴ちようで、本当に普通の男子生徒だ。目付きが悪い訳でもなければ、背中を丸め気味という訳でもない。さすがにラブレターで呼び出された為か、きょろきょろと落ち着き無く辺りを見回してはいたが。

　改めて考えれば、バスケ部に所属してエースと言われる位なのだから、むしろ体育会系の爽やか少年である可能性の方が高い訳で。

（あんな人が、本当に『振られた』なんて理由で、呪いを掛けたりするのか？）

　弑子に言わせれば、本人に自覚無しに呪いを掛けている場合もある訳だから、必ずしも外見と呪いの『行動』に関連性は無いのかもしれないが……

「…………」

　少年は校舎裏の中央で立ち止まると、改めて周囲を見回す。

　右手にはノートの頁ページを切り取って作った例の『ラブレター』。やはり彼が片桐昌明なのだろう。無関係の人間がたまたま校舎裏にやってきたという可能性はこれで消えた。

「よし。行くよ」

「あっ――ちょっと!?」

　止める間もあればこそ。

　弑子は茂みから立ち上がって小走りに片桐少年の方に向かっていく。

　勿論、瑞人は茂みの中で待機だ。告白の現場に男を同どう伴はんする少女は居まい。ここで彼が出て行けばあのラブレターが悪戯だと想われてしまう。

「あ……」

　弑子の姿に気付いた少年が立ち止まり――少し頬を赤くする。

　やはりこういう部分も瑞人の想像から少しずれていた。何というか、真面目で純情そうである。バスケ部のエースというか、女の子にモテモテでこう、いかにも『俺リア充じゆう』みたいな感じのチャラさを想像したりもしたのだが。

「この手紙、君？」

　片桐がそう問う。

「そう。私が書いた」

　弑子は彼へと歩み寄る。

　瑞人の位置から弑子の表情は見えないが……代わりに彼女が後ろ手に持っているものははっきりと見えていた。片桐少年の眼からは隠かくす様にして持参するそれは、午前中、教師の沢田に使ったのと同様の御札――呪符である。もっともよく見ると表面の文字と模様は異なっているので、別の効果を与えたものなのだろうが……

「それでその……話って……」

　意を決したのか、片桐は弑子の顔を真まっ直すぐ見つめる。

「…………あの」

　はにかむ様に少し俯うつむいて弑子が声を漏らす。

　恐らくは聞き取りにくかったのだろう。片桐少年は一歩前に出てその長身を折る様にして耳を弑子の方に近づけた。

　そして次の瞬しゆん間かん――

「急々如律令ッ！」

　絶好の位置に来た片桐少年の顔に、ぱしん――と弑子は御札を貼り付けていた。

　これも朝に沢田にやったのと同様だ。俯いて恥はずかしげに振る舞ったのは、長身の片桐少年に対して、小柄な弑子が確実に御札を貼れる様に――つまりは身を屈めさせる為だったのだろう。

　片桐少年は――動きを止めた。

「――出てきてええよ」

　弑子が瑞人の方を振り返って言う。

　念ねんの為ためにゆっくりと片桐少年の様子を窺うかがいながら、瑞人は茂みから出て弑子の方に近付いた。

「それさっきと同じ御札？」

「違ちやうよ。これは尋じん問もん用」

　弑子の隣に立ち、瑞人はまじまじと、呪術にかけられた片桐少年を眺める。

　彼はぼんやりとしたまま――瞬きすら忘れたかの様に動きを見せない。拘こう束そくされているという印象は無く、ただ突っ立っている感じだ。肉体ではなく精神の自由が、呪術によって奪うばわれているのだろう。少し気の毒に瑞人には思えた。

「君は片桐昌明。間違いあらへんね？」

「はい」

　弑子の問いに片桐昌明は一つ瞬きして頷うなずいた。

「君は、鹿か沼ぬま美裕希に告白して振られた。間違いあらへん？」

「はい」

「……自覚は無いんだろうけど……横で見ててもきっついな」

　呟く瑞人。

　告白して振られた事を、いちいち口頭で再確認されるなど恥ち辱じよくの極きわみだ。

「君は、鹿沼美裕希に振られてから、何か、特別な事した？　彼女の写真に落書きをするとか、彼女の髪かみの毛けを手に入れてそれを焼いたとか、そういう、鹿沼美裕希に関する、普ふ段だんはしないけれど、振られた事を理由にした、特別な行動やけど」

「…………」

　問いが曖あい昧まいなせいか、今度は答えるのに少し時間を要した。

　だが――

「していません」

「覚えが無い？」

「有りません」

「…………んむ？」

　腕を組んで唸うなる弑子。

　やがて彼女は念を押す様に言った。

「君、鹿沼美裕希を憎んでるやろ？」

「いいえ。別に」

　少年は首を横に振った。

　勿論、強がっている様子は無い。淡たん々たんと事実だけを告げている様な態度だ。弑子の呪術が効いていないという訳ではないのだろう。

「告白してフラれたんやろ？」

「はい。確かにプライドは傷つけられました。その事で鹿沼さんが嫌いになりました」

「どの位？」

「顔も見たくない程度です」

　ある意味でそれは決定的な否ひ認にんの言葉だった。

　呪いは――呪いに至る程ほどの憎しみは実は恋こいに似ている。

　常にその相手の事を想い続ける訳だから、それをして『顔も見たくない』とは言うまい。呪うとは常に相手の顔を脳裏に思おもい描えがき続ける様なものである。そしてそれだけでは満足できないからこそ行動に出る。

「…………んむ」

　弑子は溜め息をつく。

　瑞人は恐る恐る尋ねた。

「ハズレ……？」

「多分ね。どうや？」

　弑子はいつの間にか片桐を囲む様に――性格には、弑子と共に、東西南北の四点を押さえる様にしてそれぞれの位置についていた三匹びきの式神達たちに問う。

「感無しですな」

「感無しですわ」

「感無しだぜい」

　式神達の答えは揃っていた。

　どうやら呪いの流れらしきものは感じ取れないらしい。呪いの力は四六時中出ている訳でもない様だが――そしてそれは本人から常に出ているとも限らないらしいが、とりあえずこれで片桐が犯人という可能性はほぼゼロになった。

　瑞人は益ます々ます片桐が気の毒に思えた。

　犯人ではないのに、精神の自由を奪い、こっちの都合で無理やり話を聞いているのだ。別に直接的には自分がやっている訳ではないのだが、罪悪感が湧わき上あがってくる。

「ハズレやね。んむむ」

　首を傾げながら弑子は片桐に背中を向けて歩き出す。

　バスケ部のエースは顔に御札を貼られたまま棒立ち状態である。

「あ、おい！　これどうするんだ？」

　瑞人は片桐を指差して叫さけぶ。

「放っといていいのか？」

「呪符剥がせばすぐに解ける」

　答える弑子。彼女の興味は既すでに未だ見ぬ容疑者の方へ飛んでいる様で……気の無い口調だった。仕方なく瑞人は片桐に歩み寄ると、その額に貼り付いたままの御札に手を掛ける。

「ごめん！」

　偽物のラブレターで呼び出した事や、精神の自由を拘束して気持ちをほじくり返した事、両方を含めてとりあえずそう謝あやまると、瑞人は片桐の額に貼られた御札を剥がす。

「…………？」

　呪術が解けぱちくりと目を瞬またたく片桐少年。

　だが彼が状況を理解して口を開く前に――瑞人は弑子を追って校舎裏を出ていた。
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　同じ学舎で過ごしていても――男子生徒と女子生徒の間にはある種の棲すみ分わけが生じているものだ。

　空間的にも時間的にも同じだが、二つの国がそこに在るとでも言おうか。

　男子生徒達の社会と女子生徒達の社会は、隣りん接せつしていながらも、入り混じる事は殆ほとんど無い。

　要するに女子生徒達には常識でも男子生徒は殆ど知らない……なんて情報が普通に有り得るという事である。

「なんていうか……深いですね」

「そう？　まあ大抵はつまんない事だけどねー」

　とお気楽に笑ってみせるのは遥はる香かである。

　放課後になってすぐ――瑞人は美術室を訪おとずれた。

　美術部部長の遥香に話を聞く為だ。

「お化け粧しよう品ひんの話とか、男の子は興味ないっしょ？」

「まあそれは……」

「女同士の猥わい談だんとかも、基本、男の子には聞かせないもんだしねー」

「猥談……」

　どういう内容なのか想像もつかない。

　だが何となく男子のそれよりも淫いん猥わいそうなイメージはあった。

「聞きたい？」

　にま……と笑いながら首を傾げる遥香。

「富士宮くんが、美術部に入ってくれるなら、おねーさん、考えてもいいかなー」

「大丈夫です。胸に秘ひめてお墓まで持ってってください」

「……いけず」

　苦く笑しようしながら言う遥香。

「まあでも、そういうものだよー」

「先せん輩ぱいに話聞いて良かったです」

　素す直なおに瑞人はそう言った。

　実は片桐昌明が呪いの実行者でないと判った後――瑞人と弑子はあちらこちらを回って聞き込みを続けて来た。昼休みの残り時間と五限目・六限目の間の休み時間では、大した数は聞いて回れなかったが。

　鹿沼美裕希についての噂うわさ。

　特に彼女に対して良い印象を持っていない人間の噂。

　そういうものを片かたっ端ぱしから聞いて回ったのである。

　だが……これがあまり芳かんばしくない。

　まあ実際に美裕希に対して否定的な感情を持っている人間が居たとしても、本人達たちが、それをぺらぺらと瑞人達に対して喋ったりはすまい。瑞人達が美裕希に頼まれてそういう事を調べている可能性も有る――その程度の事は誰だって思いつくだろう。

　少し角度を変えて調べてみる必要が有る。

　そう考えた瑞人は、自分が知る限り最も情報通な生徒に話を聞く事にしたのだ。

　即すなわち――遥香である。

　勿論、気安い相手なので、単純に話を聞き易いという事もあったが――元々遥香は交友関係も広いし、何人かの教師とも仲が良い。何より瑞人達とは学年が違う。彼女からなら本来、瑞人の耳には入ってこない情報を得られるかもしれない、と思ったのだ。

　そしてそれは正解だったらしい。

「とにかく――ありがとうございます、先輩」

「いーえー」

　ひらひらと気楽そうに掌てのひらを振る遥香。

　彼女に向けて頭を下げ、瑞人は美術室を後にした。

　頭の中で遥香から聞いた情報を復唱し整理しつつ、瑞人は弑子の姿を捜さがして歩く。

　彼女はすぐに見つかった。新校舎と旧校舎を繋つなぐ渡わたり廊ろう下かに彼女は居た。

　丁度、話を聞き終わった処らしく――彼女は歩き去っていく女生徒に手を振っている。

「――弑子」

「お、瑞っち。どうやった？」

「まあまあ」

　とりあえずそう言うと、瑞人は弑子を促うながして歩き始める。

　話の内容が内容だけに、あまり他人の耳の有る処で、それも立ち話でするべきではないと思ったのである。少なくとも歩きながらならば、たとえ通りすがりに誰かが聞いていても、内容は断だん片ぺん的てきなものにならざるを得ないだろう。

「やっぱり鹿沼さんにフラれた人は何人かいるみたい。その人達が全員、鹿沼さんを嫌うようになったかどうかは判らないけどさ、その事に絡からんで、鹿沼さんの悪口を陰で言っている奴やつは、居たみたい」

「ふうん。しかし美裕希さん、えらいモテるんやね」

　感心した様子で弑子は言う。

「まあ……可愛いっていうか……癒いやし系けいだしね」

　しかし勝手な話である。

　勝手に好きになって、勝手に告白をして、振られたらそれを理由に勝手に憎む。美裕希の側からすればいい迷めい惑わくだろう。彼女が相手を振ったのは、むしろ誠実に対応した結果である筈はずだ。好きでもないのに付き合う方がむしろ変である。

　少なくとも瑞人はそう思うのだが――

「そやけど……振られたんが何人も居るとなると、犯人捜しは手間取りそうやな」

「……言いにくいんだけどさ」

　唸る弑子に瑞人は言った。

「どうも振られた男だけじゃないみたいなんだよ」

「……え？」

「男子だけじゃないんだよ。鹿沼さんをよく思っていない女子も何人かいる」

　一階にまで降りた二人は、放課後の人の波に乗るようにして廊下を進んでゆく。

「人気者の鹿沼さんにやっかみを持つような女の子もいるって言われてさ。一年だけじゃなく、二年にも三年にも。それが誰なのか、まではちょっと分からないけど」

　むしろそちらの方が男子生徒の『容疑者』よりも多い位であるらしい。

　正直言って、瑞人は全く知らなかった。

　美裕希は男女共に満まん遍べんなく人気が有ると思っていたのだ。

　だが――

『そんな聖人君子居る訳ないじゃん』

　と遥香は笑った。

　彼女から聞いた所によると――女子生徒達は、自分達がどの同性を嫌っているか、という話をあまり男子生徒にはしないものらしい。迂う闊かつにすると『もてない女の僻ひがみ』などと言われてしまうし、そういう自分達の『黒い』部分については、男子生徒に知られたくないと思うから――だそうだ。

『まあ誰だって女の子は、自分は可愛く見られたい訳よー』とは遥香の弁。

　そういう事を他ひ人と事ごとの様に言ってしまう遥香もまた、女の子であるわけだが。

「困ったな」

　弑子は腕を組んで言った。

「全然絞しぼり込こめへん」

「そうなんだよね……」

　調査は未だ一日目、始まったばかりとも言えるが……元々そう時間的な猶ゆう予よが有る訳ではない。出来るだけ早く呪いの実行者を特定して、呪いの源を取り除かなければ、再び美裕希は蝕むしばまれていく。

　最終的に何ど処こまで行くのかは弑子にも判らないそうだが――最悪、死んだり、一生引きずる様な、しかも深刻な後こう遺い症しようが出る可能性も有るのだとか。

「で――どうするよ？」

　立ち止まってそう尋ねる瑞人。

　いつの間にか二人は、一階の一番端はし――中庭へ続く非ひ常じよう扉とびらの前まで来ていた。各種の実習室やその準備室など、普段使わない教室が集中している為、この辺りは人の姿もまばらである。

「とりあえずもう一回上行こうか」

「そうやね」

　たった二人では聞き漏らしの方が多いだろう。

　そう考えて階段を上るべく二人は歩き出し――そして。

「……？」

　自分達の行く手を塞ふさぐ様にして立つ生徒数名に気付いた。

　男子生徒が四人。全員が髪を染めており、制服を着き崩くずしていた。ピアスをしている者も居る。瑞人達の学校は、生徒の自主性を重んじる、という事を理由に割と校則が緩くなっているのだが――中には自主性の意味を取り違える連中も出てくる訳で。

　見た目で人を判断してはいけないとは言うものの――それでもここまで露ろ骨こつな自己主張をする相手ならば、判断しちゃっても良いのではないかと瑞人は思う。分かり易すぎて恥ずかしい位である。

　はっきり言ってお近づきにはなりたくない類たぐいの連中だった。

　だが彼等は――じっと瑞人と弑子を見つめている。

「…………」

「…………」

　弑子と目配せする瑞人。

　余計な揉もめ事ごとに首を突っ込んでいる暇ひまは無い。二人は今来た道を引き返そうと振り返って――そこで、更さらに二人の男子生徒を目もく撃げきした。

　前に立っていた四人の生徒の同類だ。

　文字通りに素行不良が服を着て立っている様な印象だ。

（……え？　これって挟はさまれたってやつ？）

　などと頭の片かた隅すみで考える瑞人。

　だがむしろそれが隙すきの様になったらしい。

「おい」

　後から来た廊ろう下か側がわの二人が……足早に近付いてきて、右側の男子生徒が拳こぶしを振り上げる。まさしく問答無用といった感じ。あまりの急展開に逃にげるという選せん択たく肢しすら思おもい浮うかばず、瑞人はただ呆ぼう然ぜんと彼等が自分を殴なぐってくるのを見つめていた。

　だが――

「ぐえっ!?」

　蛙かえるが潰つぶされた様な声を発したのは――瑞人ではなかった。

　瑞人を殴り飛ばす筈だった生徒が、腹を押さえて後ずさっている。すぐ自分の脇に視線を移すとそこには、蹴けりの形に片足を突き出した姿の弑子が居た。どうやらカウンターの様な形で弑子が一いち撃げきを食くらわせたらしい。

　しかも――

「なっ……うわっ……？」

　予想だにしなかった反はん撃げきに怯ひるむもう一人の胸に、弑子が振り回したボストンバッグが直ちよく撃げきする。中身が布だけに痛くは無いのだろうが、その勢いに押されて男子生徒は体勢を崩し、その場に尻しり餅もちをついた。

「ちっ――」

　格好悪い処を見られた、とでも思ったのだろう。舌打ちしながらその生徒はすぐに起き上がろうとするが――




　だん！




　――と激しい音を立てて、その生徒の太ふと股ももの間にぶかぶかの上履きが踏ふみ下おろされたのは次の瞬間だった。

「…………」

　男子生徒の顔色が青ざめる。

　あと五センチでも前に踏み下ろされていれば、彼は股こ間かんの、敏びん感かんで脆ぜい弱じやくでとっても大事な処をぷちゅっと踏み潰されて悶もん絶ぜつしていた事だろう。

「……何や？」

　尻餅をついた男子生徒を見下ろしながら、弑子は淡々と問うた。

　その口調も表情も平然たるものだ。怯おびえは勿論だが、勝かち誇ほこる様な様子も無い。

　あまりに鮮あざやかな対応だった。

　機先を制される様な形になった不良達は、次の攻こう撃げきに移る機を捉とらえられず、顔をしかめて黙だまり込こんでいる。まさか自分達の得意分野でこんな小こ柄がらな少女に後おくれをとるなんて思ってもみなかったのだろう。

「だから、何やの？」

　足あし下もとの不良から、背後の四人の不良へと視線を移し、苛いら立だたしげに問う弑子。

「私は君達に会った覚えはないし、こんなことされる覚えもあらへんのやけど？」

「…………」

　不良達は無言。

　弑子は瑞人の方を振り返って問うてきた。

「君が何かしたわけでもないやろ？　それとも知り合い？」

　瑞人は首を振った。

　こんな連中とは一いつ切さい付き合いが無いし、前述の通り、お近づきになりたいとも思わない。

「となると……やっぱり」

　じろりと大きな眼が、不良達を睨ねめ付ける。

「鹿沼美裕希関係？」

「…………！」

　美裕希の名前を口にした途端――不良達の顔色が変わった。

　弑子の対応に気け圧おされていた彼かれ等らの顔に、改めて敵意の様なものが湧いてくる。

「図星？」

　挑ちよう発はつするように弑子は笑った。

「フラれて恥はじをかかされた。その話を色々な人から聞きだそうとしとる奴等が居おる。むかつく。しめたれ――そんなとこ？」

「…………」

　不良達は何も言わない。

　だが弑子の台詞せりふに対して怪け訝げんの表情を見せる事も無い。つまりは肯こう定ていしているのと同じ事であった。

　四人の不良達は顔を見合わせ――そして次の瞬間、予あらかじめ申し合わせていたかの様に、勢いよく弑子へと襲おそいかかっていた。二人ならば防げても倍の四人が同時に襲いかかれば対処出来ない――そんな風に考えたのだろう。

「危な……ッ！」

　思わず叫ぶ瑞人。

　彼には誰も向かってこない。むしろこの場で本当に最初に倒しておくべき敵は、ぶかぶかの制服を着た小柄な少女――弑子の方だと悟さとったからだろう。四人は半円を描いて弑子を囲み、それぞれ別の角度から攻撃を加えていた。

　掴もうとする手が一本。蹴ろうとする脚が二本。殴ろうとする拳が一個。

　いずれも無様な動きだった。

　拳などは腕を前後に動かしているだけだし、蹴りに至っては、どちらも所いわ謂ゆる『チンピラ蹴り』……打だ撃げきというよりも押して相手を倒そうとしているだけのものだ。勿論、これは相手を地に這はわせた後で散々、爪つま先さきで蹴るための前段階である。いずれにせよ『技わざ』と呼べる様なものは何一つ無かった。

　対して――弑子の動きは明らかに綺き麗れいだった。

　ただ手て脚あしを振り回している相手とは、全く違う。

　まず不良その一の拳を、少し首を傾げるだけで避よけ――蹴りと蹴りの間にするりと入り込む。虚むなしく空を打つ蹴り脚のせいで、姿勢を崩す不良その二とその三の胸を、ぽんぽんと軽く両手で押すと……彼等は揃って吹ふっ飛とぶ様に尻餅をついていた。

　合気道か。あるいは柔じゆう術じゆつか。

　いずれにせよ弑子は、動きに無む駄だと切れ目が無い。

　一切その速度を緩める事無く――まるで自分が最初に思い描いた行動をそのままなぞっているかの様に躊躇ためらいが無いのだ。

（うわ。綺麗――）

　一いつ瞬しゆん、瑞人は状じよう況きようも忘れて見入ってしまった。

　弑子は次の瞬間、掴み掛かってきた不良その四の手を逆に掴み返すと――

「――ッ！」

　短く呼気を吐いて半回転。

　相手を掴んで引き込む動きは、そのまま一本背負いへと変化していた。

「あああっ!?」

　悲鳴じみた声を上げて不良その四は面おも白しろい様に空中を舞まい、そして不良その一に激げき突とつ。彼等は二人揃って短い悲鳴を漏らし、床ゆかに転がっていた。

　時間にしてわずかに五秒ほど。

　瑞人は助けに入るどころか、その場から一歩も動く事が出来なかった。というか迂闊に割り込んでいれば多分、弑子の邪じや魔まになっていた事だろう。

「な……なんだこいつ!?」

「話が違うだろおい!?」

　先に腹を蹴られた不良と危あやうく虚きよ勢せいされそうだった不良が口々に叫ぶ。

　彼等を振り返り――

「もしかして、君達が呪いの根源？」

　まるで独り言の様に弑子はそう尋ねた。

「だ……だったら、なんだっていうんだよ！」

　不良の一人が舌打ちしてそう叫ぶ。

　そして腹を蹴られた方の不良は――

「……んのクソがァ！」

　ポケットから折おり畳たたみナイフを取り出して吼ほえた。

　だがその不良その五が向かったのは弑子ではなく――瑞人。

「――え？」

　ナイフの切っ先をいきなり喉のど元もとに突き付けられて瑞人は凍こおり付つく。

　原型を作る際に色々と切せつ削さく道具も使うので、刃は物もので皮ひ膚ふや肉を切る痛みはよく知っている。知っているだけに安物のナイフで斬きり付つけられればどうなるのかも――かなり現実的リアルに、嫌な感じで、想像がついた。

「…………」

　うわ。格好悪！　――と、追おい詰つめられた雑ざ魚こ悪役そのまんまの行動に、瑞人はそう思ったが、勿論、口には出さない。迂闊な事を喋ろうものなら、その瞬間に切っ先が皮膚の下へ潜もぐり込こんで切きり裂さいているだろうと判るからだ。

「何それ？」

　弑子の声はひたすら冷たい。

「人ひと質じちの積もり？」

「…………」

　不良は引ひき攣つった笑いを浮かべながらも、無言。

　なので続けて弑子は言った。

「素す手でならともかく、刃物を持ち出したら、生きるの死ぬのの世界になるで？」

「う……うるせえんだよォ！」

　不良は喚わめいた。

　どうも単にプライドを傷つけられたから、というより、自分で自分を追い詰めて、常識的な判断も出来ない状態になってしまっているのだろう。考え無しの人間がよく陥おちいる自じ爆ばく型がたの罠わなだ。

「ぶっ殺すぞ、オラぁ！」

「あ……そう？」

　弑子は頷いた。

「じゃあやろか。生きるの死ぬのの世界を」

　ひょいと弑子は脚を上げて、ぶかぶかの上履きを脱ぬぎ捨すてる。左右共に。

　そして次の瞬間、だんだん！　と学校指定のソックスに包まれた足で床を激しく踏んでいた。同時に両手を何やら複雑に動かし、最後に――まるで忍にん者じやの如く握にぎり合あわせる。

　そして――

「おん」

　弑子は言った。

「あびらうんけん、そわか」

　それは――呪じゆ文もんだ。

　後で瑞人は知ったが……正確に言えば、密教の呪文で、不動明王の力で敵を調ちよう伏ぶくしたいと願う際に使うものであるらしい。勿論、一語一語の意味は門外漢の瑞人には全く意味不明である。

　ただ――




　……それは唐とう突とつに顕けん現げんしていた。




「――!?」

　驚おどろきの声を漏らしたのは瑞人もナイフを突き付けている不良も同時だった。

　ゆらりと蜃しん気き楼ろうの様に風景が歪ゆがむ。

　それも弑子の傍かたわらのごくごく限られた処だけ。

　歪んだ風景はそのまま更に動いて何か複雑な立体構造を形成――瞬またたく間まに一つの形をとっていた。

　身長三メートルを超こえる、巨きよ大だいな、しかし半はん透とう明めいの人型を。

　それは――

「……不動明王……？」

　呆然と瑞人は呟つぶやいた。

　製作途と中ちゆうのフィギュアの様に、全体的に形状が曖昧というか、ぼんやりと細部が溶とけて緩んだ様にはなっているが……恐おそらく間ま違ちがい無ない。右手には剣けん。左手には縄なわ。背中には炎ほのお。造形の参考資料に、瑞人は仏像の写真集も持っている。そしてそこに掲けい載さいされていた不動明王の像に、それは――色はともかく――よく似ていた。

　しかもそれは動いている。

　憤ふん怒どに吊つり上あがった双そう眸ぼうでぎろりと不良達を睨にらむと、左手の縄を一ひと振ふりする。それは空中で幾いくつもに枝分かれしたかと思うと、不良達に巻き付いて縛しばり上あげ、次の瞬間には彼等を引きずって壁かべ際ぎわに並べてしまった。

「え……え？　え？」

　不良達は何が何だか判らないらしい。

　無理もない。瑞人ですら写真集で得た知識が有ったから、辛かろうじてそれが不動明王だと判っただけで……知らぬ者にはやたら恐ろしい顔をした、半透明の何かが、自分達に襲いかかってきたとしか思えないだろう。

　やがて――

「あ、あ……」

　不良達の困こん惑わくは恐きよう怖ふへと変化する。

　彼等は逃げだそうとして四し肢しをばたつかせるが、まるでその場から動けない。中には半泣きになっている者も居た。無理も無かろう。これは明らかに彼等の常識外の出来事であるからだ。

「勿論、君達も一いち蓮れん托たく生しよう」

　そう言って弑子が階段の上を振り返る。

　彼かの女じよの視線をそのまま辿たどる様にして、不動明王の縄が飛んだ。

「ひゃあっ!?」

　聞こえてきたのは――少女達の悲鳴。

　次の瞬間、階段の上の方から三人の女生徒達が転がり落ちて――いや、転がる間も許さず、吹っ飛ぶ様にして殆ど水平移動、最後は床の上を滑すべって不良達にぶつかり、そこでようやく止まった。

「な――何？　何なのよこれぇ!?」

　女生徒達は恐怖の表情で喘あえぐ様に唇を開け閉めしている。

　そんな彼女を、半透明の不動明王と共に睨にらみ据すえながら――

「君達ずっと上から、私達を見てたやろ？」

　弑子はそう問うた。
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「…………ッ！」

　女生徒達が身を震ふるわせる。

　答えてはいないが、肯定したも同然だった。

「どういう事だよ？」

　瑞人が問うと弑子は呆あきれを含ふくんだ表情で言った。

「自じ分ぶん等らの仕込みが、きちんと働いたかどうか確かく認にんしに来たんやろ？」

「……え？」

「手間が省けたで。多分な」

　と弑子は苦笑した。

「この『不良でーす、よろしく♪』みたいな連中焚たき付つけたんがこの子達。女子で美裕希さんを嫌ってる連中っていうのが居るって話やったけど、それがこの子達なんやない？」

「……あ」

「で、こっちのヤンキーみたいなんは、女の子に良いいトコ見せたかったか――そうやないんやったら、多分、美裕希さんに振られた男共って処ちゃうか。うち等ら達たちが美裕希さんに振られた男子生徒を捜して聞き込みしてたから、自分等の古傷抉えぐられる様で、ムカついたんやろ。多分」

　まあ確かに……不良は何でもかんでもハッタリで生きている様な処が有る。

『格好良さ』が全すべてとでも言おうか。

　そんな連中にとって、普通の女の子に告白して振られた、というのは是ぜが非ひでも無かった事にしたい過去――いわば格好悪い黒歴史だ。それをわざわざほじくり返されれば、彼等の矜きよう恃じは激しく傷つくだろう。不ふ愉ゆ快かいに思うのも当然だった。

「…………」

「…………」

　女生徒等らは何も言わない。

　不良達もやはり無言のまま。

「まあ大人しくさせてから確認した方がええよね」

　弑子はそう言うと、壁際に並べられた不良達と少女達を見み据すえる。

　同時に彼女の傍らで巨大な不動明王が、その右手の剣を水平に構えていた。まるで何かを薙なぎ払はらおうとするかの様に――

「……ッ!!」

　不良達や少女達もそれに気付いたのだろう。

　仲良く揃って顔色を変えて――悲鳴を上げる。

「ちょっ……何を」

「や……止やめ……」

「ひいいいい!?」

「いやあああ!?」

　声ごと何かを刈かり取とる様に剣が一いつ閃せんする。

　次の瞬間、ぷつりとスイッチを切ったかの様に彼等の絶ぜつ叫きようは途と切ぎれていた。

「…………」

　不気味な程ほどに静まりかえる廊下。

　そして……

「ちょ……弑子……お前……？」

　瑞人は怯えを含んだ声で問う。

　恐ろしくて不良達や少女達がどうなったのか自分の眼めで確かめる事が出来ない。

　しかし――

「なんちゅう顔してんの」

　弑子は苦笑を浮かべた。

「よぅ見いや。誰だれも死んでへんし怪け我がもしてへんから」

「……え？」

　慌あわてて瑞人は不良達と少女達を見る。

　確かに彼等は折り重なる様にして倒れているが、首は全員、ちゃんと胴どう体たいにくっついていた。ついでに言えば出血している様子も無い。無傷だ。まるでたまたま全員が貧血を起こして気を失っただけ……そんな光景だった。

　――気が付けば不動明王の姿も無い。

「さっきの……何なんだあれ？」

「何って、不動明王やけど。知らへん？」

　不良達や少女達の処に屈かがみ込こんで、彼等の顔に、ポケットから取り出した御お札ふだを貼はりつつ弑子は答えた。

「それは知ってるよ。そうじゃなくて――あの半透明なのは」

「護法神……まあ、一いつ緒しよくたにすると怒おこられるかもしれへんけど、素しろ人うとの瑞っちは、とりあえず式神の凄すごい版やと思っといてくれればええよ」

「護法神……」

　確か仏法と仏教徒を守護する天の神々を総そう称しようしてこう呼ぶ筈だ。瑞人の知識は造型と仏像経由のうろ覚えだが……恐らく間違っていないだろう。

「それより。さっき呪いについてカマかけたったら、否定せえへんかったよね」

　弑子は不良達を見ながら言った。

「って事は、こいつ等が呪いを掛けてたと考えてええのかな？」

「……あんまり呪いって感じじゃないけど」

　と瑞人。

　どちらかというと、今の様に、何か気にくわない事や物が在れば、直接ぶん殴りに行くタイプの連中だろう。呪いなどと、まどろっこしい真ま似ねをするとは思えなかった。

　だが人は見み掛かけによらないという。

　案外この連中が夜中に何ど処こかで藁人形に五寸釘を打ち込んでいたのかもしれない。不良連中が丑うしの刻参り――ちょっと喜劇風だが。

「一応調べるわ。複数犯でもっと人数いたら困るし」

　そう言って弑子は、先に片桐にしたのと同様の質問を不良達や少女達に繰くり返かえしていく。

　その様子を少し離はなれた場所で見ながら、瑞人は安あん堵どの溜ため息いきをついた。

　良かった。これで事件は解決だ。美裕希の呪いも多分――解ける。

　瑞人は今すぐにでも鹿沼邸ていに行って美裕希に報告したい気持ちであった。

　そして――

「…………」

　弑子が尋問を終えて立ち上がる。

「これでもう呪いは解けたのか？」

「…………」

　弑子は無言。

「弑子？　駄目なのか？　何か呪い返し、みたいな儀ぎ式しきが必要とか――」

「……違ちやうな」

　ぽつりと弑子は言った。

「え……？」

「この連中やないね」

「…………」

　意味が判るのに瑞人は数秒を要した。

「え？　ちょ……ちょっと待ってくれ。こいつ等じゃ、ない？」

「ない。確かに全員、鹿沼美裕希個人にあまりいい感情は持ってへん。特に女の子達はかなり悪口を言い合ってたみたいやな」

　だが具体的な行動としてはその程度でしかないらしい。

　誰かが誰かの誹ひ謗ぼう中傷をするなど別に珍めずらしい話ではない。呪いに結実する『行動』としてはあまりに薄うすいというか――言った片かた端はしから消えていく単なる雑音に過ぎないと弑子は言った。

「本人等も、五分後には自分が何を言ったかはっきりとは思い出されへん程度のモンや。その程度やったら呪いにはならへん。やっぱり形として残る何かやないと」

「でもこいつら、さっき、自分達がやってたみたいな言い方を……」

「ハッタリやろね」

　身も蓋ふたもなく弑子はそう言った。

「あるいは売り言葉に買い言葉か」

「今、複数犯なんじゃないかって……言ったよな？」

「言うたね」

「ひょっとして、この場には居ない仲間が――」

「可能性が無い――とは言われへんけども。多分、違う」

　弑子ははっきりそう言った。

「あんた等から見てどうや？　呪いの流れは断片的にでも感じられる？」

　ボストンバッグの方を振り返って弑子が問うと、そこから頭を出した夜宵と刹希と諫奈がそれぞれ無表情な声で告げてきた。

「感無しである、御ご主しゆ人じん」

「感無しですわ、御主人」

「感無しだぜい、御主人」

「…………」

　玄くろう人との弑子が断じ、呪のろい感知機とも言うべき式神達までもがそう判断するのだから――素人で何の特とく殊しゆ能力も持たない瑞人としては、異論を唱える余地は無い。

「……振り出しに戻もどったなあ」

　唸りながらも弑子は歩き出した。

　呪符を貼られた不良達や少女達はそのまま放置である。

　弑子の背中と彼等を見比べながら瑞人は思わず声を上げていた。

「え、あ、おい！」

「何？」

　立ち止まって弑子が振り返る。

　彼女に歩み寄りながら、瑞人は虚ろな目で廊下の端に並んでいる連中を指差した。

「あいつ等放っておいていいのか？」

「御札？　別に大だい丈じよう夫ぶや」

　あっさり弑子はそう言った。

「普通の人はゴミだと思って捨ててくれるわ。半時間もすれば効果自体切れるし」

「そうじゃなくて……！」

　後ろから肩かたを掴つかみ瑞人は弑子を立ち止まらせる。

「なに？　痛いて、瑞っち」

「あいつ等――あいつ等鹿沼さんの」

「…………」

　弑子は眼を細めて瑞人を見つめる。

　やがて――

「……人を呪わば穴二つ」

　ぽつりと彼女はそんな事を言った。

「え……？」

「瑞っち。君の言いたい事はよぅ分かるけどな。誰かを陰かげで誹謗中傷する事なんて、美裕希さんを対象に限らへんかったら、誰だってするし、それは程度差でしかあらへんで」

「程度差？」

「瑞っちかて彼等を見た瞬間、『あ。不良だ。やばい』位は思ったやろ？」

「それは……」

　その通りだが。

「誰かを見た目だけで不良って決めつけんも、やっぱり、誹謗中傷やない？　言葉を選べば良いとか？　そやけどどんな言葉に傷つくかは、人それぞれやろ？」

　人によって抱かかえている事情は皆みな違ちがう。

　だからある人には他た愛あいない冗じよう談だんとして済まされる言葉でも、ある人には心理的外傷トラウマになる程の凶きよう器きになる場合だってあるだろう。いや。同じ言葉でも、口にする人間が違うだけで相手に与あたえる効果は異なる。寿子に『キモオタ』と言われるのは挨あい拶さつの様なものだが、美裕希に同じ事を言われたらしばらく瑞人は立ち直れないだろうし――

「口に出さへんかったら良い？　ほな何も言わずに無視シカトするのは？　あるいは誰にも言わずに心の中に溜め込んで、夜中に五ご寸すん釘くぎを藁わら人形にぶち込むのと比べたら、どっちがええと思う？」

　台詞こそ長いが……畳み掛けて論破する様な口調ではない。

　むしろ弑子はあまり興味の無さそうな――決まりきった常識を、事務的に説いているかの様な口調だった。彼女にしてみれば瑞人が最初ではなく、もう、何度も色々な現場で繰り返してきた話なのかもしれない。

『祟たたり破やぶり』――祟りと呪いの専門家。

　彼女の領域フイールドは、単なる喜き怒ど哀あい楽らくが実害にまでなってしまう世界だ。

「具体的なイジメに出てたんならともかく、そうやあらへんのやったら、放っておけばええのんよ。こう言うたらなんやけど、こういう子達は、大たい概がい、誰かを本気で愛した事も、憎にくんだ事すらも、あらへんからね。脊せき髄ずい反射っちゅーか、痛ければ顔をしかめて唸る動物と一緒。私がどうこうする対象やない。精々、学校の先生の担当分野」

　形としては瑞人をたしなめているのだろうが、内容はかなり辛しん辣らつである。

　瑞人はむしろ毒気を抜ぬかれて――不良達と少女達を振ふり返かえった。

「妬ねたみ。嫉そねみ。やっかみ。それも呪いに結実する事はあるけどな。実際にそうした感情を具体的な形にしてしまう程、思おもい詰つめる人は意外と少ないんよ」

「…………」

「反対にね、瑞っち。君がこの子等に何かしたら、それは――結果的に『呪う』のと同じ事やて？　判わかっとる？」

「……！」

　思いを形にして具体的な行動として遺のこすこと。

『呪い』をそう定義するならば……瑞人がこの不良達や少女達を不愉快に感じ、例えば彼等が動けないのを良い事に殴ったりしたら、確かにそれは『呪い』と同じだろう。あやふやな不運や正体不明の疾しつ病ぺいか、具体的な暴力かの違いが有るだけだ。

　呪いは不幸を呼び不幸は次の呪いを呼ぶ。

　最低最悪の連れん鎖さ環かん境きようだ。

『人を呪わば穴二つ』……まさにその通りだ。

　誰かを憎んでこれを陥おとしいれようと穴を掘ほる人間は、その行為自体が誰かに憎まれて、自分の背後にまた、別の落とし穴が掘られているのだという事に、気付かない。

「そっか……そうだな。そうだよ。ごめん」

「んむ」

　弑子は笑って……ぽんぽんと瑞人の胸を掌で叩たたく。

「いい子だね、瑞っち」

「なっ……？」

　見るからにロリキャラっぽい弑子に、まるで子供扱あつかいされるかの様な言葉を掛けられると、さすがに瑞人としても恥ずかしい。頭でも撫なでられた日には恥ずかしさでのたうち回りかねない。

　赤面する瑞人をしばし面白そうに見上げてから――

「ごめん。私もちょっと余計に危機感煽あおって、瑞っちを焦じらせてもうたかも。今日はこれ位で引ひき揚あげよか」

　弑子はほんの少し微び笑しようを優やさしく深めてそう言った。







表と裏と







　いつもと変わらぬ黄たそ昏がれ時どきの通学路風景。

　その中を……瑞みず人ひとと『祟り破り』の少女・弑しい子こは鹿か沼ぬま邸ていに向けて歩いていた。

　結局、鹿沼美み裕ゆ希きの呪いを実行している者の特定には至らなかった。バスケットボール部の片かた桐ぎりも無関係。襲ってきた不良達も無関係。彼等をけしかけた女生徒達も無関係。

　丸一日かけて成果無し――という事になる。

「…………」

　徒労感が瑞人の後頭部にのしかかる。

　未だ日数的な余よ裕ゆうは有るとはいえ、こんな様では美裕希を救う事が出来ないのではないかと思ってしまう。美裕希の家が近付くにつれて、瑞人は申し訳なさで胸が一いつ杯ぱいになってきた。

　本来ならば瑞人よりも先に焦あせるべき弑子は――むしろ焦りや苛いら立だちの表情は微塵も見せていない。不ふ真ま面じ目めという訳でもない様だから、極力、仕事中に自分の感情は持ち込まない様にしているのかもしれない。

　やはり童顔小柄のロリ風味でも、中身は玄人という事か。

　などと、瑞人が微妙に失礼な事を考えていると……

「――あ」

　鹿沼邸が見えてきた。

　いや。それだけではなく――玄げん関かん先さきに美裕希の母が居るのも見えた。彼女は同世代らしき女性二人と何か話をしている様子だ。雰ふん囲い気きからして御ご近きん所じよさんだろう。一人はエプロンをしたままで、どう見ても外出着ではない。

　瑞人達が近付くにつれて、彼かの女じよ等らの会話も聞き取れる様になった。

「美裕希ちゃん大丈夫？　もうずっと学校に行けてないんでしょう？」

「体調不良ってことだけど……。少し長すぎない？」

「ええ……でも少しずつ元気にはなってきてるんですよ」

「本当？」

「はい。昔から、あの子は身体からだが弱くて……ずっとあの子の世話をしてきましたし。大丈夫ですよ」

　美裕希の母は優しい微笑を浮かべてそう言った。

（……凄いな）

　瑞人はそんな風に思う。

　あれが親の愛という奴だろうか。まあ瑞人も普通に両親揃った家庭に育っている訳だが、具体的に『愛されている』と感じる場面は殆ど無い。決して蔑ないがしろにされている訳ではないのだろうが、そういう愛情は目立ちにくいのかもしれない。

（これも気持ちを形にするのは難しいって話かな）

　色々な処ところで色々なものが繋がっている――そんな風に瑞人は想った。

「お友達もお見み舞まいに来てくれますし」

　瑞人達に気付いて美裕希の母がこちらに会え釈しやくしてきてくれる。

　その動作で主婦らしい二人も瑞人達に気付いたらしく、こちらを振り返ってきた。

「美裕希ちゃんの、お友達？」

「はい」

　主婦達の問いに答えたのは、しかし、瑞人ではなく弑子だった。

　まるで機先を制するかの様な即そく応おうぶり――ちらりと瑞人が弑子の方を見ると、いつぞやみたいに『黙って合わせなさい』の眼で彼女がこちらを見ていた。

「学校の、同級生です」

　堂々とそんな嘘うそを弑子は言った。

　恐らく……これは美裕希を護まもる為ためなのだろう。『祟り破り』といえばつまりは拝み屋、宗教絡がらみの存在で……中には何の能力も技術も知識も無いのに、不幸に遭あって心の弱っている人々に言い寄り、金を巻き上げる詐さ欺ぎ師し同然の者も居る。いわゆる霊れい感かん商法というやつだ。詐さ欺ぎ事件で訴うつたえられたある宗教団体が、信者獲かく得とくの為に、主に病院の待合室を中心に布教活動を行っていた、というのは有名な話である。

　当然、弑子の様な人間に鹿沼家が頼たよったという事が知れれば、ある事ない事吹ふい聴ちようして回る人間も出てくるだろう。

　まあ、例の白黒巫み女こ服でうろうろしている時点で、激しく手て遅おくれな気もするが――逆にあそこまで露骨に胡う散さん臭くさいと、詐欺にも見えないのかもしれない。

「それにしても、鹿沼さんもすごいわね。付きっきりで看病してるんでしょう？」

「そんな、すごくないですよ。娘むすめの面めん倒どうを看みるのは当たり前ですし」

「そうだとしてもよ。そこまで甲か斐い甲が斐いしく、しかも優しくお世話できるなんて、本当にすごいと思う。こんな事言って良いのかどうか判らないけど、いいお母さんを持って、娘さん――幸せね」

「いえ……そんな……」

　二人にそう評され美裕希の母は緩ゆるく首を左右に振る。

　だがその顔はほんの少し嬉うれしそうだった。

「何かあったら言ってね？」

「できることなら協力するから。ね？」

「ありがとうございます」

　そう言って主婦二人に一礼すると、美裕希の母は瑞人達を家に招き入れる為、玄げん関かん口ぐちの方へと歩いて行く。瑞人達も主婦二人に軽く会釈をして、その脇わきを通り過ぎた。

「本当は辛つらいでしょうにねえ……」

「いつも笑え顔がおを絶やさずに……」

　主婦達二人が気き遣づかわしげにそんな事を言い合っているのが聞こえた。

　本当に美裕希の母は凄いと瑞人も想う。

　あんな状態の娘を抱えていれば辛くて当然だ。それも原因が呪いときては自分達ではどうにもならない分、今の瑞人以上に、焦しよう燥そう感かんや無力感に打ちのめされるに違いない。お金を払はらって弑子を傭やとってはいるのだろうが、それとて、『専門家に丸投げ』に等しい状態だから、後は信じて待つしかない。安心には程ほど遠とおいだろう。

　そんな状況で近所の人にも笑顔を見せるなんて、瑞人にはとても真似出来ない。

「どうぞ」

　美裕希の母が微笑して瑞人達を招く。

　瑞人と弑子は彼女に会釈して鹿沼邸に入った。





●






　美裕希の部屋で今後について打ち合わせしようという話になった。

『本人に聞きたい事もあるので』とは弑子の弁である。

　で――

「いじめとかそういうのはあった？」

「……いえ……特には……」

　ベッドには上半身を起こした美裕希。

　勉強机附ふ属ぞくの椅い子すには弑子。

　でもって瑞人は床に座すわり――一人壁かべを向いているという状態だった。

　正確に言えば美裕希に背中を向けているのだ。

　これは彼女の希望である。

　とりあえず呪いの進行は止まっているのだが、例の症しよう状じよう――腫はれというか爛ただれというか――は無くなった訳ではなく、美裕希は顔の半分に包帯を巻いている。これに加えてきちんと髪や肌はだを手入れできていないので、瑞人にあまり真っ直ぐ見られたくない……という事らしい。

「誰か自分をやっかんでる相手に心当たりは？」

「やっかむ……ですか？」

「僻むでも羨うらやむでもええけど。そういう感じの」

「うーん……特には……」

　まるで事情聴ちよう取しゆ中の警察官を想わせる弑子の堅かたい口調に、美裕希はやや臆おくした様な口調で答えている。元々あまり気が強くない事に加え、呪いに蝕まれている不安感から、どうしても受け答えが弱々しいものになりがちなのだろう。

「あー……」

　瑞人の視界の端で、弑子が眉まゆを寄せ、腕うでを組んで唸うなるのが見えた。

　この質疑応答が早々に頓とん挫ざしつつあるのは、背中で聞いている瑞人にも判った。

　美裕希が妬み嫉みの対象になっていない筈が無い。実際に――程度は低いが――美裕希に対してそういう気持ちを抱いだいた連中を瑞人と弑子は見て来たからだ。だが美裕希本人にこれを尋たずねると心当たりが無いという。

　隠かくしているのではなく、単に認にん識しきしていないのだろう。

　これでは美裕希本人に尋ねる意味が無い。

　あるいはこういう処が……美裕希に良くない感情を抱く少女達にはイラっとくるのかもしれない。人が好よすぎるとかえって他人から反感を買う事がある。そういう人間は、相対した者の醜みにくさやどす黒さを必要以上に浮かび上がらせる――本人にしてみれば、鏡に自分の嫌いやな部分を映して突き付けられる様なものだから。

「まあ誰にどう思われてるかなんて……自分じゃ分かんないよね」

　瑞人は苦笑してそう言った。

　彼かれにしてみれば弑子を慰なぐさめる積もりで何の気無しに口にした言葉だったが――

「ううん」

　反応したのは美裕希本人だった。

　彼女はいつも通りの柔やわらかな口調に、僅わずかな自じ嘲ちようの響ひびきを混ぜて言った。

「私なんかが、人からやっかまれる筈ないよ」

「え……？」

　驚いて思わず美裕希を振り返りそうになり――慌てて動きを止める瑞人。

　どうも、瑞人の知る限り、あまり自分を高く評価しないのは美裕希の常の様だ。だが、今の彼女の言葉には、殊こと更さらに自らを卑ひ下げする様な――否いな、自分自身を突つき放はなしているかの様な響きがあった。

「そんな価値のある人間じゃないもの……」

「どういうこと？」

　美裕希はクラスでも人気が高い、いわばマドンナ的存在である。

　確かに彼女の事を嫌きらい悪口を言う人間は居た様だが、全体から見れば圧あつ倒とう的てきに少数派、殆どの生徒は美裕希に対して高い評価を付けている。容姿については言うに及およばず、成績は優ゆう秀しゆう、性格も温おん厚こうで面めん倒どう見みが良く、しかもそういう自分を鼻に掛けない。

　瑞人に言わせれば完かん璧ぺき過ぎて畏おそれ多おおい位だ。

　だが――

「……だって私……身体弱いから、たくさん、色々な人に、迷惑かけてきたし……」

　ぽつりとそんな事を漏もらす美裕希。

「結局……一年ダブっちゃって……」

「いや。そんな事は――」

　別にどうでも良いというか……それを理由に、彼女を『価値無し』などと断じる人間が居るとも思えない。そもそも身体が弱いのは美裕希の責任でもあるまいに。

　だが美裕希自身は、そう考える事が出来ない様だった。

「特に……お父さん、お母さんには……たくさん迷惑かけちゃったしね……」

　そう言って美裕希は自嘲に乾かわいた笑いを漏らす。

　瑞人は――正直言って彼女のそんな言葉を聞いているのが辛かった。

　だからふと思いついた様子で美裕希が――

「あ……富ふ士じの宮みやくんにも……迷惑かけて……また来て欲ほしいなんてわがまま言っちゃって……その癖くせこっち見るなとか……ごめん……ね？　あの……うざかったら、毎日……無理に来てくれなくても……」

　――などと言い出した時には発ほつ作さ的てきに振り返って叫んでいた。

「……んな筈ねーよ！」

「……!?」

　びくりとベッドの上で美裕希が身を強こわ張ばらせる。

　対して膝ひざでベッドに歩み寄りながら瑞人は言った。

「うざい!?　誰が？　誰を？　こう言っちゃなんだけどさ、俺おれはそんな、うざいのに我が慢まんして鹿沼さんちに通ってくる程、人間が出来ちゃいないよ」

「え？　でも――それは、仕事、で」

　そういえば瑞人が弑子の手伝いとして動いているという話は美裕希も知っている訳だから、此こ処こに居る事も含めて『仕事』なのだと勘かん違ちがいされていても不思議は無い。

「別にお金貰もらってる訳じゃないし！　俺はただ鹿沼さんが心配で――」

　後先考えず感情に押されるままそこまで言って。

「心配で……だから……その」

　我に返った瑞人の声が急速に萎しぼむ。

『俺はただ君の事が心配なんだ！』――何という恥はずかしい台詞！

　思い返すだけで背中が痒かゆいというか、この場でのたうち回りたくなる。

　だが……

「…………そ……そう……なんだ？」

　真っ赤になりながら美裕希が呟く様に言う。

「そうなんだ……そう……なんだぁ……」

　恥ずかしそうに。でも嬉しそうに。

　瑞人と美裕希の間に奇き妙みような沈ちん黙もくが落ちる。

　だがそれは決して不快なものでなく――

「あー……おっほん」

　それはわざとらしい咳せき払ばらいによって中断した。

　弑子である。

「……！」

「……！」

　美裕希は弾はじかれた様に身を引き、瑞人は慌てて美裕希に背を向ける。

　そんな二人を半眼で眺ながめてから――

「とにかく」

　弑子は話を強ごう引いんに引き戻した。

「もう一度確かく認にんするけど。学校関係者で、貴女あなたに嫉しつ妬としている様な人は、思い当たらない訳やね？　一人も？」

　先に不良達をけしかけてきた少女達は、確かに具体的な行動に出た、とも言えるが……これはむしろ美裕希の周囲を探さぐっていた、瑞人達たちに対して反応しただけに過ぎない。普ふ段だんから美裕希に対して妬み嫉みを強く抱き、具体的な行動に出ていた訳ではないのだ。

　つまり……もし呪いを掛ける位に強い感情を美裕希に向けていたのだとしたら、いくらその手の事に鈍にぶい美裕希でも、気付いているのではないか、と弑子は考えたのだ。

　しかし……

「……っていうか私……あんまりクラスにも溶け込めてない……し……嫉妬されるとかそんな事……」

「――は？」

　思わず間の抜けた声を瑞人は漏らしていた。

　何を言っているのだ美裕希は。

「でも鹿沼さん、人気者でしょ!?」

「え……？　何ど処こが？」

　美裕希が驚いた様子で問い返してくる。

　どうやら本気で周囲の評価に気付いていないらしい。

「何処がって……何処もかしこもっていうか」

「でも私、一緒に学校に行き帰りしたり……一緒に放課後に何処かお店に寄ったり……そういうお友達、居ないよ……？」

「――あ」

　そこで瑞人も気付いた。

　確かに美裕希はクラスのマドンナ的存在だ。アイドルと言っても良いい位だ。

　だが――考えて見れば美裕希の『親友』は誰かと問われれば、瑞人は全く名前が思いつかない。いつもクラスの輪の『傍そば』には居ても『中』には居ない。だからこそ余計に彼女は周囲から『特別』な存在と化していく。

　そうだ。瑞人ですら『畏れ多い』と感じていた様に。

　欠点らしい欠点の無い彼女の存在は――むしろ最後の一線を相手に踏ふみ越こえさせない。

　いや。美裕希の側から踏み越えていく気があればそれも、難なく解決出来たのかもしれないが――

「…………」

　ふと瑞人は先さき程ほどからの美裕希の言動を思い返す。

　自分を卑下する様な言動。

『私なんか』

　それはつまり――

「――劣等感コンプレツクス？」

　その言葉は瑞人ではなく弑子の口から漏れていた。

　どきりとして彼女を振り返る瑞人。弑子に自分の内心を見み透すかされた様な気がしたのだ。

「美裕希さん？」

　弑子は膝の上に肘ひじを載のせ、前まえ屈かがみで頬ほお杖づえをつく。

　視線の高さを美裕希に合わせて真正面からその眼を覗のぞき込こむ形だ。

「君、さっきから自分を卑下してばかりやね？」

「…………」

「身体が弱くて迷惑をかけてきた。一年ダブった。だからクラスにも溶け込めない。挙げ句瑞っちに対して『うざかったら来なくていいよ』――どうなんそれ？」

「い、いや、俺は、別に気にしてないって！」

　急に美裕希を責める様な事を言い出した弑子に、慌てて瑞人は叫ぶ。

　弑子はちらりと瑞人を一いち瞥べつしたが――すぐに視線を美裕希に戻した。

「男の子に告白されたんやろ？　でも断った。ひょっとしてそれも『私にはそんな価値無いから』とかそんな理由？　それ――断られた方はたまらんで、きっと？」

「…………」

　美裕希は益ます々ます萎い縮しゆくしている様だった。

　弑子の口調に攻こう撃げき的てきな棘とげは無い。むしろ静かな口調には怒いかりや苛立ちよりも呆れの響きの方が強い感じだ。だが内容としては事実そのものの指し摘てきなだけに……聞いている方は怒ど鳴なりつけられるより辛いかもしれない。

「気持ちを形にするんは――行動に移すのんは結構、大変なんよ。それは誰かって一緒やねん。そやから、人から貰った好意くらいは素す直なおに受け止めた方がええと想うねんけど？」

「…………」

　美裕希は何も言わない――言えないのだろう。

　弑子はそんな彼女をしばらく眺めていた様だが……

「ちょっと、はばかり」

　そう言って椅子から立ち上がり、何か意味ありげに瑞人の方を一瞥してから、部屋を出て行った。

（……？）

　瑞人は一瞥の意味がよく判らない。

　勿もち論ろん『はばかりって何？』などと間ま抜ぬけな事を考えている訳ではなく――確か、『花はな摘つみ』などと同様、少し旧ふるい言い回しで『トイレ』の意味だった筈だ――何を想って弑子が自分と眼を合わせていったのか判らなかったのだ。

　とりあえず瑞人は美裕希にまた背中を向けた状態である。

　彼女がどんな表情をしているのかは判らないが――

「……あの……さ」

　何か言わねばならない様な気がした。

　瑞人自身がこの重苦しい沈黙に耐たえ難がたかった事もあるが。

「俺、最初……鹿沼さんのこと……なんていうのかな、俺とは住む世界が違ちがう、みたいに思ってたんだよね」

「え……？」

　いきなりの話に、美裕希が驚いたような声を上げる。

　彼女が身じろぎする気配を背中で感じながら瑞人は続けた。

「優しいし、面倒見いいし、成績もいいし、それに――その、美人だしさ」

「…………」

「でもそれを自じ慢まんしたりもしないし。なんていうか、完かん璧ぺき超ちよう人じんっていうか、本当、隙すきが無くて、近付きにくいっていうか……そんな……」

　相手はクラスのマドンナ。

　一方自分は平へい凡ぼんな隠れオタクのフィギュア好き。

　まさしく月とスッポンで――

「だからさ。前にほら、放課後――一学期最後の日。鹿沼さん、俺に声掛かけてきてくれたでしょ？　覚えてる？」

「……うん」

　小さい声が言った。

「覚えてるよ……人形の話とか、したよね……」

「あれ、凄く意外だった。なんでこの子が俺みたいなのに声掛けてんの？　みたいな」

「そんな！　どうして富士宮くんはそんな自分を――」

　恐らくは咄とつ嗟さにそこまで言って、美裕希は気付いたのだろう。

　自分が言わんとした台詞は、そのまま、瑞人が自分に言おうとしたものでもあると。

「でもさ。今の話聞いて……なんか印象変わったんだよね」

　今――美裕希は、どんな顔をして話を聞いているのだろうか。

　振ふり向むけないことをもどかしく感じながらも、瑞人は更に言うべき言葉を一つ一つ拾い上げて口にしていく。

「ああ、鹿沼さんも同じなんだなあって」

「同じ……」

「他人には中々理解して貰えない劣等感コンプレツクスがあってさ、それに悩なやんで、自信も持てなくて」

「……うん」

「判って欲しいけど、どうして良いいのかわからなくて、こんな劣れつ等とう感かん抱かかえてるのが恥ずかしくて、だからせめて最低限、周りには嫌われないようにしようって、無難な自分を装よそおって……」

「……うん」

　それが瑞人にとっては『フィギュアや造型趣しゆ味みの事を周囲には隠す』事であり、美裕希にとっては『責めるべき欠点の無い優等生を演じる』事であったのかもしれない。

「ちょっと意外だった。意外で――いやもう親近感感じちゃうっていうか」

　いや待て俺よ。

　思わず瑞人は内心で自分に突っ込んでいた。

　その辺で止やめておけ。まるでこれじゃ口説いてるみたいで――

「……富士宮くん、覚えてる？」

　ぽつりと美裕希が言う。

　調子に乗って余計な処まで口にしないで済んだ事に安堵しつつ、瑞人は彼女の言葉に意識を向けた。

「私の人形……作って欲しいって言った事」

「覚えてるよ」

　まさにそれを作っていた事で、自分は今回の件に首を突っ込むことが出来たのだから。

「私……忘れられるのがね、怖こわかったの……」

「忘れられる？」

　鸚おう鵡む返しに呟いて――そして瑞人は思い出した。




『自分だけがね。置き去りにされて、忘れられちゃうみたいな……そんな気がしたの』




『だからね。お見舞いに来てくれたって聞いて、すっごく嬉しかったの。お前の事覚えてるよ、って言って貰えたみたいで』




　身体が弱く学校を休みがち。

　どうしても同級生達の印象に残ることは少なくなって。

　皆みなの心の中に居る筈の『自分』がどんどん薄くなって。

　いつかは消えてしまうのではないかと――誰からも忘れられて『そんな奴やつ居たっけ？』などと言われてしまうのではないかと。

　もしそのまま自分が死んでしまったら。

　自分は――何の意味や理由が有ってこの世に生まれてきたのだろう？

　そんな不安と恐怖に幼い美裕希は苛さいなまれていたのだ。

「だからね」

　美裕希は言った。

「私は此処に居たよ、生まれてきて、ここに生きてたよ、っていう証しよう拠こみたいなのを、何か遺したかったの……」

「――鹿沼さん」

　自分の人形が欲しいと言った美裕希は、単に、瑞人に話を合わせただけの、その場の思いつきではなかったという事だ。それはもっと切実な――一人の少女の劣等感に根ざす望みだったのだろう。

　それならば、もっとはっきり求めてくれれば良かったのに。

　瑞人はそう想うが――だが美裕希の性格上、遠えん慮りよの気持ちが働いて、それをあまりはっきりと口に出来なかったのだろう、という事も想像がついた。

「好きだ……付き合いたいって……言ってくれる人が居たのは嬉しかったけど……でも」

　躊ちゆう躇ちよの揺ゆらぎが美裕希の声に生じる。

「私がこんなに身体弱いって知ったら、きっと、嫌われると――」

「え？　なにそれ!?」

　確かに身体が弱い事は自慢にはならないが。

　それは美裕希のせいでも何でもないのだから、嫌われるという事も無いと思うのだが。

「だって」

　美裕希は少し拗すねた様に言った。

「私すぐ貧血起こすし……」

「別に珍しくもないじゃん」

「肌弱くてすぐ荒あれるし……」

「繊せん細さいって事じゃないの？」

「付き合っても、例えば、一緒に海に行ったりとか、出来ないっていうか、多分、色々足引っ張っちゃって……つまらないんじゃないかって」

　美裕希曰いわく――幼い頃ころ、両親と一緒に海に行った際も、砂すな浜はまで調子に乗って遊んでいる内に倒たおれてしまい、病院に担かつぎ込こまれて、ろくに遊ぶ事も出来なかったのだとか。美裕希の父は忙いそがしい人らしく……その時は、何とか仕事の都合をつけて確保したたった三日間の夏休みなのに、美裕希の入院に付つき添そうだけで終わってしまったのだそうだ。

　それがずっと美裕希の頭の中に残ったままで。

　自分は、何処かに遊びに出ても、身体の弱さから誰かの足を引っ張ってしまうのではないか。迷惑をかけてしまうのではないか。それを理由に嫌われてしまうのではないか。

　そんな怯おびえがあったらしかった。

「それ気にしすぎ！」

　悲鳴じみた声で瑞人は言った。

「え？　でも」

「別に海に行くだけがデートじゃないでしょ？」

「でも遊園地とかいっても私……絶叫系とか駄だ目めだろうし……」

「なんで絶叫系限定なの？」

「デートって絶叫系限定じゃないの？」

「違うよ！」

　むしろこう、観覧車に一緒に乗って夕ゆう陽ひを見るとか、そういうのの方が男の側としては嬉しいのは間違い無い訳で。まあ絶叫系に一緒に乗って、きゃあきゃあ言われながらしがみつかれるのも悪くはないが――それは別に絶叫系そのものが良いのではなくて、結果的に生じるこう、スキンシップが嬉しいのであって。

「泳ぐだけなら屋内プールだって何だっていいだろ。大体、その片桐だっけ、世の中の男はあーゆースポーツマンタイプばっかりじゃない訳でさ。インドア派だって居るよ」

　美術館へ行ったり。映画館へ行ったり。

　そういうのだって立派なデートな訳で。

　まあ同じインドア派でも瑞人の場合……ついうっかり、デートでプラモデルショップとかホームセンターとかに行ってしまいかねないのだが。

「でも映画館とか、私ホラー映画も多分駄目――」

「だからなんてホラー限定なの？」

「デートってホラー映画見るものじゃないの？」

「恋れん愛あい映画とか見ようよ!!」

　まあホラー系を一緒に見に行ってきゃあきゃあ言われながら（以下略）。

　どうも美裕希は『男女交際』というものについてかなり偏かたよった知識を溜め込んでいるっぽい。瑞人は彼女の後ろ向きな認識を、逐ちく一いち、片かたっ端ぱしから否定しまくっていった。

　そして……

「富士宮くんね、お見舞いにきてくれたでしょ」

　美裕希は少し嬉しそうに言った。

「私がこんな身体でも、こんなに駄目でも、呪いなんか掛けられちゃってても、富士宮くん、来てくれたでしょ」

「いやだから。そういうの関係無いよ。別に俺だけじゃなくて」

　気にする人間は確かに居るかも知れないが、気にしない人間だって大勢居る筈はずだ。

「そうかもしれないけど、本当に、私の処に来てくれて、身体が弱くても、うざくないって、関係無いって言ってくれたのは、富士宮くんだけだよ」

「……あ……」

　ふと脳のう裏りに弑子の言葉が蘇よみがえる。




『実は結構難しいもんなんよ』

『想いを形にする、言葉にして言える、ってのは……それだけでも、ね』




　美裕希の身体が弱い事を気にしない人間は、きっと沢たく山さんいる。

　だがそれを誰もが口に出して言った訳ではない。

　また美裕希も自分が抱えている劣等感を誰か他人に告白する事は無かった。

　だから片桐をはじめとして彼女に告白して振られた者達も気付けなかった。

　言葉にする。行動に出る。

　ただ胸の奥おくに溜め込むだけではなくて気持ちを形にする。

　それは実際、誰にでもその気になれば出来るような事なのだけど。

　結局――重要なのはそこなのかもしれない。

　誰だって他人の心の中を直接覗き込む事なんて出来ないのだから。

「だからね」

　美裕希は言った。

「本当に、嬉しかったんだ。ありがとうね。富士宮くん」

「あ……いや……」

　駄目だ。

　これ以上は恥ずかしくて耐えられない。

　自分の耳や首が真っ赤になっているのを――美裕希に見られているかもしれない。

「そ、そういえば、弑子の奴、遅おそいよね!?」

　上ずった声で言いながら瑞人は立ち上がる。

「……富士宮くん、三さん途ず川がわさんの事『弑子』って呼んでるの？」

「ああ、なんか三途川って呼びにくいし無意味に目立つからって――いやそうじゃなくて、とにかく、ちょっと見てくるよ！」







[image: ]







　そう言って瑞人は逃げるように美裕希の部屋を出た。

　扉を閉めて廊下の壁に背中を付けると――溜め息を一つ。

　心臓はドキドキしっぱなしである。深呼吸の一つや二つでは納まってくれそうにない。

「はー……」

「あー、甘酸っぱ」

「うおっ!?」

　すぐ傍かたわらから聞こえてきた声に、思わず瑞人は悲鳴を上げて身を竦すくめていた。

　いつの間にか、弑子が腕うで組ぐみをして瑞人同様、壁にもたれかかっている。

「いやもう本当に優しいっちゅーか女の子に甘いっちゅーか……」

　辟へき易えきした口調で弑子は言う。

「……って。聞いてたの？」

「まあね」

　と頷うなずく弑子。

　どうもこの様子では本当にトイレに行っていたかも怪あやしい感じだ。多分、ずっと弑子は此処で瑞人と美裕希のやり取りを聞いていたのだろう。

「優しいって何が？」

「そもそも怒ってもええ所だと思うで。うちは仕事やけど、君は彼女が心配だから来てる訳やろ？　それを勝手に――」

「いやまあそれは別に……」

　そこまで言ってから瑞人は気付いた。

「もしかして、弑子？」

「何？」

「『人から貰った好意くらいは素直に受け止めた方がいい』って……あれ、俺の？」

　瑞人は単に片桐の事を言っているのかと思っていたのだが。

「…………」

　弑子は腕組みしたまま答えない。

　だがこの場で否定しないという事は――少なくとも瑞人の事をも含んでの一言だったのだろう。

「優しいって……弑子もじゃん」

　苦く笑しようして瑞人は言った。

「……え？」

　きょとんとした表情を浮うかべる弑子。

　この少女のこういう表情は――普段が普段だけに、本当にその落差でとても可愛かわいい。

「俺の為にわざとああいうきつい言い方して、それから、きちんと鹿沼さんと俺が話を出来るように席まで外してくれたんだよね？」

「……そ、それは」

「ありがとう」

　瑞人は心底からそう言った。

　誰かを立てる為に憎まれ役やくや嫌われ役をするのは大変な事だ。

「――ッ!?」

　驚おどろいた様子で壁から離れ瑞人を振り返る弑子。

　彼女はしばらく顔を真っ赤にして瑞人を睨んでいたが――

「君はどうしてこう――……ああ、もうええわ」

　溜め息をついて弑子は言った。

「そんな事より。明日も君の学校で捜そう査さするで――ちと方法変えて、徹てつ底てい的てきに。それで駄目やったら、いっそ学校以外を疑った方がええ」

「判った」

　今日、学校から帰ってくる際には、どうにも気分が沈しずんでいたのだが――何となくやる気が出てきた。美裕希の為にも、そして色々と頑がん張ばってくれている弑子の為にも、何としてでも呪いの出所を見つけよう。

　瑞人は改めてそう決心していた。
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　でもって――翌日。

「…………俺が一体何をした……」

　いきなり瑞人は決心が揺らいでいた。

　というか弑子に協力するといった事そのものを後こう悔かいしていた。

　何な故ぜなら……

「…………」

「…………」

　生徒達たちがじろじろと瑞人を見ながら――歩いて行く。

　彼かれ等らの表情は様々だが、大体において呆れ半分、訝いぶかしみ半分、といった感じである。端たん的てきに言えば『何コイツ？』と胸の中で呟いているのが聞こえてくるかの様な――そんな反応だった。

　まあ当たり前の話だ。

　校門の処に大きく――Ａ４サイズに引き伸ばした美裕希の顔写真を胸むな元もとに掲かかげて立っている男子生徒。しかも右手ではちりーん、ちりーん、と鈴すずを鳴らし、肩には鴉からすを乗せている。何を主張するでもなくただ立たち尽つくしている姿は、托たく鉢はつ中ちゆうのお坊ぼうさんにも似ているが――はっきり言って今の瑞人は、何処からどう見ても得体が知れない不ふ審しん者しやだった。

　顔見知りの同級生ですら声を掛けるのを憚はばかられる位に。

「いっそ指差して笑ってくれよ……」

　その方がマシだ――微び妙みように哀あわれみを含んだ眼で見られるよりも。

　そんな事を瑞人が考えていると……

「あら。富士宮くん？」

　怪け訝げんそうな声で誰かが瑞人を呼ぶ。

　振り返って見るとそこには遥はる香かが立っていた。

「何やってるのー。こんな朝から」

　明らかに面おも白しろがっている様子で遥香は尋ねてくる。

　彼女は、瑞人が抱えている美裕希の写真を見て首を傾かしげた。

「あれ？　これ――昨日、富士宮くんが尋ねてた子？　鹿沼美裕希さんって言ったっけ」

「ええ……まあ」

「で、その鹿沼さんの写真引き伸ばして抱えて、何を？」

「ふふふ。何でしょうね……」

　やけくその口調で瑞人は言った。

　ちらりと彼は校門の門柱の陰を見る。

　そこには右に黒くろ猫ねこ、左に黒くろ蛇へびの姿があった。どちらも上う手まく目立たない処に隠れているので、登校してきた生徒達がその姿に気付く事は無い様だった。勿論、瑞人の近くの樹きに止まって居る鴉と、その校門の処の二匹びきの位置を結ぶと、綺き麗れいな正三角形になる――という事に気付いている者は、ゼロの筈だった。

「愛の告白？」

　瑞人の顔を覗き込んで尋ねてくる遥香。

　その眼鏡の奥の瞳ひとみが好こう奇き心しんに輝かがやいている。

「何をどう見たらそう思うんですか」

「いや、こう、俺は鹿沼さんが好きじゃー！　みたいな主張というか」

「違います」

「そうよねー。やるなら屋上から絶ぜつ叫きようよねー。全校生徒集めてさー。その時は呼んでねー？」

「しません」

　唸る様に瑞人は言ったが、遥香は聞いているのかいないのか、首を傾げて言った。

「でも鹿沼さんずっと休んでるんでしょ？」

「ええまあ……」

　そんな事は勿論、百も承知な訳で。

「うーん。何だかロックだねー」

「何ど処こが!?」

　他ひ人と事ごとだからか、とことん面白がって好き勝手を言う遥香を前に――殆ほとんど泣きたい気持ちで瑞人は叫さけんだ。
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「で……成果無しと」

　そして――放課後。

　場所は校舎裏。

　精神的疲ひ労ろうでぐったりとしている瑞人を前に、首を傾げて弑子は言った。

　彼女の前には例の式神達三匹が仲良く並んでいる。

「まあそうやないかとは思たんやけどな」

「…………おい」

　瑞人はジト眼で弑子を睨みながら唸った。

「俺の苦労は一体……」

「苦労って、写真持って、鈴鳴らして、突つっ立たってただけやろ？」

「精神的に疲ひ弊へいするんだよ、ものすごく!!」

　ほぼ全校生徒分の憐あわれむ様な、怯える様な、呆れる様な、そんな視線を思い出して瑞人はその場で悶もだえ苦くるしみそうになる。

「協力するって言ったやん」

「そりゃそうだけどな！」

　あんな方法だと知っていれば、せめて『恥ずかしくない方法なら』と条件付きにでもしていた事だろう。

　瑞人が美裕希の写真を持って校門の処に立っていたのには、勿論、理由が在る。

　実は弑子の三匹の使つかい魔ま達たちがある種の結界を展開――その中に足を踏み入れた者の精神的な『揺れ』を計測していたのである。美裕希を呪う様な人間なら、美裕希の顔写真を見れば比ひ較かく的てき大きな精神的な『揺れ』が生じるだろうと踏んでの事である。

　ちなみに鈴は、単に校門を通る人間の注意を引いて、写真に視線を向ける為のものだ。

　本当は直接的に呪いの力や流れを計測できれば良いのだろうが、直接、本人から出ていない場合も――例えば藁人形から出ているとか――あるので、あまり当てにならないらしい。

　そして瑞人の精神的な諸もろ々もろを犠ぎ牲せいにして得られた結果は――『該がい当とう者しや無し』である。

　瑞人の行動そのものに驚いて動どう揺ようしていた者は居た様だが、憎ぞう悪おや憤ふん怒どに繋つながる様な感情の動きは、式神達にも感知出来なかったらしい。

「結局、調べた限り、美裕希さんに呪いを掛ける位に怒りや憎しみ、妬み嫉みを持っている生徒は居おらへんかった」

　弑子は腕を組んでそう言った。

「休んどった生徒がおらへんとも限らへんけど……」

「まあ遅ち刻こくしてきて『検問』を通らなかった奴も居るかもしれないけど」

「うーん……」

　ここは徹てつ底ていして調べるべきか。

　それとも――学校の外に調査範はん囲いを移すべきか。

　さすがに美裕希の親しん戚せきや、中学生、小学生時代の交友関係となると、瑞人が協力して調べるのにも無理がある。だがそもそも中学生や小学生時代の知り合いが、どうして当時ではなく、今になって呪いを掛け始めたのかという疑問は残るし――それは親戚も同じだ。

「これは……」

　弑子は首を傾げながら辺りを行ったり来たりし始める。

「もしかしたら、根本的な勘違いをしているかもしれへんね」

「勘違い？　根本的？」

「例えば……」

　弑子はごそごそとだぶだぶの制服の胸元に手を入れて――中から何かを取り出した。

　何故か白い指に握られているのは、亀かめの子こタワシだった。

「美裕希さんに振られた男なんかもそうやけど。元々は彼女が好きやった訳でしょ？」

「え？　まあ、そうだろうけど……」

　亀の子タワシとそれに何の関係が有るのだろう。

「それが？」

「でもそれが振られた事で一気に転じて憎しみになる」

「……そうだね」

「結局、好きって気持ちも、嫌いって気持ちも、こんな風に同じ貨か幣へいの表と裏……」

　そう言って弑子は――

「……あれ？」

　自分が手にしていた亀の子タワシを見て間の抜けた声を漏らした。

　どうやら貨幣を一枚取り出して見せたつもりが、間違って亀の子タワシを取り出してしまったらしい。そしてそれに自分でも気付いていなかった様で。

「ええと。違う違う。これ違う」

　そう言って亀の子タワシを制服の中に突っ込むと、再びごそごそ。

　そこで何か失敗したのか……ちゃりんちゃりんと音を立てて、彼女の着ている制服の裾すそから、小こ銭ぜにが何枚も落ちてきた。

「ああっ……？」

　慌ててしゃがんでこれを拾う弑子。

（実はこの子ものすごいドジっ子なんじゃ……？）

　瑞人の脳裏をそんな懸け念ねんがかすめたが、まあそれはさておき。

「えーと。何処まで言うたかな」

「同じ貨幣の表と裏がどうのって話」

「ああ、そうそう、そういう訳でやね？」

　弑子は握った拳の上に一枚の硬貨コインを載せる。

　何故か10セント硬貨である。それは次の瞬しゆん間かん、彼女の親指に弾かれてくるくると空中に舞まい上あがっていた。

「だからひょいと裏返る」

　落ちてきたコインを左手の甲こうと、右手の平で受け止め、弑子は真まっ直すぐに瑞人を見つめた。どうやらこのパフォーマンスをしながら話をしたいが為に、わざわざ硬貨を持ち出してきた様なのだが。

「強く愛しとったら、それは強い憎しみにも通じる。ぶっちゃけ、愛してとる事も、憎んどる事も、結局は、人間って生き物の幸せを求める気持ちから来るわけ」

「幸せ？」

　ちょっと意外な言葉が出てきて瑞人は戸と惑まどった。

　まあ愛情が幸せを求める気持ちから来るというのは分かるが――

「恥はじをかかされた。あるいは幸福になるための人や物が手に入らない。だから憎む。満ち足りていれば人を憎んだり呪ったりする必要なんかないやろ。そやから幸福が足りない」

　手の平を退け、露あらわになった硬貨は、表を示していた。

「逆に言うたら、それは幸せを求めた反動や結果であって――その事自体には是ぜも非も無かったりする訳やね」

　指先で硬貨を摘まみ、弑子はそれを少しの間眺めると――瑞人に向かって投げてきた。

「うわっ……と」

　反射的に瑞人はそれを両手で受け止める。

　広げた手の上の硬貨は――裏を向いていた。

「…………」

　表だろうが裏だろうが、硬貨は硬貨。結局同じもの。

　好意も憎悪も求めたものは同じ。ただ結果が――出目が違うだけだ。

　ならば……

「……弑子」

「何？」

「なんていうか、君――」

　瑞人はまじまじと弑子を見つめて言った。

「すごいなあ」

「え？　な――なに、いきなり？」

　弑子は驚いた表情を浮かべる。

「凄すごい大人っていうか……」

　モノの見方が瑞人と全然違う。

　それは恐おそらく『祟り破り』として様々な現場を――人間の愛あい憎ぞうの『形』を見て来た経験によるものなのだろう。彼女と話していると、自分が、何も知らない幼児の様にも思えてくる。弑子の容姿が幼いから尚なお更さらである。

「大人？　な、なにそれ、嫌いや味み？」

「え？　なんで嫌味なんだよ」

「そやかて、大人っぽいとか言われた事ないし、そもそも十八に見えへんて――」

「――ちょっと待て、今聞き捨てならない事聞いたような!?」

　十八!?

　自分や美裕希よりも――遥香よりも歳とし上うえ!?

（あ……有り得ない……！）

　どう見ても中学生位にしか見えないのだが。

「なによ!?」

「いや、あ、その、だから」

　じろりと睨み据えられて瑞人は慌てた。

　どうやら自分の容姿が幼く見える事を、弑子自身は気にしているらしい。

「言う事がすごく大人っていうか、そういう意味だよ。中身。昨日、不良に絡からまれた時もそうだったけどさ、なんて言うか、達観してるって感じかな。普ふ通つうはもっとこう……」

　喜き怒ど哀あい楽らくの渦か中ちゆうに居れば、自分の感情も巻き込まれると思うのだが。

　弑子は驚く程ほどに、中立的な立場を――冷静な視点を保っている。

「あ――ああ」

　溜め息をついて弑子は頷いた。

「苦労人は老ふける言うやろ。こんな商売してたら、そりゃもう色々な現場を見るから。大人びもするわ」

「ははあ……」

「……まったく」

　ぶつぶつと弑子は呟く。

「本当に君は、どうしてこう――ピンポイント直ちよく撃げきな事を言うかな」

「え？　なに？」

「何でも無い」

　十八という歳に似合わぬ子供っぽい膨ふくれっ面つらでそう言う弑子。

「とにかく……！」

　話をとりまとめる様に、強い口調で弑子は言った。

「うちみたいな仕事をしとると、いちいち関係者と一緒になって怒おこったり哀かなしんだりしとったら、むしろまずいんよ。そっちに引きずられる。だから――そうやね、呪のろいを憎にくんで人を憎まずって処やな」

「……なるほど」

「話を戻すで……って何処まで話したっけ？」

「愛情も憎悪も同じ貨幣の表と裏、どっちも幸せを求めた結果って処かな」

「ああ。そうやね。で――人間が分不相応に幸せを求めようとすると、何ど処こかに歪ゆがみが出る。それが言うてしまえば呪いなんよ。だから時には、全く自覚が無のうて、自分は善意の人の積もりで、誰かを呪ってる――なんて場合もある訳」

「それは……」

　恐ろしい話である。

　瑞人は背筋を正して弑子の話の続きを聞く。

「呪じゆ術じゆつなんてのも所しよ詮せんは、効率良ぅ意志を形にする技術やからね。充じゆう分ぶんに強い願いがあったら、それが何らかのきっかけで、そのまま呪いになる事やって普通にある訳や」

　そして弑子は瑞人に指を突き付けた。

「君の人形だってそう」

「え……？」

　眼を瞬またたかせる瑞人。

　まさかここで自分のフィギュアの話が出てくるとは思わなかったのだ。

「強い想おもいを込めて彫ほられているからこそ、呪物となって呪術の流れに割り込む事が出来たんよ。まあ普通は、あんなに強い呪物にはならへん筈やねんけども」

「……ええとそれって褒ほめてくれてるのかな」

「微妙」

　と弑子は言った。

「今回はああなったけど、もしかしたら、逆の場合もありえたかもしれへん」

「…………」

　それはつまり……一歩、いや半歩間違えば、あのフィギュアが呪いとして作用し、美裕希を苛んでいたかもしれないという事か。強い想いはその正せい邪じやにかかわらず影えい響きよう力りよくが大きい以上、それが具体的行動という一線を越えた時、どうなるかは諸々の条件に左右されてしまう……

「同じ貨幣の表と裏――や」

　自分のフィギュアが呪いの人形になっている状じよう況きようを想像し、思わず顔をしかめている瑞人に――弑子は静かな口調で諭さとす様にそう言った。
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　結局……瑞人達は捜査方針を変える事にした。

　今いまの処、これ以上学校関係者で呪いの出所を探しても得られるものは無いと判断したのである。そういう意味では瑞人の羞しゆう恥ちプレイも無む駄だではなかったと言える。

　瑞人と弑子は鹿沼邸ていに戻ってきた。

　学校関係者ではないとすると――先まず疑うべきは親戚関係か。

　次に疑うべきは中学時代の同級生辺りか。

　いずれにせよ、ある程度の見当をつけねばならない。親戚方面及び、中学以前の交友関係を把は握あくすべく、瑞人と弑子は美裕希の母から許可を貰い、鹿沼邸の中にあるものを片っ端から調べていく事にした。

「まずは写真……アルバムかな」

　弑子がそう言うので、とりあえず居間の床ゆかに二人して座り込み、借りてきたアルバムを積み上げてひたすら眺める事にしたのだが。

　これが……意外に重労働だった。

　どうも美裕希の両親は写真を撮とるのが好きらしく、アルバムの数が――その中に収蔵された写真の数が本当に半はん端ぱ無いのである。美裕希関連のものだけと限定しても、二十冊余り、その中に納められている写真を一枚一枚丁てい寧ねいに見て行くとなると……果たして一日で終わるかどうかすら疑問だった。

「はー……」

　溜め息をつく瑞人。

　たかが写真。されど写真。手がかりはないかと必死に目を凝こらして見ることは、案外神経を使う。集中しすぎて、目も乾いて痛い。

　ちらりと瑞人は、横目で弑子を盗ぬすみ見みる。

　弑子は美裕希の、中学の卒業アルバムを凝ぎよう視ししていた。

　瑞人も再び写真の検分作業に入る。といっても元々がひどく曖あい昧まいで雲を掴む様な話である。写真に写っている人物の中に、本当に呪いの実行者が居ると決まった訳でもない。

　自分の勘かんを信じてとりあえずは見て行くしかない。

　しかし……

（あー。可愛いなこれ）

　アルバムの頁ページをめくりながら瑞人はそんな事を考える。

　言うまでもなく『可愛い』というのは美裕希が写った写真だ。

　小学生の頃の写真だろう。顔立ちが整っていて本当に可愛いのは今と同じだが、確かに美裕希の言葉通り、何処か弱々しいというか――ひどく線が細くて病弱な雰囲気が強い。だがそれがまた『薄はつ幸こうの美少女』とも言うべき儚はかない印象を生み出していて、何というか、ひどく絵になるのだ。

「……あれ」

　ふと瑞人は積み上げられたアルバムの横、元々そのアルバムの入っていた段ボール箱の中に、未いまだ手を付けていない何かが納められているのに気付いた。

「……ノート？」

　瑞人はそれを取り出して眺める。

　どこにでも売っている、表紙が無地の雑記帳だ。

　瑞人は何の気なしに、ぱらりと頁を捲めくる。

　すると――

「……おお」

　思わず溜め息が出た。

　それは……幼少の頃の、美裕希の病気について書かれたものだった。字を見るに、美裕希の母が書いたものだろう。

　ノートは恐ろしい程の丁寧さで美裕希の身体からだについての記録が書き込まれていた。

　身長や体重は言うに及ばず、病院で検査を受ければその数値は全すべて書き込まれ、更さらには美裕希の母のものらしい雑感なども添えられている。

　いつ発ほつ疹しんが出た。いつ嘔おう吐とした。いつ体調がよくなってきたか。こんなものを食べさせたら体にいいらしい。その他諸もろ々もろ――美裕希の病気についての、ありとあらゆることがそこには書いてある。

　これはつまり美裕希とその母の闘とう病びよう日記なのだ。

　ところどころに貼はってある写真には、無む邪じや気きに笑っている幼い美裕希と、同じように笑んでいる若い美裕希の母の姿が写っていた。写っている場所が病院でさえなければ、それは単純に微ほほ笑えましい――仲睦むつまじい親子の写真だった。

（大切にされてきたんだなあ……）

　写真を見ながら瑞人はそんな風に思う。

「……がんばらないと、な」

　美裕希の為にも。

　美裕希の母の為にも。

　一日も早く呪いを取り除いて楽にしてあげたい。

　瑞人は大きく身体を伸のばして全身に食い込んでいた強張りを解ほぐすと、再びアルバムの閲えつ覧らん作業に入った。
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　弑子に協力する様になってからは、帰りが遅くなる事も多い。

　親には『食事は外で友達と食べて帰る』と言ってあるし、基本的に瑞人の両親は『とりあずやるべきを事していればそれでいい』と半放任主義なのでとりあえず問題は無い。

　だから瑞人は少し油断していた。

　というよりすっかりきっぱり忘れ果てていた。

「ただい――」

「――変態ッ！」

　自宅に帰った途と端たん、というか『ただいま』も言い切らない内にきつい罵ば声せいが飛んできた。

　靴くつを脱ぬいで顔を上げると、そこには腕を組んだ寿すみ子こが仁に王おう立だちしていた。単に偉えらそうにしているというだけではなくてこう――それこそ仁に王おう像ぞうみたいに『私怒ってるんだからね!?』的な空気を背後に背せ負おってそこに居た。

「……はい？」

　瑞人はぽかんと間の抜ぬけた表情を浮かべて妹を見る。

『キモオタ』と言われる事はよくあるし、『馬ば鹿か兄貴』と言われる事も、まあ珍めずらしくないのだが……直球で端たん的てきに『変態！』となじられるのは珍しい。それもどうも……これを言う為に、寿子は瑞人が帰ってくるのを待っていた様で。

「いきなり何だよ？」

　ここ数日はフィギュアも作っていないし、寿子に罵ののしられる様な要素は特に無いと思うのだが……

「…………」

　何故か寿子は膨れっ面で瑞人を睨んでいる。

　唐とう突とつな罵ば倒とうについて説明してくれる気は無い様だ。

「俺が何かしたか？」

「しなかったから問題なんでしょ」

「……あ？」

　考える事……数秒。

　それで瑞人はようやく気付いた。

「あっ……！」

　そういえば寿子の友達のストラップ。

　修理を頼たのまれていたが……ずっとほったらかしになっていた。

「ストラップか！」

「…………」

　寿子は瑞人を睨んだまま無言。

　まあ確かに引き受けると言ったものを放置していたのは、瑞人の責任である。

「悪かったよ。でもいきなり変態、はないだろ」

「変態じゃなければ色しき魔ま」

「……しきまってお前……」

　日常会話ではなかなか出てこない単語である。

　これで中々寿子は現国の成績が良い。いやまあ『色魔』などという単語を知っている事とあんまり関係無いかもしれないが。

「さもなくばド助すけ平べえ」

「寿子」

「…………」

「何だか罵倒が色事方面に偏ってる気がするのは気のせいか……？」

「…………」

「何だよもう」

　正直言って疲つかれているのだ。

　妹の訳の分からない罵倒に付き合っている余よ裕ゆうは無い。

　まあストラップの修理に関しては元々そんな大変な作業ではないので、寝ねる前にちゃっちゃと終わらせてしまおう――そんな事を考えながら、瑞人は唇くちびるを尖とがらせて黙だまり込こんでいる寿子の前を通り過ぎる。

　すると――

「……友達が言ってたんだけど」

　ぽろりと漏らす様に寿子が言った。

「兄貴最近、変な女の子と一いつ緒しよにいるって」

「変な女の子？」

　立ち止まって振り返る瑞人。

　もう今日の羞恥プレイの話が噂うわさになって妹の居る中学にまで伝わったのか？　伝でん播ぱ早すぎだろ！　――と反射的に思ったが。

　一緒に居る、となると美裕希の話ではない。

　つまり……

「――あ」

　弑子だ。

「噂になってるんだけど」

「……ひょっとして、ぶかぶかの学生服着てるとか、変な白黒の巫女服着てるとか、そういう女の子？」

「なに？　二人も居るの？」

　眼めを細めて寿子が問う。

「いや。同一人物だけどな」

　ずっと一緒にいるせいで見慣れてしまったが……元々弑子は超ちよう絶ぜつ的てきに見た目が変だ。

　白黒巫女服もそうだが、サイズの合っていない美裕希の学生服を着ているのも、やっぱり奇妙に見える。そもそも学生服そのものがあまり似合わない感じなのだ。

　では何が似合うのかと問われれば、瑞人も困るのだが。

「変な女の子と、何だか、こそこそしてるって」

「……あー……」

　美裕希の周りを調べていた事も周囲から見れば『こそこそ何かしている』と――何か怪しい感じに見えてしまうのだろう。まあ実際、瑞人も初めて弑子を見た時にはそんな風に思ったのだから、他人にそう見られるのも当然である。

　だが……

「まあ変っちゃ変だけど。格かつ好こうが変なだけで」

　瑞人はとりあえず弑子の名めい誉よの為ためにそう言った。

「それにも理由があるし。イイ奴なんだ、あれでも」

「…………」

　誤解を解こうと説明した筈なのだが――むしろ寿子はより胡う散さん臭くさいものを見るかの様に目付きが厳しくなった。明らかに不ふ機き嫌げんである。訳が分からない。

　寿子はジト目で瑞人を睨みながら問うてきた。

「彼かの女じよ？」

「あ？　いやいやいやいや！」

　瑞人は慌てて首を振った。

　有り得ない。瑞人と弑子はある種『相棒』の様な関係ではあるかもしれないが……まあそれも美裕希の一件が解決するまでの限定的なものであろうし。

「違う違う。ちょっと用があるというか、利害関係が一いつ致ちしたというか、まあそういう感じで一緒に行動しているだけ」

「……彼女じゃないんだ？」

　ほんの少し表情を緩めて寿子は尋ねてくる。

「違うよ。全然」

「そうなんだ。ふぅん」

　何やら納なつ得とくした様子で頷いている寿子。

　そんな妹を眺めながら――

「だから何なんだよ。万が一に、俺が弑子と――その女の子と付き合ってたからって、お前には関係無いだろ？」

「ばっ……あ、当たり前でしょ！」

　顔色を変えて寿子は叫んだ。

「べ、別に兄貴が誰だれと付き合おうと、私には関係無いわよ！」

「だよな？」

「だから、その、き、キモオタッ！　キモオタの癖に彼女とか生意気なのよ！　毎晩、えっちぃ人形触さわって『俺の嫁よめはあはあ』とか言ってる癖に！」

「言ってないわいそんな事！」

　何処からそんなネタを仕入れてきたのかこの妹は。

「大体、兄貴が変なのと付き合って噂されたら、こう、わ、私も変に言われたりして迷めい惑わくなのよ！　それだけ！　それだけだからね!?」

　畳たたみ掛かける様にそう言うと……寿子はぷいとそっぽを向くと、居間の方へと歩いて行く。

　そんな彼女の後ろ姿を見ながら――瑞人は噴ふき出だしそうになった。

「何その分かりやすいツンデレ」

　思った事がすぐ口に出るのは瑞人の長所であり欠点でもある。

「誰がツンデレよ！」

　振り返った寿子は噛かみ付つく様に喚わめいた。
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「バカじゃないの？　気持ち悪い！」

　叩き付ける様にそう言うと、今度こそ振り返らず、彼女は居間の方に行ってしまった。

　廊ろう下かに一人残されて瑞人はしばらく苦笑していたが……

「相変わらずだな、あいつも」

　そう呟つぶやく。

　寿子は――小さい頃は結構、お兄ちゃん子というか、いつも瑞人の後ろをついて回っていた様な印象がある。そして瑞人が誰かと遊びに出かけようとすると、よく泣いて嫌がったものだ。瑞人を『とられる』と思ったらしい。

　まあ彼女にしてみれば、お気に入りのオモチャとかペットとかを取り上げられる様な感覚だったのかもしれない。今も何処かにその感覚は残っているのか……妙みような処で瑞人の言動を気にしている感じはある。

　さしずめ『手の掛かる駄目兄貴』位に考えているのだろう。

　今回の弑子の事についても、彼女なりの心配なのかもしれない。

「ひねくれてるよな……あんなんじゃ、あいつこそ彼かれ氏しできないんじゃないか？」

　呟きながら、とりあえず自室へ向かうべく階段を上る。

　心配するにしても、もう少し分かり易やすくて素直な言い方をすれば良いいのにと思う。まあ恥ずかしい気持ちは分からないでもないのだけれど――いつもいつも『ああ、ツンデレか』などと察する余裕が、瑞人にあるとも限らないし。

「……ツンデレ？」

　ふと引っかかるものがあって、瑞人は階段途と中ちゆうで足を止めた。

　言うまでもなくツンデレは元々オタク用語で『ツンツンデレデレ』の略――相手の事が好きで好きでしょうがないのに、周囲の眼を気き遣づかい、恥ずかしいからと、つい、きっつい態度で相手に接してしまう、ちょっと残念な言動のキャラクターを言う訳だが。

　基本は男女間の恋愛について語る為の概がい念ねんだが、勿論、寿子の瑞人に対するアレは家族のそれだ。つまり必ずしも恋愛に限った事ではないのである。

「恋愛に限った事ではない……」

　呟いてみると何かが気になる。

『根本的な勘かん違ちがい』

『同じ貨幣の表と裏』

　内心と裏腹な行動。

　そうだ――では『ツンデレ』の逆というものは無いのか？




『私なんかが、人からやっかまれる筈ないよ』




　美裕希の台詞せりふを思い出す。

　彼女は自分に自信が持てなかった。コンプレックス。身体の弱い自分自身を好きになれないという事。

　自分自身への失望や嫌けん悪おを自覚するのは結構、きつい事だろう。

　だから――

「……もしかして」

　瑞人は、誰か他人が美裕希に呪いを掛けているものだと思っていた。

　だが無意識の内に美裕希が自分自身を呪っているという可能性は無いのだろうか？

　確か弑子は『自覚が無い場合もある』と言っていなかったか？

「まさか……な」

　いや。これは単なる可能性でしかない。邪じや推すいも良い所だ。

　だが――多分『根本的な勘違い』とはこういう事だろう。

　大前提を疑ってみないと見えてこないものがある。

「…………」

　少し休んで――それから頭を冷やして考えるべきか。

　瑞人はとりあえず鞄かばんを置くべく再び階段を上がり始めた。







機動明王







　本日は土曜日――瑞みず人ひと達たちの学校は週休二日なので今日は授業が無い。

　なので瑞人は私服で真っ直ぐ鹿か沼ぬま邸ていに向かった。といっても鹿沼邸は前述の通り瑞人の家と学校の中間地点、通学路上に在る為、歩いている道はいつもと何ら変わらない――『真っ直ぐ』というのは多分に気持ち的なものだったが。

「……しかし」

　今日は人の数もまばらな朝の通学路を歩きながら瑞人は呟く。

「あとどれ位なんだろうか……」

　美み裕ゆ希きに掛けられた呪いが『手て遅おくれ』になってしまうまでには、あとどれ位、猶ゆう予よがあるのか。瑞人のフィギュアが呪いを一時的にせき止めているとはいえ……美裕希の状態も良くも悪くもならない中ちゆう途と半はん端ぱな状態で停とまっている。

　早く呪いの出所を特定しないと、やはりまずい筈だ。

　瑞人のフィギュアの一件は、かなり珍しい事例らしく、弑しい子こも『どの程度の余裕があるのか』についてははっきりと断定出来ない様なのだが……

「――あ」

　道の先に見える鹿沼邸。

　その前に――白黒巫み女こ服の弑子が立っているのが、見えた。

　どうやら瑞人が来るのを待っているらしいのだが――

「…………？」

　瑞人は少し歩調を速めて近付く。

　今日どういう調査をするのかはともかく……ただ待ち合わせるだけならば鹿沼邸の中でも良い筈だ。わざわざ表に出てくる必要はない。

　まさか『早く瑞人の顔が見たくて』などという理由でもあるまいし。

　となると……

「どうしたの？」

　歩きながら弑子に声を掛ける瑞人。

　何か状況に変化が有った可能性が高い。

「――瑞っち」

　顔を上げた弑子は――表情がかなり深刻そうだった。

　嫌な予感が膨れ上がる。

「見て、これ」

　弑子は袖そでの中に手を入れると――あるものを取り出した。

　今回はいつもの様に間ま違ちがう事無く、目的のものを引っ張り出せたらしい。

　弑子の白い手に握にぎられているのは、あの、美裕希を模した瑞人作のフィギュアだった。

　勿論、瑞人にとっては見なれた代しろ物ものなのだが――

「……ん？」

　一いつ瞬しゆん、感じた違い和わ感かんの理由が分からなかった。

　だが眼を近付けてよく見ると、それは驚きに変わっていた。

「なんだこれ!?」

　美裕希のフィギュアにはヒビが入っていた。

　それも無数に――だ。亀き裂れつという程に大きなものではないのだが、元々そういう模様であったかの様に、小さな小さなヒビがフィギュアの全身に入っている。

　単に落としたとか、叩いたとか、ではこんな風にはならない。

　むしろ経年劣れつ化かや……あるいは熱収縮によるひび割れに印象は近い。

「……萩はぎ焼やきかよ」

「渋しぶいもの知っとんな。学生の癖に」

　と弑子が言う。

『萩焼』という種類の陶とう器きは、敢あえて土と釉ゆう薬やくを調整して『貫入』と呼ばれるひび割れ模様を表面に付ける事で知られている。陶とう芸げいも粘ねん土どをこねて形にするという部分が、造型に通じるものがあるという事で、瑞人はその手の展覧会を見に行った事もあるのだ。

「限界やね」

　と弑子はフィギュアを瑞人に手て渡わたしながら言った。

「堰せきもいつかは決けつ壊かいする。強い呪いを受け止めてたんやから、こうなんのは当然」

「じゃあ……」

「あまり時間的猶予は無いで。これが完全に壊こわれて『形』を失ってしもたら、呪いは一気に美裕希さんへ流れ込む」

　弑子は低い声で言った。

「その場合――呪いの源を排はい除じよしても、美裕希さんは元に戻もどれない可能性が有る」

「…………」

　それはつまり、身体全体に、あの爛ただれた様な、腫はれた様な、惨むごい有様を留とどめたまま生きていかねばならないという事か。

　人間の価値が姿で決まる訳ではないとはいえ、若い娘むすめがあんな姿を強しいられるのはあまりに惨い。それこそ、水着を着て海に行く事も――いやそれどころか夏場でも肌を外にさらせなくなる。

「これまでの呪いの進行具合や、症しよう状じようからして、死ぬ事は多分無いやろけど……」

「死なないからいいってもんでもないだろ」

「その通りや」

　弑子は頷いた。

「これ――俺が修復したらどうだろう？」

　フィギュアを仔し細さいに見ながら瑞人は問うた。

「時間稼かせぎにならないかな？」

「判わからへん。ならへん可能性も高い思うけど」

「そうなの？」

「焦あせって形だけ修復したって無意味やねん。気持ちの具現としてこれは存在するから意味が有るんであって。もう一つ改めて作るという手も有るかもしれへんけど――」

「…………」

　どの位、手を掛ければ――魂たましいを込めれば、これが呪いを防ぐ堰たり得るのかは、素しろ人うとである瑞人には判らない。

　だが……

「とりあえず鞄に最低限の道具は入れっぱなしだから、応急処置だけでも試ためしてみよう。改めてもう一つ作るとなると、ファンドとか要いるから……さすがに無理だけど」

　それ以前に、半日やそこらでちゃちゃっと作れるものでもない。作れたとしてもそれに魂が籠こもるとは思えなかった。

「判った。私は昨日の続きをするわ」

　頷いて弑子は瑞人と共に鹿沼邸の中に入る。

　ふと――

「…………」

　玄げん関かん先さきの傘かさ立たてに入れられていた、美裕希のものらしい傘かさを見て――瑞人は昨日の事を思い出した。

「弑子」

「なに？」

「呪いの原因が自分って、有り得る？」

「……え？」

　きょとんとして眼を瞬かせる弑子。

　瑞人は――昨日、自分が思い至った考えを述べてみた。

　単なる妄もう想そうや邪推の類だという自覚は有るが、それでもそれが真実をついている可能性は零ゼロではないだろう。

　人に迷惑をかけている。今の自分に満足していない。そんな自分が嫌きらい。

　だから幸せになれない。なっちゃいけない。

　そんな思いが呪いという形になって、自分自身を呪っているのではないか……？

　元々、呪いにも心理学にも素人の瑞人は、途中、何度も言葉に詰まりつつもおおよその考えを弑子に説明した。

『祟たたり破やぶり』の少女は、黙ってその全てを聞いてくれた。

　そして――

「なるほど」

　右手を顎あごに添えて頷く。

「可能性としては有り得る……けど」

「けど？」

「かなり低いで。美裕希さんの身体に注がれている呪いの質は、最初に調べとる。本人やったら、まあ呪いが外に出んと延々ループしている様なものやから、もっと強い、独特の反応が出てもおかしないねん」

「あ……そうか」

　呪いの出所を延々辿たどっていく事は出来なくても、どちらから来ているか――といった方向はおおよそ分かる、という話だった筈だ。だからこそ瑞人が持っているフィギュアの事も弑子は知る事が出来た訳だし。

「そやけど、幾いくつかの条件が重なって、それが判らなくなってるっちゅう場合も有り得るねん。当たるも八はつ卦け、当たらぬも八卦、やないけど――科学以上に『絶対確実』の無い分野やしね、こういうのは」

「じゃあ――一応、調べてみる事は出来るかな」

「了りよう解かいや。改めて美裕希さんを揺さぶってみると、反応も変わるかもしれへん」

　廊下を歩きながら弑子はそんな事を言う。

「揺さぶる？」

「気持ち的にね……そやな。昨日のアルバムとかはええかも」

　弑子は人差し指を立てて言った。

　基本的には、以前、美裕希の写真を持って瑞人が校門に立っていたのと同じ方法だ。

　精神的に揺さぶりをかけて反応を見る。美裕希の場合、自分の顔を見るだけでは、鏡などで見なれていて反応が薄うすい場合も有り得る。もっと彼女のコンプレックスに関かかわる様なものの方が良い――というのが弑子の意見だった。

「あ……じゃあ」

　むしろ美裕希の母親の闘病日記の方が良いのではないか？

　そう思い至る瑞人。

「私は先に美裕希さんの部屋に行って準備しておくから。瑞っちは昨日のやつ、持ってきてくれる？」

「持ってきてって……どこ？」

「廊下の奥の突き当たり！」

　弑子はそう言い残すと、さっさと階段を上がって二階へと行ってしまった。

　仕方なく瑞人は言われた通り廊下の一番奥に行くと、そこに在った扉とびらを開く。

「……あれ」

　てっきり物置か何かだろうと思っていた瑞人だが。

　どうも普通の部屋だ。

　小さな机と本ほん棚だな、それにクローゼットが置いてある。本棚に並んでいる本が料理本だったり、壁かべにかけてある服が婦人ものなところを見るに、美裕希の母の部屋だろう。

　主である筈の美裕希の母の姿は――無い。

「…………お邪じや魔ま、します」

　他人の個人的プライベートな空間に足を踏ふみ入いれるのは、相手が誰であれ、ちょっと緊きん張ちようする。同じ親に育てられているのに、何故か寿すみ子こは全く構わず瑞人の部屋に入り込んでくるが――まあそれはさておき。

　目的の段ボール箱は机の横に在った。

　机に近寄ると……その周りの壁に飾かざられているものが、自然と眼に入った。

　白い壁に幾つも幾つも飾られた――小さな額。中身は全部写真だった。

　それも幼い頃の美裕希の写真だ。

「うわ。可愛い……」

　思わずそんな風に呟いてしまう瑞人。

　自分しかいないのをいいことに、瑞人はまじまじと写真を見つめる。

　似たような写真は昨日も見たが、どうやらこちらは改めて選えらび抜ぬいたものであるらしく、実に綺麗に――そして印象的に写っていた。その多くは美裕希の母や、そして父らしき男性と一緒に写っていて、『幸せな家族』そのものの画えがそこには在った。

「本当に愛されてんだなあ」

　呟きながら段ボール箱に手を掛けて。

　そこで――ふと瑞人は気付いた。

「……あれ？」

　改めて段ボール箱の中を調べてみる。

　闘病日記はおよそ十冊位在って、その全ての表紙に大きな文字で番号付けナンバリングが施ほどこされている。そしてその中の一冊――六番目の闘病日記だけが、無い。

「六番目だけ……？」

　眉まゆを顰ひそめる瑞人。

　何処か別の場所に在るのだろうか。

　それとも汚よごれたか何かして棄すてた？

　いや――この几き帳ちよう面めんさからすれば、汚れれば書き写して新しい六冊目を作りそうなものなのだが……

「…………」

　ふと瑞人は机の周りの写真を見直す。

　写真はほとんどが美裕希のものだ。

　そして美裕希の写っている写真の全てが――昔のものだ。

　今の、元気になってからの、美裕希の写真が……一枚も無い。

「…………」

　写真の縁ふちに入れられた日付を見る。

　続けて瑞人は五冊目と七冊目、即すなわち欠番の六冊目の前後の闘病日記を見た。

　日付が――綺麗に当てはまる。

　写真の日付は、五冊目の後、七冊目の前、に集中している――つまりは六冊目の中に書かれているであろう日付と同時期なのだろう。

　これは何の偶ぐう然ぜんか？

　それとも何か意図的な結果？

（なんだ……？）

　よく判らない。

　明確に『おかしい』と言える要素は何も無い。

　だが――何か足あし下もとから得体の知れない不安が這はい上あがってくる。

　根本的な勘違い。

　憎悪ではなく愛情。

　幸せになるための――

「…………」

　瑞人は段ボール箱を抱かかえてそっと部屋を出た。

　廊下を通って階段の方へ向かう。

　その途中――開かれたままの居間が視界に入った。

　中に誰か居る。椅い子すに腰こし掛かけ、テーブルに向かって居る姿が見えた。

「…………」

　考えるまでもなくそれは美裕希の母だ。

　他ほかにこの家には今誰も居ない。

　美裕希の母や――どうやらテーブルの上に広げた何かを読んでいる様だった。新聞か。それとも書しよ籍せきか。熱心に眺めているせいか、瑞人がすぐ近くに居るのにも、彼女は気付いた様子が無い――

「…………！」

　瑞人は思わず段ボール箱を落としかけた。

　美裕希の母が見ているものが何か判ったからだ。

　欠けていた六冊目の――闘病日記。

　何故かそれは、他の闘病日記に比べて、より古びた感じがする。手て垢あかがついているとでも言おうか。黄ばみや汚れがより強い様に瑞人には見えた。

　まるでその六冊目だけを選んで何度も読み返しているかの様に。

「…………」

　無意味に緊張で心臓の鼓こ動どうが高まるのを瑞人は感じた。

　まるで犯罪の現場に居合わせてしまったかの様な――そんな怯おびえ。

　勿論、闘病日記を読み返す事そのものは別に珍しい事でもないだろう。そもそも日記とはそういうモノであるわけだし。一番、苦労したであろう時期の日記を読み返すのも、まあ、今の幸せを噛かみ締しめる為ならば、理り屈くつとしてはおかしくない。

　だが……

「…………」

　美裕希の母の横顔は。

　熱心に熱心にその闘病日記を見つめるその顔は。

　怖こわいほどに優やさしげで、愛いとおしげで、そして何よりも……嬉うれしげで。

「――ッ」

　瑞人は逃にげる様にその場を離はなれる。

　出来るだけ足音を立てないようにと――まるで殺人が現に行われている最中の場所から逃げ出そうとする目もく撃げき者しやの如く――気を付けながら、瑞人は階段を上がった。

　そして――

「何してたん？　遅おそかったね」

　階段の上がった先に待ち構えていた弑子に声を掛けられ、瑞人はそこでようやく、安あん堵どの息を吐はいた。

「……どうかした？」

　余よ程ほどに顔が青ざめていたのだろう。

　心配の表情を浮かべて弑子は尋たずねてきた。

「…………」

　確証は無い。

　どんな顔をして昔の日記を見ようとそれは個人の勝手だ。

　だが――

「瑞っち？」

「……もしかして」

　瑞人は自分の胸の中に生じた疑念を口にした。

　自分の下げ卑びた勘かん繰ぐり――ただの思い過ごしであってくれる事を、願いながら。
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「……………………え？」

　長い沈ちん黙もくの後に美裕希の母は断だん片ぺんの様な声を漏もらした。

　呆ぼう然ぜんとして――言われた意味が判らないといった様子で。

「ですから」

　美裕希の母に弑子は繰くり返かえした。

「美裕希さんを一度、三さん途ず川がわ家の保有する結界へ連れて行きます」

「…………」

　鹿沼邸の居間。

　そこで弑子は美裕希の母に『改めて提案が有る』と告げたのである。

　弑子はテーブルを挟はさんでソファに座すわり、同じくソファに座る美裕希の母と向き合っている。瑞人は弑子の隣となりに座り……そして何故か黒猫の諫かん奈なが瑞人の膝ひざの上で『我関せずやで』といった風に丸くなっていた。

「ありとあらゆる面で呪いを遮しや断だんする為の方策が講じられた安全地帯です。勿論、彼女の世話も任せてください。食事は勿論、飲み水も、呼吸する空気にまで配はい慮りよし、呪いを寄せ付けません。そこで根本的な治ち療りよう――呪じゆ詛そ祓はらいを行います」

　弑子の口調は淀よどみない。

　とてもそれが口から出任せとは思えない程に。

　実を言えば弑子の言う『安全地帯』など実際には存在しない。呪じゆ術じゆつ的てきにはそういう場所を作れない事も無い様だが――少なくとも恐ろしく手間が掛かる上、結局は呪いの発生源を絶つ訳ではないから、対たい症しよう療りよう法ほう以上の事は出来ない。根本的な治療など無理だ。

　では何故、弑子はこんな嘘うそをついているのか？

　勿論それは――

「で、でも」

　数秒間、呆然としていた美裕希の母は、我に返った様子で言った。

「あの子の面めん倒どうは私が……」

「先にも申し上げた通り、結界は、いわば病院の隔かく離り病びよう棟とうです。申し訳ありませんが、三途川家の人間か、呪いを受けている本人しか入れません。私達に任せてください」

「…………でも」

　美裕希の母は――落ち着き無く、救いを求めるかの様に何度も右へ左へと視線を彷徨さまよわせている。何か、ひどく追おい詰つめられた様子だった。

　だがこの部屋に居るのは彼女と弑子と瑞人だけだ。そして瑞人に口を差さし挟はさむ余地は全く無いし、そのつもりもない。

「それにその方が美裕希さんのためになるんです」

「……でも……あの……でも……」

「このままここにいても悪化するだけです」

「……でも……！」

　次し第だいに美裕希の母の声が上ずっていく。

　普通――ここまではっきりと言われれば、娘の為にと首しゆ肯こうするのが親というものだろう。

　勿論弑子の言葉を疑って掛かっていればその限りではないが、それなら最初から、『祟り破り』などという怪しい祈き祷とう師しを家に上げる筈も無い。他に手段が無いからと、最後に縋すがったのが弑子である以上――美裕希の母に、彼女の言葉を疑い否定するという選せん択たく肢しは最初から無い。

　しかし……

「でも私が面倒をみないと……あの子を一人にさせるなんて……」

　美裕希の母親はなおも食い下がった。

「美裕希さんももう高校生です。一時的なものでもありますし、そこまで心配なさらなくても大だい丈じよう夫ぶですよ」

「でも……」

　さっきから美裕希の母は『でも』と繰り返してばかりだ。

　弑子と瑞人はそれ以上言葉を重ねる事無く――ただ待った。

　壁かべ掛かけの時計が秒針をのろのろと回していく。

　でも。でも。でも。でも。でも。でも。でも。でも。でも。でも……

　壊れた機械の様に美裕希の母親は繰り返す。

　一分。二分。三分。四分。

　五分を回った処で――弑子はソファから腰こしを浮かして言った。

「連れていきます」

　決定事じ項こうとでも言うかの様にきっぱりとした口調だ。

　美裕希の母は、一瞬、気け圧おされたかの様に身を竦すくめて――

「……駄だ目め」

　何故か美裕希の母はとろんとした微び笑しようを浮かべた。

「アノ子ハ私ガ面倒ヲ看みナクチャイケナインデス」

「…………ッ!?」

　思わず瑞人は背筋に悪お寒かんが走るのを感じた。

　発音がおかしい訳ではない。殊こと更さらに口調が早い訳でも遅い訳でもない。

　なのにこの違和感は一体どうした事か。

　明らかに歪んでいるけれど、何処がそうなのか指し摘てき出来ない様なもどかしさ。

　ひっそりと、ゆっくりと、しかし確実に狂くるっていく――何か。

　思わず瑞人もソファから腰を浮かし、その膝の上に乗っていた諫奈がひょいと床に降り立った。

「連れていきます」

　構わず弑子はそう告げて美裕希の母に背を向けた。

　その――瞬間。

「駄目エエエエエェェェェッ!!」

　美裕希の母が……吼ほえた。

　テーブルをひっくり返すかの様な勢いで立ち上がり、彼女は、身構えて喚いた。

「美裕希ハァ！　私ノォ！　娘ナノゥ!!　私ガァ、私ガ看病スルノオオオォ！」

　地じ団だん駄だを踏み。傍そばに在ったカーテンを掴つかんで引ひき裂さき。

　そして――

「出るで」

　肩かた越ごしに美裕希の母を振ふり返かえった弑子がぼそりと言った。

「呪じゆ詛その核かく」

　ひゅんと空気を裂いて何かが跳はね上あがった。

　一冊の平凡なノート――六冊目の、一番辛つらかった時期を記した、闘病日記。

　ばらららららら、とそれは風も無い室内で自ら広がり、次の瞬間、大量の頁に分かれて螺ら旋せん状じように渦うずを巻く。それらは呆然と見守る瑞人の前で、渦の半径を縮小し、瞬またたく間まにその中心に居た美裕希の母にまとわりついた。

　そして最後に……

「美裕希ィィイイイ！」

　吼える美裕希の母の――既すでに頁に覆おおわれ、ミイラの如き白い人型になっていて、目鼻立ちもはっきりしない――額に、びしりと音を立てて貼り付いたものがある。

　一枚の写真。

　幼い美裕希がベッドの上で、身を起こして弱々しく笑っている写真。

　その上に……ボールペンのものらしき落書きが加えられていた。

　字ではない。絵でもない。強いて言えば模様だ。小さな黒い丸。細かな細かな水玉模様。それはまるで美裕希の顔の上で、醜みにくい出来物の様な、異様な模様を描えがいていて――

「…………あれ」

　呻うめく様に瑞人は言う。

　弑子に説明されるまでもない。

　美裕希の身体の上に生じる醜い爛れと腫れ。

　その……抽象画カリカチユアだ。あれを書き込む事が、呪いの『行動』になっていたのだろう。あるいは美裕希の母自身は、半ば無意識にボールペンを動かしていただけで、自分が何をしているのかも理解していなかったのかもしれない。

　そして――

「ミユキイイイイ！　オカアサンヨオオオオオ!!」

　奇き怪かいな呪じゆ文もんの様に美裕希の母が吼える。

　同時に――変身が始まっていた。

「これは……！」

　美裕希の母の身体を覆う日記の頁が膨れ上がり、起き上がり、複雑な曲面を描き出し、凹おう凸とつを刻んで行く。まるで見えない鑿のみが白い『塊かたまり』から形を削けずりだしていくかの様に、美裕希の母親を核にしたソレは、一回り大きい、三メートル近い姿に変化していた。

　それは……形だけであれば天てん女によだった。

　豊満な胸と腰は多産を――性的成熟と母性を連想させる。そうした肉体に惹ひかれ癒いやしを求める男も多かろう。本当にそれは天女と呼ぶに相応ふさわしい、妖よう艶えんかつ、優美な肢し体たいであった。

　だが……その顔は有り得ない程にどす黒い。

　いつの間に染まったのか、乾かわいてかたまった血の如き黒さで、しかも表情は激しい怒いかりに塗まみれている。口くちの端はしからは牙きばがのぞき、吊つり上あがった瞳はぎょろりと動いて瑞人と弑子を睨ねめ付つけた。

「な……んだよ……これ……!?」

　呆然と瑞人は目の前のものを見つめる。

　吐き気がする程に恐ろしい。頭痛を覚える程に忌いまわしい。

　だが――どういう訳か眼が離せない。

　魅み入いられるとはこういう事なのかもしれない。

「――鬼き子し母も神じん」

　弑子はしかし冷え冷えとした口調で言った。

　鬼子母神とは仏教守護を担になう夜や叉しやの一尊であり女め神がみの一柱だ。

　最終的には仏法に帰き依えしている為、安産や子育ての神として祀まつられる事も多いが……元々は自らの子を育てる為に滋じ養ようとして他者の子を喰くらうとされていた悪あつ鬼きでもある。いわば目的の為には手段を一いつ切さい選ばない鬼き神じんだったのだ。

　子を想う母の心が暴走して生み出す怪かい物ぶつとしては、まさに相応しい。

「まあ正確には鬼子母神に似た式神なんやろけどね」

　鬼子母神像は真源寺や本光寺など、割とあちらこちらで祀られている為、瑞人も写真資料で見た事がある。それらと眼の前の鬼神とは明らかに違ちがっていた。宗教色が薄いというか――時代性や固有文化の影えい響きようがそこには見えない。

　ハリウッド映画の怪物の様に、純然たるバケモノだ。

「……って」

　瑞人は後ずさりしながら言った。

「冷静に解説している場合じゃないだろ、どうすんだ――これ!?」

　鬼子母神が、刃は物ものの様な鉤かぎ爪つめのついた右手を伸ばして近付いてくる。

　式神の理屈からすれば、これは全部幻げん覚かく――つまりは物理的には存在していないものという事になるが、瑞人にはとてもそうは思えない。これは瑞人にとっては紛まぎれもない現実だ。多分、引き裂かれれば、本当に肉と皮が裂けて血が出るだろう――『これは焼け火ひ箸ばしだ』と暗示を掛けた上で、ただの木の棒を押おしつければ、被ひ暗あん示じ者しやの身体に火傷やけどの水ぶくれが生じるという現象と、理屈としては同じである。

　たかが幻覚。されど幻覚。

　区別がつけられなければ現実と同じだ。

「どうもこうも」

　瑞人と入いれ替かわる様に弑子は前に出た。

　彼女の背後から鴉の夜や宵よいが飛び上がり、足下からは蛇の刹さつ希きがするりと這ってゆく。三匹の黒い使つかい魔まはそれぞれ部屋の端に――西に、東に、南に、移動する。

　そして……

「この前と同じ」

「……この前？」

「もうちょい本格的に出すけどね」

　言いながら弑子は鬼子母神を睨にらみ据すえた。

「……ちゃんと病名のついた病気なんだそうですね」

　まるで未だ美裕希の母に理性が残っているかの様な、そんな、至し極ごく当然の口調で弑子は鬼子母神に話しかけた。

「素す晴ばらしい母、病気の子供を健気けなげに看病する優しい母、そうある為には、美裕希さんは病気でなくてはならなかった――と。そんな処ところですか」

　長い闘病生活の甲か斐いあって美裕希は病を克こく服ふくした。

　結果……美裕希の母は『役目』を失った。

　このままでは美裕希が離れていくのではないか。周囲から健気で優しい母と評価されなくなるのではないか。困難な状況の中で頑がん張ばっているからこそ良い母であり良い妻になれるのだ。普通の事をしていても誰も褒めてくれない。

　私は可か哀わい想そうなのだ。

　私はとても立派なのだ。

　そう主張し続ける為には――

「夜宵！　刹希！　諫奈！」

「「「御ぎよ意い」」」

　三匹の式神が同時に応こたえる。

　途端――部屋の空気が一変する。

　冷え冷えとした何かが部屋の中を満たしてゆく。恐らくは結界なのだろう。それまでは聞こえていた筈はずの微かすかな――外部からの雑音が一いつ斉せいに消しよう滅めつし、耳を刺さすかの様な硬かたい静せい寂じやくが瑞人達を包つつんだ。

　そして――

「もえんふどうみょうおう、かえんふどうおう、なみきりふどうおう、おおやまふどうおう、こんがらふどうおう、きちじょうみょうふどうおう、てんじくふどうおう、てんじくさかやまふどうおう――」

　ぱん！　と音を立てて両手を合わせると弑子はそう唱え始めた。

「逆しにおこなうぞ、逆しにおこない下ろせば、向こうは血花に咲さかすぞ、味み塵じんと破れや、そわかッ！」

　ゆらりと弑子の傍かたわらに半はん透とう明めいの巨きよ体たいが現れる。

　学校で不良達に絡まれた時にも出た――不動明王だ。

　ただし以前より結像度が高いというか、存在感が強い。半透明なのは同じだが、まるで実体の巨きよ漢かんがそこに現れたかの様に、圧あつ倒とう的てきな迫はく力りよくを伴ともなっているのだ。その体温や息いき遣づかいが瑞人の処にも感じられそうな位に。

「もえゆけ、絶えゆけ、枯かれゆけ、生せい霊れい、狗いぬ神がみ、猿さる神がみ、水官、長なが縄なわ、飛火、変火、その身の胸むな元もと、四方さんざら、味塵と乱れや、そわかッ！」

「ワタシイィィイイイハァァアアア！　オカアアアアアサアアアアンンンンッ！　ヨホホオオオオオオオオオオオオオオオオオオ――ッ!!」

　鬼子母神が吼える。

　美裕希の母が産みだした女鬼神は、両手を伸ばして不動明王に掴み掛かる。

　上から袈け裟さ懸がけに振り下ろされる鉤爪。これを不動明王が右手の宝ほう剣けんで受け止めるが、鬼子母神は反対側の腕うでで不動明王に掴み掛かった。

　がりがりと硬いものが硬いものを擦する耳みみ障ざわりな音が響ひびく。

　不動明王は左手の縄なわを鬼子母神の腕に巻き付けて、これを何とか抑おさえ込こもうとしているらしい。だが鬼子母神の力は強いのか、五本の鉤爪が激しく不動明王の身体を抉えぐろうと掻かいている。

「向こうは知るまい、こちらは知り取る、向こうは青血、黒血、赤血、真血を吐け、泡あわをはけ吐け――」

　弑子は額に汗あせを浮うかべて唱え続けているが――

（これ、力負けしているんじゃ？）

　少なくとも瑞人にはそう見えた。

　不動明王が何とか鬼子母神を振ふり解ほどくが、鬼子母神は素す早ばやく動いて何度も何度も不動明王へと飛び掛かっていく。不動明王は勿論、宝剣で応戦するが……

「ワアアアタアアシイイイ！　オオ……オオ……オオカアアアアアサンンンン――ンンンンッ!!　ヤサシイイイイイイ！　オカアアサンンンンンンンンンンンンン――ッ!!」

　がん！　と鬼子母神の平手打ちが不動明王の頭部に激げき突とつ。

　勿論、平手打ちといっても放ったのは鬼神、空気を抉り抜く程の勢いである。あるいは瑞人が直接喰らっていたら、頭部だけ胴どう体たいから離れて吹ふっ飛とんでいたかもしれない。

「ぐっ……」

　不動明王が傾かたむくのと同時にぐらりと弑子もよろめく。

　どうやら不動明王と彼女は一定の感覚的な繋つながりがあるらしい。

「トオオオオオオオッテモオオオオ！　トオッテモオオオオオ！」

　がんがんと鬼子母神が不動明王を叩たたき、掻き、噛み付く。

　その動きがあまりに強く、速く、不動明王は追い切れない。宝剣の一いつ閃せんでこれを調ちよう伏ぶくしようとするが、刃やいばは空をきり、獣けものの如き体勢で床に沈しずみ込こんだ鬼子母神が、不動明王の下半身に飛び掛かった。

　不動明王が倒たおれる。

　その上に馬乗りになった鬼子母神が、鉤爪を、ざくざくと容よう赦しやなく不動明王の胸に突き刺し、そして引っ掻き始めた。

「即そく座ざ味塵に……まらべや、天てん竺じく七段国へ行えば…………七つの石を集めて、七つの墓をつき……七つの石の卒そ塔と婆ばを建て……七つの石の錠じよう鍵かぎおろして……味塵……すいぞん……おん……あ・び・ら……うん・けん……そわかッ――」

　不動明王が痙けい攣れんし――宝剣と羂索を投げ捨てると両手で鬼子母神の肩かたを掴み、これを持ち上げる。強ごう引いんに鬼子母神を自分から剥はがした不動明王は、これを柔じゆう道どうの巴ともえ投なげの様に跳ね飛ばし、壁に――結界面へと叩き付けていた。

　だが――

「ぐ……ぐ……」

　胸を押さえて弑子がよろめく。

「弑子、おい、大丈夫か!?」

「打ち式、返し式……まか……ぐ……だんごく……計反国と……七つの地じ獄ごくへ……打ち落とす……ッ！」

　やはり弑子は苦しげだ。

　対して鬼子母神はさして弱った様子も無く、俊しゆん敏びんに身体を起こした。

　今度は一いち撃げき必殺とばかりに、大きく――殊更に大上段に振りかぶった右みぎ腕うでを、未だ体勢を立て直している途中の不動明王にぶちかました。

「ゔあっ!?」

　大きくよろめく不動明王。

　そして弑子は――彼女がむしろ殴なぐられたかの様に吹っ飛んでいた。

「うおっ!?」

　幸か不幸か彼女がすっ飛んできたのは瑞人の居る方。

　咄とつ嗟さに――殆ど何も考えず、彼かれは両手を広げて弑子を受け止めていた。だが元よりインドア派で肉体にはあんまり自信の無い瑞人の事――当然、慣性と人間一人分の重量を受け止めきれる筈もなく、彼もまた背後の壁に激突していた。

「ぐあっ……」

　みしりと骨が軋きしむ感かん触しよく。

　これは果たして幻覚か現実か。

「……って痛い幻まぼろしとか反則だろ……！」

　唸うなる瑞人。

　胸の辺りが苦しく痛い。あるいは肋ろつ骨こつにヒビ位は入ったかもしれない。

「おん・あ・び・ら・うん・けん……あびらうんけんそわかッ!!」

　不動明王が半ば無む理り矢や理りな体勢から宝剣の一撃を食くらわせる。

　だがこれは鬼子母神の手にあっさり受け止められて――しかも次の瞬間には玩具おもちやの武器の如くへし折られていた。

「……くっ……」

「大丈夫か弑子!?」

　彼女を背後から抱だきかかえる様にして瑞人は問う。

「ここまでとは……ね……母の愛情、歪んでても強しってとこ？」

　脂あぶら汗あせを浮かべつつも弑子はそう言って不敵に笑う。

　強がってはいるものの、彼女が相当に苦しんでいるのは触ふれていれば判る。

「ワアアタアアアシイイイイ！　オカアサアアアアアンンンンン――！」

　咆ほう哮こうしながら鬼子母神が右腕を突き出してくる。

　鉤爪付きの五指を揃そろえ、まるでドリルの様に回転を加えた一撃は、ずるりと本来の腕の倍近くに――有り得ない程の長さにまで伸びて、不動明王の胸をぶち抜いていた。

「がっ……！」

　弑子が痙攣する。

「弑子!!」

「ま……まずい……不動明王が……！」

　喘あえぎながら呟く弑子。

　彼女の言葉通り――不動明王が透とう明めい感かんを増し、やがて、水みず飛沫しぶきの様になって飛散していた。不良達には圧倒的な力を誇ほこっていた不動明王だが、同じ呪術的な力を持ったこの鬼子母神に対しては無敵という訳にもいかないらしい。

「くっ……」

　近付いてくる鬼子母神を見ながら歯は軋ぎしりする弑子。

「も……もう一度――もえん不動明王、火か炎えん不動王、波切不動王、大山不動王……」

　再びゆらりと空中に歪みが生じ、透明な巨体が形成されていく。

　だが弑子の不調がそのまま速度に表れているのか――じれったい程に遅い。ゆるゆるとまるで水の底の虚きよ像ぞうの如く、輪りん郭かくが定まらず、形を得たかと思うとそれが崩くずれてしまう。

「くそ……」

　焦しよう燥そう感かんに瑞人は呻く。

　自分が代わりにもっと強い不動明王を作ってやりたい位だった。

　造型で培つちかった知識と感性で、もっと、もっと、もっと――腕はもっと多くして。装そう甲こうを帯びて。アニメや漫まん画がに出てくる人型機動兵器みたいに、もっと武器も強くして、もっと、もっと、もっと、もっと……！

「――!?」

　びくりと瑞人の腕の中で弑子が身を震ふるわせる。

「瑞っちあんた……」

「……！」

　――いつの間にか。

　本当に何の前兆も脈みやく絡らくも無く。

　それは瑞人達を護まもるかの様に、鬼子母神の前に立っていた。

　新たな不動明王？

　いや――もうそれはいわゆる、不動明王とはまるで別の姿になっていた。

　まるで花が開くかの様に背中に折おり畳たたまれていた六本の腕が伸びる。本来の腕と合わせて総計六本。一面八臂ぴはむしろ、同じ明王でも軍ぐん荼だ利り明みよう王おうの方に近い。

　いや。それどころか。

　最も早はや――それは何処からどう見ても、アニメに出てくる様な、戦せん闘とう用の人型兵器にしか見えなかった。

　全身に厳いかつく角張った装甲を帯び、頭部には鋭するどい一本の角。二本の主腕にはそれぞれ長大な剣けんを持っているが――それらはただの剣ではなく、チェーンソウの様に歯が高速で震しん動どうし回転していた。

「なんだこれ……」

　呟きながらも心の何処かで瑞人は気付いていた。

　これは――これが『形』だ。

　美裕希を助ける為に、弑子を護る為に、そして鬼子母神を打ち負かして美裕希の母を助け、自分を護る為に――この場を切り抜けるだけの『強さ』を欲ほつした瑞人の心が、巨きよ大だいな霊れい力りよくの塊から削り出した、心の形だ。

　恐おそらくそれは偶然だったのだろう。

　瑞人に強く抱きかかえられた弑子が、もう一度護法神を顕けん現げんさせようとして呪じゆ術じゆつを使った際に……彼女の意識に、すぐ傍に居た瑞人の意識が混ざったのだ。

「あっ――？」

　ゆらり、とその人型兵器の――機神とも言うべきそれの姿が震える。

「瑞っち――集中ッ!!」

　弑子が叫ぶ。
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　彼女はもう一度、ぱん！　と音を立てて両手を合わせると高々と叫んだ。

「おんあびらうんけんそわかッ!!」

　次の瞬間、明確な輪郭を取り戻した機神は、轟ごう然ぜんと鬼子母神に突っ込んだ。

　両手のチェーン・ソードが火花を散らしながら鬼子母神に叩き込まれる。鬼子母神の腕が斬きり飛とばされ、空中でそれは大量の頁ページとなって飛散。鬼子母神は絶ぜつ叫きようしながらもう一方の腕を振り上げた。

「ワアアアアアタアアアアアアシイイイイイイイ!!　ミイイイユウウウウウキイイイイノオオオオオ！　オオオオオカアアアアアサアアアアアアン！」

　空間ごと抉り取る様な勢いで振り下ろされる鬼子母神の一撃。

　だがそれは瞬しゆん間かん的てきに、機神本体を護るかの様に閉じた六本の腕が受け止めていた。副腕は細いが、それぞれの先に小さな発はつ振しん器きの様なものを付けており、そこから半透明の楯たてを展開しているのだ。

　ぶぅん、と低音を発し半透明の楯の上に波は紋もんが走る。

　次の瞬間――ばし！　と破は裂れつする様な音を立てて鬼子母神の腕が弾はじかれていた。

「イイイイヒイイイイ!?」

　鬼子母神が悲鳴を上げる。

　独特の駆く動どう音おんを立てつつ機神は鬼子母神に追いすがる。

「ギイイイイイイイイイイッ!!」

　鬼子母神は吼えながら壁を駆かけ上あがり、蜘く蛛もの様に天てん井じように張り付いていた。

　いつの間にかその背中からは本当に蜘蛛の様に腕が何本か生えており、それら全てが爪つめを天井に食い込ませて鬼子母神の巨体を支えているのだ。

「イイイイイイイイイアアアアアアアアアアアアアアアア～!!」

　高々と吼える鬼子母神。

　天井を逆さまに走ると、鬼子母神は機神に上から襲おそいかかった。

　何本もの腕が機神を引き裂こうとして走る――

『カース・ブレイカー』

　合成されたと思おぼしき声で機神が宣言する。

『アクティベイト』

　次の瞬間、機神の胸部装甲が展開。

　六本の副腕が限界まで広げられて、まるで反動に備えるかの様に機体をその場に固定。

　胸部装甲の内側からせり上がってきた眼球の様な巨大なレンズが――光った。




　――[image: ]ぉぉぉおおおおおんッ!!




「ヒイイイギイイイイイ!?」

　轟ごう音おんと共に燃え上がる鬼子母神。

　床に落ちてばたばたと炎ほのおを消そうと暴れ回る。だが炎は消える気配も無く、更に不思議な事には床に広げられているカーペットやソファには一切、燃え移る様子も無い。

　鬼子母神はバネ仕じ掛かけの様にいきなり起き上がると、ぼろぼろと焼け落ちて崩れていく腕を頭上に差し伸べて――




　――蘇婆訶ッＨＡＩＬ!!




　機神のチェーン・ソードが鬼子母神を頭頂から股こ間かんまで真っ二つにしていた。




　ぎいいいいいいおおおおおおおおおおおおおおおおおおお……！




　怪物の絶叫が鹿沼邸の居間に響ひびき渡わたる。

　左右に分かれて倒れながらも、ぼろぼろと崩れる身体。

　断片は、片かたっ端ぱしから闘とう病びよう日記の頁や写真となって、散らばっていく。

　それは……一人の母親の歪んだ執しゆう着ちやくが霧む散さんする光景だった。

　やがて――

「結界解除」

「解除」

「解除」

　三匹びきの式神がそう宣言すると、急激に空気がまた変質し、瑞人達の周りには飽あきる程に慣れ親しんだ『日常』が戻ってきていた。

「――あ！」

　瑞人は驚おどろいて声を上げる。

　いつの間にか機神の姿も、鬼子母神の亡なき骸がらも、無く……床ゆかには美裕希の母が倒れているだけだった。彼女の傍らには六冊目の闘病日記が、ある頁を開いたまま落ちている。

　貼り付けられていた美裕希の写真は――そこだけがまるで炎に炙あぶられたかの様に、焼やけ焦こげて、真っ黒になっていた。

「ど、どうなったんだ……？」

　急に不安になってきて尋ねる瑞人。

　なんか――あの瑞人の作り出した機神は、好き勝手絶頂に鬼子母神をぶった切っていたけれども。中の美裕希の母は大丈夫だったんだろうか？　そしてそもそも呪のろいは解けているのか？　やたらに――主観的にはだろうが――派手な戦いだった訳だが、これで何の解決にもなっていないとかだと、虚むなしすぎる。

「…………」

　弑子は美裕希の母の傍に片かた膝ひざをつくと、呼吸や脈みやく拍はくを測っていた様だが。

「大丈夫や」

　きっぱりとそう言った。

「多分、気絶しとるだけ。すぐに目も覚ますやろ」

「そ……そうか」

「呪詛の核は潰つぶれたし。元々護法神の剣は人間を殺す為のものと違ちやうからね。とりあえず彼女の『妄もう執しゆう』は斬ったやろうけど」

「という事は……」

　とりあえずは一安心という処か。

　瑞人はその場に膝を落としながら溜ため息いきをつく様に言った。

「良かった……」

「本当にね」

　弑子は溜め息をついて頷うなずいた。

「正直、どうなる事かと思たけど。まさか瑞っち、君に助けられるなんて」

「……あ」

　先さき程ほどの機神の事だろう。

「フィギュアの事といい、やっぱ君にはちょい変わった才能があるのかもしれへんね。形を成す事、形に意味を持たせる事、そういう能力。普通は専門の工こう匠しようや術者が、何年も何十年も掛かかって修しゆ行ぎようして、会え得とくするものの筈なんやけど」

「俺おれ……が？」

　ただのフィギュア好きが、弑子の呪術と反応しただけの様な気もするが。

　あるいは元々持っていた能力が、フィギュア趣しゆ味みによって研とぎ澄すまされたとか――そういう事なのだろうか？　やはり素人の瑞人には判断がつかないが。

「しかし何あれ？　瑞っちの趣味？」

「え？」

「『カース・ブレイカー』だとか何だとか。あのデザインもそうやけど。瑞っちちょっとアニメの見過ぎとちゃうん？　なに、中二病ってやつ？」

「う、うるさいな、俺もはっきり意識してた訳じゃないよ！」

　まあ実際、勢いに呑のまれている際はともかく、ちょっと冷静になってみると恥はずかしいなーとは思うが。

「つまりは無意識の部分までどっぷりオタクな訳やね？」

「うるさいな！　いいだろ別に!?」

　寿子だけならともかく、コスプレイヤーの紛まがい物ものみたいな弑子にまで言われる筋合いは無いだろう。『三途川弑子』などという名前の少女に、中二病云うん々ぬんを笑われる筋合いは更に無い。

「まあそれはさておき」

　苦く笑しようしながら弑子は言った。

「なんだかんだで瑞っちには随ずい分ぶん助けて貰もらったね。フィギュアも結局、最後まで呪いを食い止めててくれたし」

「ああ。なんかちょっと誇らしいな」

　瑞人は鞄からびっしりと細かい亀裂の入ったフィギュアを取り出した。

「折せつ角かくだからきちんとパテで埋うめて――」

　と、そこまで言った時。

　ぴしりと音を立ててフィギュアの輪郭が崩れた。

「あっ……!?」

「あらら……」

　眼を丸くする二人の前で……美裕希のフィギュアは、力ちから尽つきた、とでも言うかの様にざらららら、と砂じや利りの様な小さな破は片へんになってこぼれ落ちた。どうやら本当に限界がこの瞬間に訪おとずれたらしかった。

「あああああああ……」

　ぺたんとその場に座り込む瑞人。

　文字通り精せい魂こん込めた力作は完全に――文字通りに崩壊してしまった。

「あー………」

　がっくりと項うな垂だれる瑞人を前に、弑子は苦笑して頬ほおを掻いていたが。

「瑞っち」

「…………」

「とりあえず本人の方の様子、見に行こか？」

「…………あ」

　はっとして瑞人は顔を上げた。
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　美裕希は――眠ねむっていた。

　ベッドの上で横になり穏おだやかな寝ね息いきを立てている。

　シーツが彼女の目め許もと辺りにまで引ひき揚あげられており、瑞人の立つ位置からは彼女の貌かおがどうなっているのかは見えない。

「……さて」

　弑子は遠えん慮りよなく彼女に近付くと――シーツをめくった。

「あっ……」

　思わず瑞人は声を上げる。

　元通りだ。包帯は瑞人と会う時にだけ巻いているのか、今は彼女の貌には巻かれていない。昨日までの惨さん状じようが――腫れも爛れも、まるで嘘であるかの様に綺き麗れいさっぱり無くなっているのがはっきりと見えた。

　あの異様な皮ひ膚ふの状態は、元々呪いによって作り出されたものだ。

　事実として定着してしまう前に――つまりは本人が諦あきらめきって受け入れてしまう前に、呪いそのものが無くなれば、『無かった事』になってしまうのだと弑子は言った。そういう意味では、呪いも式神や護法神などと同じ理屈なのがよく分かる。

　結局はただの力だ。

　扱あつかう者の気持ち次第でそれは聖せいにも邪じやにもなる。整える形が良ければ人を助けるし悪ければ人を傷つける。そしてその形は――扱う者の心の形を反映する。

　そういう事だろう。

「よかった……」

　瑞人は安堵の息を吐いた。

　終わった。これで終わった。

　時間にしてみればたった数日の事だが――瑞人はひどく長い時間だった様に感じていた。それだけ密度の濃こい時間を過ごしてきたという事かもしれない。

「とりあえず一件落着やね」

　弑子はシーツを戻して大きく伸びをする。

　そして瑞人を振り返るとあっさり――言った。

「ほんなら――私帰るわ」

「……え？」

「瑞っち、ええ相棒やったで。また縁が有ったら会おな」

　そう言ってすたすたと彼女は歩いて廊下に出た。

「ちょ……ちょっと、帰るっておい!?」

　思わず瑞人も彼女の後を追って廊下に出る。何の躊躇も逡しゆん巡じゆんも無くそのまま立ち去ろうとしている弑子に――手を伸ばして、彼女の手を掴んだ。

「な――なに!?」

　ちょっとびっくりした様子で瑞人を振り返る弑子。

「なに、じゃないだろ。帰るってなんだよ？」

「そのまんまの意味や。呪いが解けて仕事が終わったから帰るねん」

　至極当然、といった口調で弑子は言った。

「報ほう酬しゆうは振り込みやし。もう此こ処こに残ってる意味は有らへんから」

「いや有らへんからって」

「一件落着。胡う散さん臭くさい拝み屋は去るのみや」

　肩を竦めて弑子は笑った。

　これもまた、美裕希や鹿沼家に余計な噂が立たないようにする為の処置なのだろう。

　事件が終われば可能な限りに素早く撤てつ収しゆう。

　だが――

「一件落着じゃ、ない」

　瑞人は言った。

「ん？　なんで？」

「鹿沼さんのことも、お母さんのことも残ったままだよ」

　美裕希の、自身を卑ひ下げする癖くせ。

　美裕希の母の、『娘を看病する献けん身しん的てきな母』を演じる事への執着。

　それらは結局……何も解決していないのだ。

　確かに呪いは解けた。だがそれだけなのだ。

「それが？」

「それがって――おい!?」

　思わず手を離してしまった瑞人からすっと距きよ離りをとると、弑子はとんとんと軽い足音を立てて階段を降りていく。瑞人は彼女を再び追って二階の階段口に立ち――

「私は『祟り破り』やからねぇ」

　既に階段を降りきって一階の階段口に立つ弑子は、瑞人を振り返って言った。

「呪詛を憎にくんで人を憎まず……ってね」

「……おい！」

　そんな無責任な事で良いいのか。

　つい瑞人は声を荒あららげる。

　だが――弑子はふと眼を細めて問うてきた。

「瑞っち。幸せになりたいって想おもう気持ちを君は悪だと決めつけるんか？」

「それは――」

　瑞人は一瞬、言葉に詰まった。

　結局の処、美裕希の母も幸せになりたかっただけだ。

　その為の方法が明らかにおかしいというだけで――だからその気持ちそのものには是ぜも非も無くて。

「でも……現に娘を病気にしてまで得られる幸せって、間違ってるよ」

「それは君の定義する『幸せ』。幸せなんて人の数だけ形がある。そんなものにいちいち正しいとか間違ってるとか、判別して回るつもり？　君は」

　弑子の口調は結構辛しん辣らつだ。

　確かに弑子の言う通りだろう。幸せの形は人の数だけ在って、だからそれを追求する方法もまた同じだけ在って。その全すべてに是ぜ非ひを問うていく事など出来ないし――無意味だ。

「…………でも、鹿沼さんは」

「そういうアフターケアは、料金外で管かん轄かつ外がい」

　弑子は肩を竦めた。

「そういうのは、『祟り破り』じゃなくて『家族』とか『友達』の仕事」

「……あ」

　瑞人の、気付きの表情を満足げに眺ながめて、弑子は笑った。

「ほなね」

　ひらりと一度手を振って――弑子は玄げん関かんの方へ歩いて行く。

　その後ろ姿は飄ひよう々ひようとしていて、実に格好が良い。一瞬、呼び止めたいという気持ちが瑞人の中に湧わき上あがったが、しかし『何な故ぜ？』という自分自身からの疑問に瑞人は答えられなかった。

　結局、ただ階段を降りて――靴を履はき玄げん関かん扉とびらを開ける弑子を見送るしか出来ない。

　ただ……

「あのっ」

　一歩外へ足を踏み出した弑子に向けて、瑞人は叫んだ。

　だが弑子は立ち止まらない。バネ仕掛けでゆっくりと――自ら閉まっていく扉の向こうに瑞人は一言、投げた。

「ありがとう」

　無意識に出た、言葉だった。

　閉まっていく扉の向こうで弑子が立ち止まる。

　振り返りはしなかったが、彼女の耳が真っ赤に染まるのは見て取れた。

　ひどく大人びている様でいて――こういう処は本当に見た目通りの子供だ。瑞人はそれがおかしくて少し笑う。何だか彼女がすごく可愛く見えた。

　やがて……扉はパタンと乾いた音を立てて閉じる。

　途端、まるで今まで何も無かったかの様に、静まりかえる鹿沼邸ていの中で……瑞人はゆっくりと安堵の息を吐いた。
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　一つの事件が終わろうと何だろうと――読み切り漫画や映画ではないので、各人の日常はそのまま当たり前の様に続いていく。

　つまり生徒は月曜日が来れば否いや応おうなく登校せねばならない訳で。

　数日間、弑子と一緒に行動していたお陰かげで、全くこなしていなかった宿題を徹てつ夜やで片付けた瑞人は、欠伸あくびを堪こらえながら学校に向かっていた。

　いつもの道。いつもの風景。

　やがて鹿沼邸が見えてきて――

「……え？」

　思わず眼を丸くして瑞人は立ち止まった。

　家の前に――美裕希が立っている。

　久ひさし振ぶりに見る彼女の制服姿だった。

「あ。富ふ士じの宮みやくん」

　美裕希は瑞人の姿を認めると、まるで飼い主に駆かけ寄よる子犬の様に、ぱたぱたと駆け寄ってきた。

「おはよう」

「あ。お、おはよう」

　おっとりした笑えみを浮かべて挨あい拶さつしてくる美裕希に、瑞人はとりあえずそう応じる。

「えっと。大丈夫？」

「うん。大丈夫だよ」

　瑞人の問いに美裕希は左手でぐっと握にぎり拳こぶしなんか作って見せながら言った。

　明らかに似合っていないが、これはこれで何だか可愛らしい。

「…………」

「…………」

　そのまま二人は、互たがいに無言で一分近く、鹿沼邸の前に佇たたずんでいたが。

「……行こ？」

　美裕希が促うながすので、瑞人は彼女と並んで歩き出した。

　色々と聞きたい事は有ったのだが、いざ、こうして顔を合わせると何も言えなくなってしまった。とりあえず美裕希が元気そうならそれでいい。密ひそやかにそんな満足感を覚えながら瑞人は彼女と共に歩いて行く。

　やがて――

「富士宮くん」

　美裕希がふと思いだした様に言った。

「な……何？」

「ありがとうね」

「え……？」

「未まだちゃんと御お礼れい言ってなかったなって。富士宮くんのお陰で呪いも解けたし」

「…………」

　ひょっとして――美裕希はそれを言う為ために、瑞人が通り掛かるのをずっと待っていたのだろうか。彼女ならやりそうである。

「いや……俺はまあ、何も」

　事件に際しては大した事はしていない。

　フィギュアは最初から作っていたものだし、最後の機神の出現も、殆ほとんど偶然だ。弑子は瑞人に『助けられた』などと言っているが、あんまり『何かやり遂とげた』という感じを瑞人自身は持っていなかった。

「全部あいつ……弑子のお陰だし」

「呪いの、なんて言うか、専門的な事はそうかもしれないけど」

　美裕希は少し首を傾かしげながら言った。

「そうじゃない部分は富士宮くんのお陰もあるよ。沢たく山さん」

「そうじゃない部分？」

「私ね、思うんだ」

　ふと、視線を道の彼方かなたに――無限遠の向こう側に投げながら美裕希は言った。

「お母さんに『いいお母さんでいて』って強制しちゃったのは、私かもしれないって」

　朝の冷たい風が吹き、美裕希の髪かみが揺ゆれる。

　美裕希はそれを手で押さえながら、言葉を続けた。

「甘あまえてたのかなあって思う」

「…………」

　瑞人は何も答えず、美裕希の横を歩く。

　この際……吐き出せるだけ吐き出してしまった方が良い。一人で勝手に納得して溜め込むから、どうしても考え方が歪いびつになってしまう。

　だから余計な口を挟むより聞き役に徹てつしている方がこの場は良い――そんな気がした。

「だから、私は親おや離ばなれをして、お母さんは子こ離ばなれをしようって話になったんだ」

「そうなんだ」

　とりあえずそう相あい槌づちを打つ瑞人。

　だが彼は美裕希の言葉の意味をよく判ってはいなかった。

　だから――

「うん、だから、一人暮らしすることになったの」

「へ……？」

　思わず瑞人は間の抜ぬけた声を零こぼしていた。

「一人暮らし？」

　それはまた大だい胆たんな。

　ある意味で――美裕希にも彼女の母にもかなり荒あら療りよう治じなのではないだろうか。

　勿もち論ろん、そんな離れた処に部屋を借りる訳でもないのだろうけれど……

「富士宮くんの家の近くだよ」

　そんな言葉に瑞人は眼を丸くした。

　美裕希は、悪戯いたずらっ子のように眼を細めて笑いながら、瑞人の顔を覗のぞき込こむ。

　もしかしてわざわざ、自分の家の近くを選んだんだろうか。

　そんな考えが脳のう裏りをかすめるが――まあ自意識過か剰じようと思って忘れる事にした。

「そうなんだ」

　辛かろうじてそう答える瑞人。

「そうなの」

　嬉しそうに笑う美裕希。

　そして彼女は少し俯うつむいて付け加えた。

「だからこれからも一緒に登校できるかなって……思ったりして」

「…………」

　視界の片かた隅すみで美裕希が少し赤くなっているのが見える。

　だが多分――顔が赤いのはお互い様さまだろう。

「駄目かなあ？」

「いや、もう、駄目なことない、全然」

　慌あわてて首を振る瑞人。

　それきり……美裕希は何も言わなくなった。

　瑞人も言うべき言葉が見つからない。

　二人は黙って並びながら、いつもの道を学校へ向かう。

　嫌いやという程ほどに見なれた筈の平へい凡ぼんな通学路が――何か今日はやけに眩まぶしく思えた。
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　教室に入った後はこれまたいつも通りの日常が待ち構えて………………はいなかった。

　普通に鞄を置いて席の近い友人連中とおしゃべりでもして、ホームルームまでの時間を潰すつもりだった瑞人なのだが。

「…………」

　教室に入った途端にざわめきがぴたりと止やんだのだ。

　でもってそれから数秒後――じわじわと湧わき出だす様にひそひそと話し声があちらこちらで聞こえる様になる。中には露ろ骨こつに瑞人の方を指差す奴やつも居たりして。

「どうしたの富士宮くん？」

　ほぼ同時に教室に入った美裕希が首を傾げる。

「いや……なんか空気が……？」

　そこまで言って――ようやく瑞人は気付いた。

　金曜日のアレだ。

　瑞人は美裕希の大きく引き伸ばした顔写真を持って校門に立つ姿を、ほぼ全校生徒に見られている訳で。元々それで『何だあいつ？』と思われていた処に、長々と休んでいた美裕希を――しかもクラスでも指折りの美少女だ――同どう伴はんで登校してくれば、当然『何事か!?』と誰もが驚いて当然だ。

　それこそ、遥はる香かではないが、『やはりあれは壮そう大だいな告白イベントだったのだ』とか勘かん違ちがいする奴が出てきてもおかしくない。

「ああああああ……」

　恥ずかしさで瑞人はその場にしゃがみ込みそうになる。

　これからどうやって、誤解を解くべきか、考えるだけでも頭が痛い。

　とりあえずあちらこちらから好こう奇きの視線を浴びつつ、瑞人は自分の席につく。美裕希は美裕希で女生徒達たちから話し掛けられ、笑いながら何事か応対していた。とりあえず女生徒達が美裕希に余計な事を吹き込まないよう、瑞人としては祈いのるしかないが――多分、無理だろう。

　そんな事を悶もん々もんと考えているだけで時間は過ぎていく。

「……あれ？」

　ふと瑞人は――窓まど際ぎわの一番後ろ、つまりは瑞人の席の二つ後ろに、新しい机と椅子が増えているのに気付いた。勿論、二週間も休んでいた美裕希も含ふくめ、今までは全員分の机と椅子が揃っていたし、それは変わっていない。

　という事は一人分の席が増えた事になるのだが。

「……転校生？」

　呟いた処で――ホームルームのチャイムが鳴った。

　待ち構えていたかの様に担任教師が出しゆつ席せき簿ぼを小こ脇わきに抱えて入ってくる。

　珍めずらしい事だ。この担任教師は結構ルーズで……チャイムを聞いてから職員室を出る事も多い。こんな時間にきっちりと教室に入ってくる事など滅めつ多たにないのだ。

「起立、礼、着席」

　号令に従う生徒達。

　とりあえずいつも通りの朝がまた始まる――筈だったのだが。

「えー、今日は転入生を紹しよう介かいする」

　担任は出席簿を教きよう卓たくに開きながら、そう切り出した。

　途端、教室内がざわつき始める。

　先の瑞人達の事もあって、誰もが敏びん感かんになっているというか、珍しい事、目新しい事に対して興味を持ちやすくなっているのだろう。

　しかし……

（この微び妙みような時期に転入生？）

　眉を顰める瑞人。

　新しい机と椅子の謎なぞ――という程のものでもないが――は解けたが、転勤の時期でもないのに転入生というのは微妙に不自然だ。

「…………いや」

　咄嗟に脳裏に浮かんだ想像を苦笑で打ち消す瑞人。

「まさかね。そんなベタな」

「入ってこい」

　教師が告げると全員の視線が、教室の出入り口に集中した。

　開かれたままの扉から顔を出したのは――

「…………」

　瑞人は思わずその場でずるりと椅子から滑すべり落おちそうになった。

　咄嗟に堪えて美裕希の方を見ると……彼女も驚いて両手で口元を覆っている。

「初めまして。今日からこのクラスでお世話になります、三途川弑子です」

　ちょっと背せ伸のびしつつ、やたら不ふ吉きつな漢字で構成された名前をさらさらと黒板に書いていくのは、瑞人のベタ過ぎる想像通り――『祟り破り』の少女だった。

　弑子は最後にぺこりと皆みなに向かってお辞じ儀ぎ。

「大おお阪さかの方から来ました。よろしゅうお願いします」

　そう言って笑う。

　八や重え歯ばがちょろりと唇からのぞいてそれが可愛かわいらしかった。

　教室に新たなざわめきが広がっていくのは、彼女の可愛らしさ故ゆえか、それとも有り得ない位の不吉な名前であるせいか。

「えー、三途川は親御さんの都合でこの学校に……」

　教師が面めん倒どう臭くさそうに説明をしているが、瑞人は殆ど聴きいていなかった。

　代わりに――

『驚いた？』

「――ッ!?」

　いきなりすぐ傍で囁ささやかれて思わず身を竦める瑞人。

　弑子の声だ。だが本人は今、担任と一緒に教きよう壇だんの上で――どう考えても瑞人に囁きかけるなんて真ま似ねが出来る筈がないのだ。

　何か仕掛けがあるのかと自分の周りを仔し細さいに見ると、瑞人の机の中から、黒い塊がにゅっと出てきた。

　黒蛇へびの――式神の刹さつ希きだ。

『言こと霊だま飛ばし。喋しやべってるのは私』

「……いきなり何やってんだよ……」

　ぼそぼそと刹希に向けて喋る瑞人。

「転入生って……」

『ああ。それなんやけどね……』

　声に苦笑の響きが混じる。

『今回の仕事を父様に報告したんやけど。そしたら「その少年、希け有うな才能故、是非我われ等らが一族に欲ほしい」って』

「……はあ？」

　そういえば弑子は当主を名乗っていたが、それって先代の当主が存命の段階からでも名乗れる様なものなのだろうか。弑子に尋ねると、彼女の父は現在もう『祟たたり破やぶり』としては引退済みで、一族の御ご意い見けん番ばんみたいな立場に居るらしい。

　まあそれはともかく。

『ぶっちゃけ、婿むこに欲しいから落として来いって言われてしもて……』

「婿？　え？　誰の？　落とす？　落とすって」

『私に決まってるやろ』

「…………」

　あまりに勝手な話に言葉を失う瑞人。

『まあ、婿むこ入いり云々はおいといても』

　弑子は檀だん上じようではしおらしそうな様子で同級生達から投げ掛けられる質問に答えているのだが――どういう理屈か、こちらはこちらで普通に喋っている。

『仕事の相方として君は結構、役に立つ』

「…………」

　確かに美裕希の事件では色々と役に立ったと言えるだろう。

　だが殆どそれは偶然みたいなものだ。

『君は依い頼らい者しやのフィギュアを作って呪いを逸そらす。でもって私と君で稼いだ時間の間に呪いの出所を探さぐってこれを駆く除じよ。相手が強い時には君の力で護法神を強化してぶつける』

　弑子の声は心なしか上じよう機き嫌げんに聞こえた。

　だが――

「嫌だよ」

　顔をしかめて瑞人はそう答えていた。

『なんで？』

「呪い逸らすって……それって今回と同じ様しろって事だろ？　なんで精魂込めて作ったフィギュアを、毎回毎回、粉こな微み塵じんにされなきゃいけないんだよ。時間も労力もいるし、材料費だって掛かるんだ」

『バイト代出るで？』

　最初からそういう話になると見み越こしていたのだろう。刹希がひょいとくわえて差し出してきた紙には、数字が書き込まれていた。

　額は――瑞人が想像したものの倍近い。

「うっ……」

『どうや？』

　ふと見上げると教壇の上の弑子がこちらを真っ直ぐ見つめて笑っている。

　拒きよ否ひは、出来るかもしれない。

　だが――

（それで誰かをまた救えたりするんだよな。俺のこの趣味で）

　それが技術なのか能力なのかはさておき。

　美裕希の時と同じく、自分のこの趣味が誰かを救う事が出来るのだとしたら――少なくともその手助けになるのだとしたら、それは、きっと嬉しい事なのだろうと瑞人は想う。

　そんな気持ちが表情に出ていたのかもしれない。

「ＯＫ？」

　ふと気が付くと――弑子がすぐ隣となりに居た。

　檀上から下りて、あてがわれた席に向かって歩く途と中ちゆうなのだろう。

　彼女はごく自然に、ぽんと瑞人の肩を叩く。

「じゃあそういう訳で。よろしくね、富士宮くん？」

　にかっと八重歯を見せて笑う弑子。

　…………

『祟り破り』三途川家代二十六代目当主――三途川弑子。

　彼女と、後にその筋の者からは『人形師』と呼ばれる事になる富士宮瑞人の、これが出会いの事件の顛てん末まつであった。







あとがき







　どうも、ＨＪ文庫ではお久しぶりの[image: ]一郎でございます。

　新刊『タタリ・ブレイカー弑子』をお送りいたしまする。




　ちなみに「名前が読めない」という意見がちらほらありますが、「しいこ」と読みます。

　別にプロジェクトでもなければＡ子もＢ子も出てきませんが（旧ッ!?）

『弑する』と書いて『殺す』とほぼ同義ですね。

　はっきり言ってありえねえ系の名前です。このヒロイン。

　ちなみに――ＡＴＯＫじゃないとこの漢字出すのがすげえ面めん倒どうで。ＭＳ－ＩＭＥだと普通に『しい』では出てこないんですよね。

　本作の原稿そのものは去年にあがっているのですが、ちと昨年末に引っ越してから、執筆用パソコンを変えたお陰で（さらばだＶＩＳＴＡ！　よろしく７！）、しばらくＡＴＯＫが入っていなかった時期が在るんですが、弑子の名前出すのにいちいち手間取っていた記憶がありまする。原稿書いている時じゃないから、わざわざ単語登録する程には使わないし。




　それはともかく。




　私はいわゆるラノベ作家の中でも多作と言われておりますが、実を言えばお話の作り方は必ずしも一定してません。複数のアプローチを時と場合によって使い分けていて、バトル際のワンアイデアから広げて書く場合もあれば、キャラクターから広げる場合、世せ界かい観かんから広げる場合、もっと身みも蓋ふたもなく『売れそうな要素並べてお話に仕立て上げる』場合もあったりして。




　今回の『タタリ・ブレイカー弑子』に関して言えばこれは完全に『キャラクター』から作っています。某漫画のワンシーンで、『呪のろわれた一族の少女』というのがいて、彼女が歩くと黒猫やらカラスやら、『不吉の象徴』みたいなのが団体で現れる、みたいな場面があって。

　ちょっとこれは面白いなあと。

　でどうせなら本人も不吉な感じにしてしまえ、不吉と言えばお葬そう式しき、お葬式と言えば白黒の垂たれ幕まく、本来ならおめでたい紅白を白黒にしちまえば違和感あっていいんじゃないかなとか――そんな事をつらつら考えていた末に、ヒロイン弑子ができあがりました。




　この際には、主人公というか語り部的立ち位置の瑞みず人ひとは、まだ影も形も無く。

　けれどこの数日後、知り合いの神野オキナ氏と話をしていて「ホビージャパンといえば模型ですよねえ」「模型趣味の少年とか出しましょうか」とかそんな会話をした途端、するすると形がまとまっていったのでした。




　ただ弑子って『絵がつく』のが前提のラノベだと随分と面倒なヒロインでもある訳で。

　何しろ表紙にしてもモノクロなので映えにくいというか。担当編集さんはその辺随ずい分ぶんと気にしておられた様ですが、結果はご覧の通りで。

　十分以上に可愛いヒロインができあがってきたなと。

　肩にかけたショール（でいいのか？）が効いて地味になるのを防いでいますな。ちなみにこの辺は私の設定ではなく絵師さんや担当さんからの提案。やはり餅は餅屋ですね。

　絵師のｂｏｎ師とこの方を連れてきてくれた担当編集さんに感謝。




　ともあれ。

　世界の滅めつ亡ぼうがどうのとか、歴史の秘密に迫るとか、そーゆー話ではないのですが、作者本人は気に入っているキャラ達であり、お話でありまする。

　願わくば、読者の方々にも楽しんでいただけますように。




　ではでは、また次の本でお会いしましょう。




二〇一二／二／二九
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◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部
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